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はじめに

運転する前に本書をよく読み、McLarenとその
機能についてご理解ください。本書には、お客
様にMcLarenが提供する利点や喜びを最大限に
お届けするために必要な情報が記載されていま
す。
本書では、マクラーレンスーパーシリーズでご
利用いただけるすべてのオプションおよび機能
について説明しています。一部の記述（ディス
プレイおよびメニュー機能に関する説明を含む
）は、モデル、国別仕様、オプション装備また
はマクラーレン認定アクセサリーの有無によっ
て、お客様の車両には該当しない場合がありま
す。

注意:本書に掲載されている画像は、お客
様の車両の状態とは完全には一致しない場
合があります。

お客様のMcLarenに付属されている書類は、車
両の一部を構成するうえで不可欠なものです。
車両を売却される場合には、必ず付属書類も同
時にお引き渡しください。
本書の内容は、必要な情報をすぐに見つけられ
るよう、章に分かれています。
運転の前に
運転席に着いた後に運転の準備を整え、すべて
の操作装置への安全かつ容易なアクセスを確保
するために行う必要がある設定を詳しく説明し
ます。

運転操作装置
この章は、お客様のMcLarenの装備と運転操作
装置、および運転中にそれらの操作装置を最も
効果的に使用するための方法を詳しく説明しま
す。
インストルメント
この章では、メニューのナビゲート、表示され
る情報の詳細を含め、ドライバーディスプレイ
について説明します。
センターディスプレイ
この章では、車両の各種設定の表示、変更手順
を含め、マクラーレンインフォテイメントシス
テム（MIS）について説明します。
快適機能と便利機能
快適な運転環境を得るためのシステムや機能に
ついて説明します。
メンテナンス
ここでは、お客様のマクラーレンのメンテナン
スについて説明します。冬季にマクラーレンを
運転する際のアドバイスや、海外で運転する際
に不具合が発生した場合の対応策、その結果生
じる可能性がある問題への対応方法についても
説明します。ヒューズやランプに関する情報、
パンク時の対処方法を説明します。

車両データおよび用語集
お客様のマクラーレンの様々なシステムに必要
なフルードの仕様やその分量については、この
章を参照してください。また、お客様のマクラ
ーレンや車両の性能に関する具体的なデータが
必要な場合もこの章を参照してください。
技術用語集では、McLarenに搭載されているい
くつかのより複雑なシステムについても簡単に
説明しています。より詳しい情報をお求めの場
合は、マクラーレン代理店にお問い合わせくだ
さい。
索引
目次と索引は、必要な情報を素早く見つけるた
めに役立ちます。
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本書についての情報

McLarenは最新の技術を採用し、つねに先を行
く技術を搭載するため車両仕様を更新し続けて
います。したがって、McLarenは随時設計、装
備および技術的機能を変更する権利を留保しま
す。
©McLaren Automotive Limited.
McLarenAutomotiveLimitedの書面による許可
なく本書の一部または全部を複製、翻訳もしく
は再版することを禁じます。
お客様のマクラーレンに搭載されている装備
は、車両や市場仕様により本書の画像とは異な
る場合があります。お客様のマクラーレンは、
車両の市場仕様により本書に掲載するものとは
異なる場合があります。
当社のアプリケーションに含まれるすべての情
報、図および仕様は、利用可能なデータに基づ
いており、発行の時点では正確です。地域の制
限や規制により、ご利用いただけるオプション
は市場によって異なる場合があります。このア
プリケーション内の図は、必ずしもお客様の地
域の市場でご利用いただける仕様またはオプシ
ョンを反映しているとは限らず、オプション装
備を示している場合があります。

これらのアプリケーションに記載されている仕
様は、情報目的専用であり、マクラーレンオー
トモーティブは、事前の通知なしで、または義
務を負うことなく、いつでも製品の仕様を変更
する権利を留保しています。仕様の詳細情報お
よび標準装備とオプション装備に関する情報に
ついては、担当のマクラーレン代理店までお問
い合わせください。
Printed in United Kingdom, 28QA196CP.

電子ユーザーマニュアル

お使いの車両に電子ユーザーマニュアルが装備
されている場合、オーナーズハンドブックはセ
ンターインフォテイメントタッチスクリーンで
ご覧になれます。

マニュアルにアクセスするには、マクラーレン
インフォテイメントシステム（MIS）画面上部
のステータスバーを下にスワイプし、オーナー
ズハンドブックのアイコンをタッチします。

注意:この機能は、車両が動いているとき
には利用できません。運転者の注意が散漫
にならないよう、電子ユーザーマニュアル
は車両が停車しているときのみ利用できま
す。
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「ホーム」アイコンは、各ページの上部と
下部に表示されます。「ホーム」ボタンを

選択すると、メイン目次ページに戻ります。
必要に応じて、これらのアイコンを使
用して前または次のトピックに移動で

きます。
「Related Topics（関連トピック）」を選択す
ると、現在のセクション内のその他の情報にす
ばやくアクセスできます。

このアイコンは、ウェブブラウザの戻るボ
タンと同様に、前のビューに戻るのに使用

できます。

記号

本書では以下の記号を使用しています。これら
の記号は、記載されている情報の種類が一目で
分かる、視覚的なメッセージを提供します。

警告

怪我や死亡事故につながるおそれの
ある行為への注意事項を示します。

注意

車両を損傷する可能性のある行為へ
の注意事項を示します。また、お客
様にとって役立つ情報や特定事項に
関する追加情報を提供します。

環境保護上の注意

お客様およびお客様の車両が環境に
及ぼす影響を最小限にするためのヒ
ントを説明します。

運転上の安全

警告:お客様のマクラーレンに搭載されて
いる電子システムは相互に作用していま
す。これらのシステムをみだりに改造する
と、相互接続されている他のシステムの故
障の原因となるおそれがあります。これら
の不具合は、McLarenの運転安全上およ
びお客様自身の安全に重大な危険を生じる
おそれがあります。
車両に間違った方法で装備を追加もしくは
修正した場合も、運転安全に悪影響が生じ
る可能性があります。

車両の使用
車両を使用する際は以下の事項を遵守してくだ
さい。
• 本書に記載されている安全上の注意のすべ

て
• 道路交通法および規則

警告:お客様のマクラーレンには、様々な
警告ラベルが貼付されています。これらの
警告ラベルはお客様と乗員に、様々な危険
を知らせるためのものです。車両の警告ラ
ベルは決して剥がさないでください。
警告ラベルを剥がすと、お客様や乗員が危
険に気付くことができず、怪我などを負う
おそれがあります。
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最低地上高
警告:急な上り坂または下り坂への進入の
際、車両の下側を損傷する可能性がありま
す。

以下の場合には注意して運転してください。
• 縁石への進入
• 急な上り坂への進入
• 急な下り坂から平坦な道への進入
• 悪路での走行
• 交通静穏化策が実施されているエリアでの

走行
• その他、駐車場など、路面の高さの急激な

変化や上昇が起こる環境での走行
「車体寸法」 (7.06ページ)を参照してくださ
い。
サーキット走行
車両の性能と信頼性を最大限に発揮するために
は、サーキットでの走行の前に、以下の前提条
件を満たしていることが重要です。
• エンジンオイルが標準動作温度である
• エンジンオイルレベルが3、4、5または6

の緑色のセグメントである（「エンジンオ
イルの点検」 (6.02ページ)参照）

• エンジンクーラントが標準動作温度である
• タイヤが安全な動作温度を超えていない

注意:サーキット走行を行う場合は、事前
にマクラーレン代理店にご相談ください。
McLarenはサーキット走行の前後に車両
を点検に出すよう推奨しています。
注意:ご自分で完全にコントロールできる
範囲内で、また車両性能の限度を超えない
範囲で走行してください。

クールダウン
サーキット走行時は、ブレーキやトランスミッ
ションが高温になりパフォーマンスに影響が出
る可能性があるので、マクラーレンではクール
ダウンする時間を取ることを推奨します。急ブ
レーキや必要以上のギアチェンジをせずに比較
的低速で走行すると、空気の流れで車両を冷却
できます。
マクラーレンでは、サーキットを出る前に車両
を標準動作温度に下げる時間を取ることを推奨
します。

注意:パフォーマンス走行の直後に停車す
る場合、マクラーレンでは、すぐにはイグ
ニッションスイッチをオフにせずにパーキ
ングブレーキをかけることを推奨します。
マクラーレンでは、エンジンをアイドリン
グさせてからイグニッションスイッチをオ
フにすることを推奨します。
注意:サーキットおよび競技での使用上の
注意については、サービスおよび保証ガイ
ドを参照してください。

保存データ

お客様の車両にはデータを収集し、一時的また
は永続的に保存する多くのコンポーネントがあ
ります。この技術データには、車両の状態、発
生したすべての事象、お客様の車両に発生して
いる可能性がある、または過去に発生した誤動
作などに関する情報があります。
これらには、例えば次のものがあります。
• システムコンポーネントの作動状況（フル

ードレベルなど）
• 車両および個々のコンポーネントのステー

タスメッセージ（「ガラスウォッシャー液
が少なくなっています」など）

• 重要なシステムコンポーネントの誤動作お
よび欠陥（「ライトスイッチの故障」など
）

• 特殊な運転状況での車両反応および作動状
況（エアバックの展開など）

• 環境条件（外気温など）
このデータは、もっぱら技術的な性質のもので
あり、次の目的に使用できます。
• 不具合や欠陥の認識および修正の支援
• 車両機能の分析（事故後など）
• 車両機能の最適化

データは車両の動きを追跡するために使用する
ことができません。
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お客様の車両が点検を受ける際には、次の技術
情報を車両から読み取ることができます。
• 修理サービス履歴
• 保証事象
• 品質保証

この情報は特殊な診断テスターを使用して、サ
ービスネットワーク（メーカーを含む）の従業
員によって読み取ることができます。必要に応
じて、より詳細な情報を得ることができます。
不具合が修正された後、この情報は不具合メモ
リーから削除されるか、または連続的に上書き
されます。
車両を運転する場合、他の情報に関連する技術
データを他者が追跡する状況が発生する可能性
があります。
例えば、次のものがあります。
• 事故報告書
• 車両の損傷
• 目撃証言

マクラーレンは、衝突事故の際のお客様の行動
に関する情報にはアクセスしません。あるい
は、次の場合を除いて他者とその情報を共有し
ません。
• お客様の同意、またはリース車両の借主の

同意を得た場合

• 警察また類似する官庁の正式な要求に応じ
る場合

• 法的手続に備えてメーカーの防衛の一環と
する場合

• 法律の定めるところによる場合
さらに、マクラーレンは収集または取得した診
断データを次の場合に使用することがありま
す。
• マクラーレンの研究に必要な場合
• 研究で必要な場合に使用できるよう適切な

機密性を維持し、必要性が示されている場
合

• 研究のため、特定の車両への関連付けがな
い要約データを他の組織と共有する場合
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一般

キーレスエントリー機能を使用するかリモコン
キーの適当なボタンを押すことで、車両をロッ
クおよびロック解除することができます。
キーレスエントリー機能は、リモコンキーがセ
ンサーから1.2 m（3フィート11インチ）の範
囲内にある必要があります。
エンジンが停止している場合、電気的な状態に
関わらず車両をロックすることができます。「
車両の電気的状態」 (2.02ページ)を参照してく
ださい。
キーレスエントリー
キーレスエントリーを使用すると、リモコンキ
ーがセンサーから1.2 m（3フィート11インチ
）の範囲内にあれば、ドアを開けるだけで車両
のロックを解除し、盗難防止アラームシステム
を停止させることができます。使用者がリモコ
ンキーを身に着ける、あるいはバッグなど非金
属製のものに入れて携帯していれば、ほかに必
要なものはありません。キーを外に出す必要も
操作する必要もありません。
5つのセンサーによって、リモコンキーが車両
の周囲のどこにあるか検出されます。

右ハンドルモデル 左ハンドルモデル
1. 車内フロントセンサー
2. 運転席ドアセンサー
3. 車内リアセンサー
4. 助手席ドアセンサー
5. 助手席フットウェルセンサー

リモコンキーエントリー
お客様のMcLarenには2つのリモコンキーが付
属しています。これらのリモコンキーを使っ
て、離れた場所から車両をロックおよびロック
解除することができます。
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注意:盗難防止のため、リモコンキーの操
作は車両のすぐ近くで行ってください。

リモコンキーを使って、ロックおよびロック解
除できるものは以下の通りです。
• ドア
• ラゲッジルーム
• フューエルフィラーフラップ
• センターコンソール収納ボックス

リモコンキーを使用して車両のロックを解除す
るには、ロック解除ボタンを押します。フロン
ト、リアおよびサイドの方向指示器（市場によ
り異なります）が2回点滅し、盗難防止アラー
ムシステムが解除されます。

車両設定で「運転席側」と「両側」のどちらが
選択されているかで、「ロック解除」ボタンの
作動が変わります。「ドアロック解除」 (4.13
ページ)を参照してください。

警告:リモコンキーはエンジンを始動可能
にする他、車両のその他の機能を有効にす
る場合も使用します。
車両から離れる際には必ずリモコンキーを
携帯してください。
注意:リモコンキーは、高レベルの電磁放
射にさらさないでください。キーの誤作動
の原因となることがあります。例えば、ノ
ートパソコン、タブレット、パーソナルメ
ディアプレイヤー、携帯電話などの近くに
は置かないでください。

結果「解除」ボタ
ン

「両側」を選択した場合、ボ
タンを1回押すと両側のロッ
クが解除されます。
「運転席側」を選択した場
合、ボタンを1回押すと運転
席側のロックが解除されま
す。ボタンをもう一回押すと
（短時間の間をおいて）、助
手席ドアのロックが解除され
ます。

1回押す

「両側」を選択した場合、ボ
タンを2回押すと両側のロッ
クが解除され、運転席側のラ
ッチが外れます。
「運転席側」を選択した場
合、ボタンを2回押すと運転
席側のみロックが解除され、
ラッチが外れます。

2回押す
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リモコンキーの収納
セキュリティのために、車両の運転中はリモコ
ンキーを身につけておくことをお勧めします。
リモコンキーを車内に置きたい場合は、人目に
つく場所には決して収納しないでください。

注意:ドライバーディスプレイに「車内に
キーはありません」というメッセージが表
示された場合は、リモコンキーを検出され
る位置に移動させてください。
注意:リモコンキーをセンターコンソール
の収納ボックス、カップホルダー、シート
間の収納ネット内、ドア収納ボックス内、
あるいはシート背面の棚の上に置かないで
ください。これらの場所に置くとシステム
はキーを検出できず、エンジンを始動でき
ません。

消耗した電池
電池が完全に放電してしまった場合でも、機械
式キーを使用して車両を動かすことができま
す。「ロック解除-放電したバッテリー」(6.26
ページ)を参照してください。

ドアの開放

1. ボタン（1）をしっかりと押すと、ドアの
ロックが解除され、ドアを開くことができ
ます。
注意:キーレスエントリー機能は、リモコ
ンキーがセンサーから1.2 m（3フィート
11インチ）の範囲内にある必要がありま
す。
警告:ドアを開ける際には必ずドアの後方
に立ってください。横に立つと開いたドア
によって怪我を負うおそれがあります。ド
アが開く速度は気温により左右されます。

注意:ドアはまず外側に開き、次に上方向
に開くので、ドアを開ける前に横方向と上
方向に十分なスペースがあることを確認し
てください。「車体寸法」 (7.06ページ)
を参照してください。

2. キーレスエントリーを使用したときはフロ
ント、サイド、およびリアの方向指示器（
市場により異なります）が2回点滅し、盗
難防止アラームシステムが解除されます。

3. ドアラッチが外れ、ミラーが折りたたまれ
ていた場合は展開され、ドアが少し持ち上
がり、さらに自動的に外側および上方にス
イングします。
注意: Spiderモデルでは、ドアを開ける
と、ウィンドウが少し下がります。ドアを
閉じると、ウィンドウは完全に閉じた位置
まで上がります。バッテリーの放電や氷点
下の気温などによりウィンドウが下がらな
い場合は、ドアの開閉に注意してくださ
い。ドアを開閉する際に無理な力をかけな
いでください。無理な力を加えると、ドア
シールやウィンドウを損傷するおそれがあ
ります。
注意:「ロック解除」ボタンを押し続ける
と、ウィンドウを自動的に下降させること
ができます。ウィンドウは、「ロック解
除」ボタンから指を離すか、ウィンドウが
既定の高さに下がるまで下降し続けます。
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注意:リモコンキーを使用して車両をロッ
ク解除した後にドアやラゲッジルームを開
かなかった場合、車両は30秒後に再びロ
ックされます。

ドアをロックする

1. ドアを閉じます。「ドアの閉鎖」 (1.08
ページ)を参照してください。

2. リモコンキーを使用して車両をロックする
には、ロックボタンを押します。フロン
ト、リア、およびサイドの方向指示器（市
場により異なります）が、車両の周りをぐ
るりと回るように順に素早く点滅します。
これで、盗難防止アラームシステムが作動
しました。

3. キーレスエントリー機能を利用する場合、
サイドダクト内にあるタッチセンサースイ
ッチ（1）を押します。
注意:キーレスエントリー機能は、リモコ
ンキーがセンサーから1.2 m（3フィート
11インチ）の範囲内にある必要がありま
す。
注意:ロックスイッチは1回押しを感知し
ます。
注意:ロックスイッチは、タッチで作動し
ます。タッチ反応や操作音はありません。
注意:ロックスイッチを押し続けると、ウ
ィンドウが自動的に上昇します。ウィンド
ウは、完全に閉じるまで上昇し続けます。
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4. 方向指示器が点滅して、盗難防止アラーム
システムが有効になったことを示します。
注意: Spiderモデルでは、ドアを開ける
と、車両の他の部品との接触を避けるため
にドアガラスが少し下がります。ドアを閉
じると、ドアガラスが閉位置まで自動的に
上昇します。何らかの理由でドアガラスが
上昇しない場合、「挟み込み」が検出され
た可能性があります。ガラスの溝に挟まっ
た異物やガラスの位置決めのずれが原因と
考えられます。ガラスの溝に異物が挟まっ
ていないか確認し、ロックボタンを押し続
けます。ドアが確実に閉まっていて、上昇
を妨げる障害物がなければ、ガラスは上昇
します。ガラスが閉まらない場合やガラス
が自動的に上昇しない現象が繰り返し発生
する場合は、マクラーレン代理店にお問い
合わせください。

ミスロック

ドアまたはラゲッジルームリッドを開けたま
ま、もしくはリモコンキーを車内に置いたまま
車両をロックしようとすると、ミスロックを示
す警告音が鳴ります。
ドア、ラゲッジルームリッド、サービスカバ
ー、トノーカバー（Spiderのみ）がすべて閉じ
ていて、ルーフが全開または全閉状態になって
いる（Spiderのみ）ことを確認してから、車両
をロックしてください。

注意:ラゲッジルームを開けたまま、車両
をロック/盗難防止アラームシステムを有
効にすることができます。長い発信音が鳴
り、この状態を警告します。この音は、ド
アが開いている状態やリモコンキーが車内
にある状態でのミスロックを知らせる短い
発信音とは異なります。ラゲッジルーム
は、ラゲッジルームリッドを閉じるとすぐ
に盗難防止アラームシステムが有効になり
ます。これにより、車両の他の部分はロッ
クしたままラゲッジルーム内のチャージポ
イントにマクラーレンのバッテリーチャー
ジャーを接続することができます。
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個人用設定

同乗者を乗せずに運転することが多いお客様
は、運転席ドアのみをロック解除するようにロ
ッキングシステムを変更することができます。
「自動ドアロック」 (4.13ページ)を参照してく
ださい。
運転席ドアのみをロック解除する設定にしてい
る場合、助手席ドアはドアの内側のハンドルを
引いてリモコンキーの「ロック解除」ボタンを
再度押すか、ダッシュボードにある「セントラ
ルロッキング」ボタンを押さなければロック解
除できません。

車内からロック/ロック解除する

1. 車両をロックするには、「セントラルロッ
キング」ボタンを押します。ボタンのラン
プが点灯し、車両がロックされたことを示
します。ドアは車内から開けることができ
ます。

2. 車両をロック解除するには、再度セントラ
ルロッキングボタンを押します。すると、
ボタンのランプが消えます。

車内からドアを開ける

ドアはロックされているときでも随時車内から
開けることができます。車両が停止しており、
道路や交通の状況が安全なとき以外はドアを開
けないでください。

注意:ドアはまず外側に開き、次に上方向
に開くので、ドアを開ける前に横方向と上
方向に十分なスペースがあることを確認し
てください。

ドアハンドルを矢印で示すように上方向に引
き、ドアオープナーが作動するまでドアを外側
に押します。すると、ドアは自動的に外側、次
いで上方向にスイングします。
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注意:リモコンキーが車内にない状態でド
アハンドルを使用して車両のロックを解除
すると、盗難防止アラームシステムが作動
し、アラームが鳴る場合があります。

ドアの閉鎖

ドアを下方向に押し引きし、確実にラッチした
ことを確認してください。

警告:ドアを閉じる際は、手や他の物体が
ドアエッジにかからないようにしてくださ
い。特に、ソフトクローズラッチ装着車の
場合は、1つ目のラッチがかかった時点で
ドアが自動的に全閉状態までロックされる
ため、注意が必要です。挟み込み防止機能
は搭載されていないため、ドアとドア開口
部の間に物体や身体の一部があってもドア
の全閉動作は中止されません。重傷や車両
の損傷が発生する可能性があります。
注意:ドアを無理に閉じないでください。
ドア開口部またはドアシールが損傷するお
それがあります。

Spiderモデルでは、ウィンドウが閉じない場合
は、挟み込み防止機能が作動していることが考
えられます。以下の方法のうち1つを試してく
ださい。
• ドアを再度開けて閉じる
• サイドダクトのロックスイッチによる車両

のロック

挟み込み防止機能が解除されない場合は、ロッ
クスイッチ（1）を数秒間押し続けます。ロッ
クスイッチから指を離すまでウィンドウが上昇
を続けます。この方法は、上記の方法では問題
を解決できない場合にのみ試してください。

注意:ドアを無理に閉じないでください。
ドアシールまたはウィンドウを損傷するお
それがあります。
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自動ロック

ドアおよびラゲッジルームは車両が走行を開始
すると自動的にロックされます。

注意:事故発生時に衝撃力が既定のレベル
を超えると、ドアのロックは自動的に解除
されます。

オートマチックロック機能はセンターインフォ
テイメントタッチスクリーンの車両設定セクシ
ョンで選択できます。詳しくは、「自動ドアロ
ック」 (4.13ページ)を参照してください。
オートマチックロックがオンの場合、車両が発
進してロックされると、インテリアセントラル
ロッキングボタンが点灯します。

サービスカバー - Coupe

取り外し
警告:サービスカバーは非常に高温になる
ため、重度の火傷を負うおそれがありま
す。サービスカバーは、必ず冷却された後
に取り外してください。
警告:エキゾーストテールパイプは非常に
高温になるため、重度の火傷を負うおそれ
があります。サービスカバーは、必ず車両
の横から取り外してください。
警告:サービスカバーを取り外していると
きは、エンジンが停止していても怪我を負
う危険性があります。
エンジンコンポーネントは非常に高温にな
り、重度の火傷を引き起こすおそれがあり
ます。
エンジンイグニッションシステムには高圧
電流が流れます。イグニッションシステム
コンポーネント、イグニッションコイル（
スパークプラグコネクター）には決して手
を触れないでください。
警告:エンジンがエコスタートストップシ
ステムにより停止している場合、警告なく
再始動することがあります。

1. サービスカバー取り外しツールをツールキ
ットから取り出します。「ラゲッジルーム
装備」(6.11ページ)を参照してください。

2. サービスカバーの下端角の下にある各固定
具に、サービスカバー取り外しツールを挿
入します。各固定具を反時計方向に90度
回して、サービスカバーの両側を解放しま
す。
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3. 車両の横からサービスカバーの2つの後端
部をつかみ、サービスカバーをリアウィン
ドウに向けて上方に回転させ取り外しま
す。
注意:サービスカバーは車両の内部に置い
て、損傷の危険性を回避します。

「エンジンオイル」(6.02ページ)を参照してく
ださい。
「クーラント」(6.05ページ)を参照してくださ
い。

取り付け
警告:エキゾーストテールパイプは非常に
高温になるため、重度の火傷を負うおそれ
があります。サービスカバーは、必ず車両
の横から取り付けてください。

1. サービスカバーを車両背部の中央に配置し
ます。

2. 図に示すように、サービスカバーに圧力を
かけます。2つの固定具がはまると、クリ
ック音が明確に聞こえます。

3. サービスカバーの下端角の下にある各固定
具に、サービスカバー取り外しツールを挿
入します。各固定具を押し下げて、はまっ
たときの明確なクリック音が聞こえるまで
時計方向に回し、サービスカバーの両側の
ラッチをかけます。

4. サービスカバーを取り付けた後は、しっか
りと固定されているか確認してください。
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サービスカバー - Spider

取り外し
警告:サービスカバーは非常に高温になる
ため、重度の火傷を負うおそれがありま
す。サービスカバーは、必ず冷却された後
に取り外してください。
警告:エキゾーストテールパイプは非常に
高温になるため、重度の火傷を負うおそれ
があります。サービスカバーは、必ず車両
の横から取り外してください。
警告:サービスカバーを取り外していると
きは、エンジンが停止していても怪我を負
う危険性があります。
エンジンコンポーネントは非常に高温にな
り、重度の火傷を引き起こすおそれがあり
ます。
エンジンイグニッションシステムには高圧
電流が流れます。イグニッションシステム
コンポーネント、イグニッションコイル（
スパークプラグコネクター）には決して手
を触れないでください。
警告:エンジンがエコスタートストップシ
ステムにより停止している場合、警告なく
再始動することがあります。

1. トノーカバーを完全に開けます。
「トノーカバー-Spider」 (1.18ページ)を
参照してください。

2. 車両の横から、左側サービスカバーの前端
をつかみ、上に引いて解放します。

3. サービスカバーを車両中央に向けて上方に
回転して、取り外します。
注意:サービスカバーは車両の内部に置い
て、損傷の危険性を回避します。

4. 手順2および3を繰り返し、右側サービス
カバーを取り外します。
注意:右側サービスカバーを取り外すだけ
で、エンジンオイルフィラーにアクセスで
きます。クーラントフィラーにアクセスす
るには、両方のサービスカバーおよびリア
デッキベントを取り外す必要があります。

「エンジンオイル」(6.02ページ)を参照してく
ださい。
「クーラント」(6.05ページ)を参照してくださ
い。
取り付け

警告:エキゾーストテールパイプは非常に
高温になるため、重度の火傷を負うおそれ
があります。サービスカバーは、必ず車両
の横から取り付けてください。

1. サービスカバーを車両側部に配置します。
2. 均等に圧力をかけてサービスカバーを下に

押し、固定具を確実にはめ込みます。
3. もう一方のサービスカバーを取り外した場

合、手順1および2を繰り返して取り付け
ます。

4. 両方のサービスカバーを取り付けた後は、
しっかりと固定されているか確認してくだ
さい。

5. トノーカバーを閉めます。
「トノーカバー-Spider」 (1.18ページ)を
参照してください。
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フロントラゲッジルーム

注意:ラゲッジルームは、車両が停止して
いて、かつニュートラルが選択されていな
い限り開きません。
発車したときにラゲッジルームが開いてい
る場合、ドライバーディスプレイにメッセ
ージが表示されます。
注意:ラゲッジルームのラッチが外れてい
たり開いていたりする場合は、ギアを選択
できません。車両を移動する必要がある場
合は、DまたはRを5秒間押し続けて、こ
れをオーバーライドし、ギアを選択しま
す。
警告:ラゲッジルームが開いていたりラッ
チが外れている場合は、運転者の視界が制
限されるため、車両は低速で移動する必要
があります。

開放

リモコンキーのラゲッジリリースボタンを押し
ます。ラゲッジルームのロックが完全に解除さ
れ、少し開きます。

または、「ダッシュボード」ボタンを押してラ
ゲッジルームのロックを完全に解除して少し開
けます。
ラゲッジルームリッドの前面を持ち上げると、
ガスストラットにより完全に開いた位置で支持
されます。
閉鎖
ラゲッジルームリッドをしっかりと下ろし、確
実にラッチしたことを確認してください。

注意:ラゲッジルームにリモコンキーを置
き忘れないでください。置き忘れた場合、
車両がロックされて車外に締め出されてし
まうおそれがあります。
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注意:事前に車両をロックしていた場合、
リッドを閉じるとロックはそのままで方向
指示器が点滅します。

ラゲッジルームは、ラゲッジルームリッドを閉
じるとすぐに盗難防止アラームシステムが有効
になります。

注意:ラゲッジルームを開けたまま、車両
をロック/盗難防止アラームシステムを有
効にすることができます。この機能によ
り、車両の他の部分はロックしたままバッ
テリーを充電することができます。長い発
信音が鳴り、この状態を警告します。

リトラクタブルルーフ - Spider

リトラクタブルルーフは単一軽量パネルで構成
されており、作動させるとコックピットの背後
にあるトノーパネルの下にすばやく折りたたま
れます。
ルーフは、センターコンソールのスイッチまた
はリモコンキーを使用して操作できます。
ルーフを操作できるのは50km/h（31mph）ま
でです。

警告:荒れた路面を走行中はルーフを操作
しないでください。ルーフシステムが損傷
することがあります。
警告:可動部品とルーフの間に物を置かな
いでください。操作中は、乗員または周囲
の人がルーフの近くにいないことを確認し
てください。ルーフの操作により、人身事
故やコンポーネントの損傷を引き起こす恐
れがあります。
警告:トノー収納エリアにあるすべてのも
のが、警告ラベルの指示どおりに正しく収
納されていることを確認してください。ル
ーフシステムやバックライトのガラスが損
傷する恐れがあります。
警告:操作メカニズムと車内のインテリア
への損傷を防ぐため、ルーフの操作前には
丁寧に表面の水分、氷、雪を除去してくだ
さい。

ルーフを操作できるのは、トノー収納エリアに
あるすべてのものが警告ラベルの指示どおりに
正しく収納されている場合のみです。

注意:バックライトのインテリアトリムパ
ネルに座ったり、立ったり、物を置いたり
しないでください。
注意:ルーフが開いた状態でエンジンを停
止させると、安全のため、車両がスリープ
状態になる前にルーフを閉じることができ
ます。
注意:ルーフに問題がある場合は、すぐに
マクラーレン代理店に連絡してください。
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ルーフの動作温度

-20°C（-4°F）最低動作気温

85 °C（185 °F）最高動作気温

注意:最低動作気温以下ではルーフの開操
作はできません。

開放
1. 車両は、キーが挿入されて、アウェイク状

態である必要があります。
注意:エンジンのクランキング中はルーフ
の動作が停止します。

2. スイッチを長押ししてルーフを開けます。
スイッチを放すと、スイッチが再度押され
るまでルーフは停止します。
注意:ルーフが閉まっている状態でトノー
カバーを操作すると、「トノーが空か確認
してください」というメッセージがドライ
バーディスプレイに表示されます。

3. トノー収納エリアにあるすべての品物が、
警告ラベルの指示どおりに正しく収納され
ていることを確認してください。確認でき
たら、メニューレバーで「OK」を押しま
す。

4. ルーフが完全に開く（収納される）までス
イッチを長押しします。
注意:ルーフが動き出すと、トノーカバー
が開き、バックライトのガラスがわずかに
下がります。「ルーフ作動中」というメッ
セージがドライバーディスプレイに表示さ
れます。
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5. ルーフが完全に開いたら（収納されたら
）、トノーカバーが閉じてバックライトの
ガラスがエアロポジションに戻り、コック
ピット内のバフェティングを軽減します。
「ルーフ開」というメッセージがドライバ
ーディスプレイに表示されます。ルーフサ
イクルが完了したことを確認する音が聞こ
えます。

6. 操作完了後もスイッチを押したままにする
と、ウィンドウとバックライトが完全に開
きます。スイッチを放すと、スイッチを再
度押すまでウィンドウとバックライトは停
止します。

7. ルーフの動作中に車速が50km/h（31mph
）を超えると、ルーフの動作が一時停止し
ます。「減速し、ルーフ作動のボタンをい
ったん離して再度押してください」という
メッセージがドライバーディスプレイに表
示されます。

8. 車速を50km/h（31mph）以下まで下げ、
スイッチを放します。「ルーフサイクルを
続けてください」というメッセージがドラ
イバーディスプレイに表示されます。再度
スイッチを押して希望するルーフサイクル
を続けます。

閉鎖
1. 車両は、キーが挿入されて、アウェイク状

態である必要があります。

注意:エンジンのクランキング中はルーフ
の動作が停止します。

2. ルーフが完全な上昇（閉）位置に達するま
でスイッチを長押しします。スイッチを放
すと、スイッチが再度引かれるまでルーフ
は停止します。

3. ルーフの動作中に車速が50km/h（31mph
）を超えると、ルーフの動作が一時停止し
ます。「減速し、ルーフ作動のボタンをい
ったん離して再度押してください」という
メッセージがドライバーディスプレイに表
示されます。

4. 車速を31mph（50 kph）以下まで下げ、
スイッチを放します。「ルーフサイクルを
続けてください」というメッセージがドラ
イバーディスプレイに表示されます。

5. ルーフとトノーが完全に閉じてロックする
までスイッチを引きます。ウィンドウおよ
びバックライトガラスが全閉位置まで上昇
します。ルーフサイクルが完了したことを
確認する音が聞こえます。

6. ルーフサイクルが完了した後もスイッチを
押し続けると、ウィンドウとバックライト
ガラスが上昇します。スイッチを放すと、
スイッチを再度押すまでウィンドウとバッ
クライトは停止します。

リモコンキーによるリモートオープン
警告:可動部品とルーフの間に物を置かな
いでください。操作中は乗員や周囲の人が
ルーフから離れていることを確認し、リモ
ートオープン機能を使用するときは視界が
確保されていることを確認してください。
ルーフの操作により、人身事故やコンポー
ネントの損傷を引き起こす恐れがありま
す。
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車両がロックまたはロック解除状態にあるとき
は、リモコンキーを使用してルーフを遠隔操作
で開けることができます。

1. ロック解除ボタンを長押ししてルーフを開
けます。ボタンを放すと、ボタンを再度押
すまでルーフは停止します。
注意:車両がロックされている場合、フロ
ント、リヤ、およびサイドの方向指示灯（
市場によって異なる）が2回点滅します
が、車両はロックされたままです。

2. ルーフが完全に開く（収納される）までボ
タンを長押しします。

3. ルーフが完全に開いたら（収納されたら
）、トノーカバーが閉じてバックライトの
ガラスがエアロポジションに戻り、コック
ピット内のバフェティングを軽減します。
ルーフサイクルが完了したことを確認する
音が聞こえます。
注意:車両がロックされている場合、フロ
ント、リヤ、およびサイドの方向指示灯（
市場によって異なる）が2回点滅します
が、車両はロックされたままです。

4. 操作完了後もボタンを押したままにする
と、ウィンドウとバックライトは完全に開
きます。ボタンを放すと、ボタンを再度押
すまでウィンドウとバックライトは停止し
ます。

リモコンキーによるリモートクローズ
警告:可動部品とルーフの間に物を置かな
いでください。操作中は乗員や周囲の人が
ルーフから離れていることを確認し、リモ
ートクローズ機能を使用するときは視界が
確保されていることを確認してください。
ルーフの操作により、人身事故やコンポー
ネントの損傷を引き起こす恐れがありま
す。
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車両がロックまたはロック解除状態にあるとき
は、リモコンキーを使用してルーフを遠隔操作
で閉めることができます。

1. ロックボタンを長押ししてルーフを閉めま
す。ボタンを放すと、ボタンを再度押すま
でルーフは停止します。
注意:車両がロックされている場合、フロ
ント、リヤ、およびサイドの方向指示灯（
市場によって異なる）が2回点滅します
が、車両はロックされたままです。

2. ルーフとトノーが完全に閉まってロックさ
れるまで閉め続けるには、ロックボタンを
長押しします。ウィンドウおよびバックラ
イトガラスが全閉位置まで上昇します。ル
ーフサイクルが完了したことを確認する音
が聞こえます。
注意:車両がロックされている場合、フロ
ント、リヤ、およびサイドの方向指示灯（
市場によって異なる）が2回点滅します
が、車両はロックされたままです。

3. ルーフサイクルが完了した後もロックボタ
ンを押し続けると、ウィンドウとバックラ
イトガラスが上昇します。ボタンを放す
と、ボタンを再度押すまでウィンドウとバ
ックライトは停止します。

バックライト - Spider

コックピット内のエアフローを増加させるに
は、ルーフを開けた状態でバックライトを下げ
ます。バックライトをエアロポジションまで上
げ、コックピットのバフェティングを軽減しま
す。

注意:バックライトを操作するには、車両
がアウェイク状態で、キーが挿入されてい
る必要があります。

バックライトスイッチはセンターコンソール上
にあります。

注意:バックライトに問題がある場合は、
すぐにマクラーレン代理店に連絡してくだ
さい。
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開放
1. 車両は、キーが挿入され、アウェイク状態

である必要があります。

2. バックライトスイッチを長押しして、バッ
クライトを希望する位置まで下げます。
注意:雨や雪が降っている場合は、バック
ライトを全開にしないでください。水分が
キャビンエリアに浸入し、電気コンポーネ
ントに影響を与えるおそれがあります。

閉鎖
1. 車両は、キーが挿入され、アウェイク状態

である必要があります。

2. 希望の位置に達するまで、バックライトス
イッチを長押ししてバックライトを上昇さ
せます。
注意:バックライトが開いた状態で停車す
ると、安全のため、車両がスリープ状態に
なる前にバックライトを閉じることができ
ます。

トノーカバー - Spider

トノーカバーとはコックピット背後にあるパネ
ルのことです。トノーカバーは開閉でき、以下
のエリアへアクセスすることができます。
リトラクタブルルーフは、ルーフが下がると、
トノーカバーの下のエリアに収納されます。そ
の後、トナーカバーが閉まります。

注意:トノーカバーに問題がある場合は、
すぐにマクラーレン代理店に連絡してくだ
さい。

開放
1. 車両は、キーが挿入されて、アウェイク状

態である必要があります。
警告:トノーの稼動部品の間に物を置かな
いでください。操作中は、乗員または周囲
の人がトノーの近くにいないことを確認し
てください。トノーの操作により、人身事
故やコンポーネントの損傷を引き起こすお
それがあります。
注意:トノーエリアで荷物の積み下ろしを
行っている間は、トノーの操作は行わない
でください。トノーが開いている間は、車
両は最大15分間アウェイク状態を保持し
ます。
注意:トノー収納エリアへのアクセスは、
運転席ドアのスイッチパネルにある開/閉
ボタンでのみ行えます。
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注意:トノーコントロールを作動させるに
は、キーが運転席ドア検知範囲内にある必
要があります。

2. トノーカバーが完全に開くまで、運転席ド
ア後端のボタンを長押しします。
注意:ルーフが開いていると、トノーカバ
ーを開けることはできません。

3. トノー収納エリアにあるすべての品物が、
警告ラベルの指示どおりに正しく収納され
ていることを確認してください。確認でき
たら、メニューレバーで「OK」を押しま
す。

4. トノーカバーが開いた状態で車両を運転す
ると、「トノーカバーが開いています」と
いうメッセージがドライバーディスプレイ
に表示され、警告音が鳴ります。

閉鎖
警告:トノーカバーを閉じる際は、手など
を挟まないように注意してください。

1. トノーカバーが完全に閉じるまで、運転席
ドア後端のボタンを長押しします。
注意:トノーカバーが開いている状態でイ
グニッションをオフにした場合、15分以
内なら閉じることができます。この時間を
過ぎた場合は、イグニッションを再度オン
にしてトノーカバーを閉じてください。
注意:「トノー作動中」というメッセージ
がドライバーディスプレイに表示されま
す。
注意:車両をロックすると、トノーエリア
のアラームが有効になります。
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収納 - Spider

トノーカバーの下に小型のアイテムを収納する
ことができます。
トノー収納エリアにあるすべてのものが、警告
ラベルの指示どおりに正しく収納されているこ
とを確認してください。

警告:トノーエリアに固定されていない物
を入れないでください。それによって、ル
ーフシステムやバックライトガラスを損傷
させる恐れがあります。

注意:次に示すものはいずれも、トノー収
納エリアに保管しないでください。

• 危険物質/液体や揮発性物質/液体
• 重いまたは鋭利な物体
• 熱に影響を受ける食物または液体
• 割れ物や壊れやすい物品

1.20

運転の前に
収納



アラームシステム

アラームシステムが有効になっているときに以
下のいずれかが開けられると、警告が表示され
警告音が鳴ります。
• ドア
• ラゲッジルームリッド
• トノーカバー（Spider のみ）

注意:開けられた開口部を閉じてもアラー
ムは停止しません。アラームを止めるには
車両のロックを解除します。

アラームシステムはまた、以下の機能を備えて
います。
• けん引防止
• インテリアモーション検知センサー
• センターコンソール収納ボックスの状態検

出
注意:インテリアモーションセンサーまた
は自動アラームを有効にするには、センタ
ーコンソールの収納ボックスを閉じておく
必要があります。

アラームシステムの有効化
車両をロックします（キーレスシステムまたは
リモコンキーを使用）。約5秒後に盗難防止ア
ラームシステムが有効になります。

車両をロックすると、「セントラルロッキン
グ」ボタンのランプが約60秒間点灯し、この
時間を超えると、ランプが点滅し続けます。
アラームシステムの解除
車両のロックを解除します（キーレスシステム
またはリモコンキーを使用）。アラームが解除
され、「セントラルロッキング」ボタンのラン
プが点滅を停止します。

イモビライザー

イモビライザーはお客様のMcLarenが不正に始
動されるのを防ぎます。
車両が車内にリモコンキーがないことを感知す
ると、イモビライザーが自動的に起動します。
車内にリモコンキーがあることが感知される
と、イモビライザーは解除されます。

注意:イモビライザーは、エンジンが停止
中の場合のみ作動します。
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けん引防止

けん引防止は、吊り上げけん引やトレーラー積
載による車両の盗難を防止するように設計され
ています。
どのような方法でも、車両が持ち上げられたり
傾けられたりするとアラームが作動します。
けん引防止は車両がロックされてから約30秒
後に起動し、車両のロックが解除されると停止
します。
けん引防止を無効にする

1. けん引防止を無効にするには、イグニッシ
ョンスイッチをオフにして運転席ドアを開
け、運転席ドア後端のボタンを押します。
スイッチのランプが点滅し、けん引防止が
無効になったことを示します。
注意:イグニッションスイッチがオンのま
までは、けん引防止を無効にすることはで
きません。

2. 運転席ドアを閉め、車両をロックしてくだ
さい（キーレスシステムまたはリモコンキ
ーを使用）。けん引防止は車両のロックを
解除するまで無効になります。

インテリアモーションセンサー

車両がロックされているときに、例えば何者か
がウィンドウを破ったり開いた窓から車内に侵
入するなどして車内で動作が感知されるとアラ
ームが作動します。
インテリアモーションセンサーは車両がロック
されてから約30秒後に起動し、車両のロック
が解除されると停止します。

注意:アラームの誤作動を防止するため、
車両を離れる際にはルーフ（Spider のみ
）およびウィンドウを閉じ、またインテリ
アミラーに物などをぶら下げないでくださ
い。
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インテリアモーションセンサーを無効にする

1. インテリアモーションセンサーを無効にす
るには、イグニッションスイッチをオフに
して運転席ドアを開け、運転席ドア後端の
ボタンを押します。スイッチのランプが点
灯し、インテリアモーションセンサーが無
効になったことを示します。
注意:イグニッションスイッチをオンにし
たままでは、インテリアモーションセンサ
ーを無効にすることはできません。

2. 運転席ドアを閉め、車両をロックしてくだ
さい（キーレスシステムまたはリモコンキ
ーを使用）。インテリアモーションセンサ
ーは車両のロックが解除されるまで無効に
なります。
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安全性

警告:運転席シートの調整は車両を停止し
て行ってください。シートの移動により道
路や交通状況への注意がおろそかになった
り、ハンドル操作を誤ったりするおそれが
あります。結果として、事故につながるお
それがあります。
警告:シートはリモコンキーが車内にない
ときでも移動できます。お子様だけを車内
に残さないでください。偶然シートが動い
た場合にお子様が怪我を負うおそれがあり
ます。
警告:シートの動作によって手などを挟ま
れないように注意してください。
万一の事故の際に負傷する危険性を低減す
るため、以下の事項をお守りください。

• 乗員全員がシートベルトを正しく装着でき
るように、また同時にフロントエアバッグ
からできる限り遠い位置となるようにシー
トの位置を設定してください。運転席シー
トの位置は、ドライバーが車両を安全に運
転できる位置でなければなりません。運転
席シートからペダルまでの距離は、ドライ
バーがペダルを完全に踏み込むことができ
る距離でなければなりません。ドライバー
の胸からエアバッグカバーの中心までの距
離は25 cm（10インチ）以上でなければ
なりません。ステアリングホイールを握っ
たときに、ドライバーの肘が軽く曲がるよ
うにする必要があります。

• 乗員は常にシートベルトを正しく装着して
いなければなりません。

• 助手席シートは、無理な姿勢とならない範
囲内でできる限り後方に設定してくださ
い。
警告:マクラーレンは、この車両にチャイ
ルドシートを装着することはお奨めしませ
んが、もし使用する場合は、以下のガイド
ラインに従ってください。

• 身長1.5m（4フィート11インチ）未満、
または12歳未満のお子様は、適切なチャ
イルドシートにより保護しなければなりま
せん。現行の国および地域の法規の特殊要
件を参照してください。

• 助手席シートにチャイルドシートを装着す
る場合は、シートを最後端の位置に設定し
てください。

マニュアルシート

マニュアルシートの前後位置調整

レバーを引き上げて好みの位置までシートを移
動し、レバーを離してシートをロックします。

警告:運転する前に、必ずシートが確実に
ロックされていることを確認してくださ
い。
注意:フットウェル、シートの背後、下あ
るいは横に物や荷物などがないことを確認
してください。物が置かれているとシート
を損傷するおそれがあります。
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マニュアルシートの背もたれリクライニング調
整

警告:怪我を負う危険性を最小限にするた
め、背もたれはできる限り垂直に近い角度
に設定してください。
注意:シートの背もたれは、リアバルクヘ
ッドに触れるまで後ろに倒すことはしない
でください。時間の経過とともに損傷の原
因となることがあります。

レバーを引き上げてシートの背もたれを必要な
位置までリクライニングし、レバーを離しま
す。

マニュアルシートの高さ調整

シートが好みの高さになるまでスイッチを上ま
たは下に押します。

注意:高さ調整は運転席シートでのみ行う
ことができます。

電動シート

電動シート調整
「シート調整」スイッチはシートベースの側面
にあり、車両がアウェイクモードにある場合に
使用可能です。「車両の電気的状態」(2.02ペー
ジ)を参照してください。

注意:フットウェルまたはシートの背後、
下あるいは横に物や荷物などがないことを
確認してください。物が置かれているとシ
ートを損傷するおそれがあります。

前後位置調整

シートが目的の位置になるまでスイッチ（1）
を押します。
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電動シートの背もたれリクライニング調整
警告:怪我を負う危険性を最小限にするた
め、背もたれはできる限り垂直に近い角度
に設定してください。
注意:背もたれをリクライニングした場合、
シートベースはリアバルクヘッドとの相対
位置に応じて自動的に前方に移動します。
シートベースを後方に移動した場合、背も
たれをいっぱいまでリクライニングすると
背もたれが自動的に上がり、リアバルクヘ
ッドとの接触を防止します。

バックレストが目的の位置になるまでスイッチ
（2）を押します。

警告:助手席シートの下に物などがないこ
とを確認してください。物が置かれている
と乗員分類システムが正常に機能しないお
それがあります。

電動シートの高さ調整

シートが目的の高さになるまでスイッチ（3）
を押します。

電動シートのランバーサポート調整

ランバーサポートの位置は、（1）を押すと上
がり、（2）を押すと下がります。
（3）を押してランバーサポートを膨張させる
か、（4）を押して収縮させます。
メモリー位置の保存
個別のシート、ドアミラー、およびステアリン
グホイールの位置は、ドライバー2人分まで保
存することができます。

注意:ドアミラーおよびステアリングホイ
ールの位置は、運転席の「メモリー」ボタ
ンを使用してのみ保存および呼び出すこと
ができます。
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シート、ミラー、ステアリングホイールを好み
の位置に調整します。「ステアリングホイール
の電動調整」 (1.30ページ)、「外部ミラー」
(1.40ページ)を参照してください。
メモリー設定ボタン（1）を押しながら、同時
にいずれかのメモリーポジションボタン（2）
を押して設定を保存します。
メモリー位置の呼び出し

警告:車両が走行しているときはシート、
ミラー、ステアリングホイールの位置を呼
び出すことはできません。道路や交通状況
への注意がおろそかになるおそれがありま
す。結果として、運転操作を誤り、事故に
つながるおそれがあります。

注意:ドアミラーおよびステアリングホイ
ールの位置は、運転席の「メモリー」ボタ
ンを使用してのみ保存および呼び出すこと
ができます。

必要な設定が保存されているボタン（2）を、
シート、外部ミラーおよびステアリングホイー
ルの調整が終わるまで押し続けます。
コンフォートイグジット

警告:シートの動作によって手などを挟ま
れないように注意してください。

自動シートスライドが有効のときは、イグニッ
ションをオフにして運転席ドアを開くと、運転
席シートが後ろいっぱいまで移動し高さが最低
位置になり、ステアリングホイールが内側に移
動し最高位置になります。
これによって車両から簡単に降りることが可能
になります。この機能のスイッチのオン/オフ方
法は「乗車/降車快適機能」 (4.09ページ)を参
照してください。
コンフォートエントリー
乗車後、ステアリングコラムの左側にあるコン
トロールレバーを使用して、運転席シートとス
テアリングホイールを直前の位置に戻すことが
できます。
この機能は、「コンフォートエントリー機能を
使用できます。使用するには左側のレバーを引
き、キャンセルするには押してください」とい
うメッセージがドライバーディスプレイに表示
されます。
車両はイグニッションオフ、運転席ドア閉、自
動シートスライドがオンの状態で起動している
必要があります。
1. コントロールレバーを手前に引いて、自動

シートスライドを開始します。
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2. 機能をキャンセルしたい場合は、コントロ
ールレバーを操作するか、運転席ドアを開
けます。「コンフォートエントリー機能が
復帰します。中止するにはレバーを操作す
るかドアを開けてください」というメッセ
ージがドライバーディスプレイに表示され
ます。
注意:この機能では、自動シートスライド
を使用する前の位置にシートとステアリン
グホイールを戻します。前の位置が保存さ
れたメモリー位置のいずれかでない限り、
メモリー位置は使用されません。

3. レバーを使用する前に、シートまたはステ
アリングホイールを手動で調整すると、機
能は失われ、次に自動シートスライドを使
用するまで利用できなくなります。
注意:エンジンを始動して「シート」また
は「ステアリングコラム」スイッチを押す
か、シートが所定の位置に戻っているとき
にステアリングコラムの左側にあるコント
ロールレバーを操作して、自動シートスラ
イドをキャンセルします。

4. 自動シートスライドをキャンセルすると、
この機能を使用してシートとステアリング
ホイールを前の位置に戻すことができなく
なります。ドライバーディスプレイのメッ
セージは消え、コントロールレバーは通常
使用時の状態に戻ります。この機能は、次
回自動シートスライドが使用されたときに
利用可能になります。

5. シートとステアリングホイールが前の位置
に戻ると、ドライバーディスプレイのメッ
セージが消えて、プロセスが完了したこと
を確認する警告音が鳴ります。

オートヒートシート
オートヒートシート機能には、センターインフ
ォテイメントタッチスクリーンの温度調節画面
を使用してアクセスできます。「オートヒート
シート」 (5.08ページ)を参照してください。

注意:オートヒートシート機能は、エンジ
ンが作動している場合にのみ使用可能で
す。

レーシングシート

シートの前後位置調整

注意:シート位置は前後調整のみが可能で
す。

シートを調整するにはレバーを上げ、シートを
好みの位置にスライドさせて、すべてのペダル
に楽に足が届き、いっぱいまで踏むことができ
るようにしてください。

警告:運転する前に、必ずシートが確実に
ロックされていることを確認してくださ
い。
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注意:フットウェルまたはシートのそばに
物や荷物などがないことを確認してくださ
い。物が置かれているとシートが損傷した
り、調整を完全に行えないことがありま
す。

シートの高さ/傾き調整
シートの高さ/傾き調整については、お近くのマ
クラーレン代理店までお問い合わせください。

警告:シートの高さの調整は、必ずマクラ
ーレン代理店に依頼してください。

超軽量CFシート

シートの前後位置調整

注意:シート位置は前後調整のみが可能で
す。

シートを調整するにはレバーを上げ、シートを
好みの位置にスライドさせて、すべてのペダル
に楽に足が届き、いっぱいまで踏むことができ
るようにしてください。

警告:運転する前に、必ずシートが確実に
ロックされていることを確認してくださ
い。

注意:フットウェルまたはシートのそばに
物や荷物などがないことを確認してくださ
い。物が置かれているとシートが損傷した
り、調整を完全に行えないことがありま
す。

シートの高さ/傾き調整
シートの高さ/傾き調整については、お近くのマ
クラーレン代理店までお問い合わせください。

警告:シートの高さの調整は、必ずマクラ
ーレン代理店に依頼してください。
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ステアリングホイールの電動調整

警告:ステアリングホイールの位置調整は
必ず停車して行ってください。道路や交通
状況への注意がおろそかになるおそれがあ
ります。結果として、運転操作を誤り、事
故につながるおそれがあります。

ステアリングホイールは、車両がアウェイクモ
ードの場合に、「コラムコントロール」スイッ
チを使用して高さと前後位置を調整することが
できます。「車両の電気的状態」 (2.02ページ)
を参照してください。
コラムコントロールスイッチはステアリングコ
ラムの左側にあります。

1. 高さ:上昇

2. 高さ:下降
3. リーチ:遠
4. リーチ:近
コラムコントロールスイッチを (1)と (2)の方向
に動かすと、ステアリングホイールの高さを上
下に調整できます。
コラムコントロールスイッチを (3)と (4)の方向
に動かすと、ステアリングホイールの位置を前
後に調整できます。

注意:「コラムコントロール」スイッチで
は、ステアリングホイールの位置を一度に
一方向にしか調整できません。

コラムコントロールスイッチを使用して、次の
状態になるようにステアリングホイールを調整
します。
• ステアリングホイールを握ったときに、腕

が若干曲がった状態になること。
• 両足を自由に動かすことができること。
• ドライバーディスプレイ上の情報がすべて

はっきりと見えること。

ステアリングホイールの自動調整
電動シートを装着している場合は、シートとミ
ラーの位置を保存したときに電動ステアリング
ホイールの位置も保存されます。「メモリー位
置の保存」(1.26ページ)を参照してください。

警告:ステアリングホイールの移動中はホ
イールやコラムに手を触れないようにして
ください。
注意:「コラムコントロール」スイッチを
操作することで、あらゆる自動調整動作を
キャンセルできます。

乗車/降車快適機能
コンフォートエントリー/イグジットが有効なと
きには、エンジンをオフにして運転席ドアを開
くと、ステアリングホイールとコラムが最も内
側へ（ドライバーから遠ざかる方向へ）移動
し、一番上まで上がった状態になります。
この機能のスイッチのオン/オフ方法は「乗車/
降車快適機能」(4.09ページ)を参照してくださ
い。
ステアリングホイールとコラムは、ステアリン
グコラムの左側にあるコントロールレバーを使
用して直前の位置に戻すことができます。「コ
ンフォートエントリー」(1.27ページ)を参照し
てください。

警告:ステアリングホイールの移動中はホ
イールやコラムに手を触れないようにして
ください。
注意:「コラムコントロール」スイッチを
操作することで、あらゆる自動調整動作を
キャンセルできます。

1.30

運転の前に
ステアリングホイールとステアリングコラム



ホーン

ホーンを操作するには、ステアリングホイール
の中央を押します。

注意:ホーンはイグニッションスイッチが
オフのときでも作動します。
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シートベルト

シートベルトとチャイルドシートは衝突時の衝
撃に対し乗員を拘束し、それによって車内衝突
による負傷やむち打ち症の危険を最小限に抑制
するための最も有効な手段です。

警告:シートベルトは着用していないとき
や誤った着用をしたとき、あるいはシート
ベルトバックルに完全に締結されていない
ときは本来の機能を果たすことができませ
ん。怪我を防止するために、乗員全員が常
に各々のシートベルトを正しく着用するよ
うにしてください。
ベルトは以下の条件を満たすように装着し
てください。

• 骨盤のできる限り低い位置、すなわち腹部
ではなく股関節部にかける。

• 体に密着させる。
• ねじれをなくす。
• 肩の中央部を通る位置にかける。
• ベルトが首と肩の間の鎖骨の中心を通るよ

うにかける。
• 肩ベルトを上方向に引き、ベルトを骨盤部

に密着させる。
乗員が使用しているシートベルトで他の物
体を固定しないでください。
あまり厚手の衣類を着用するのは避けてく
ださい。

鋭い縁や壊れやすい物、特にそれらの物が
乗員の衣類に付いていたりポケットに入っ
ていたりする場合、その部分にはシートベ
ルトをかけないでください。シートベルト
が損傷したり、乗員が負傷したりするおそ
れがあります。
各シートベルトは一度に1人の乗員しか使
用することはできません。
決してお子様を他の乗員の膝に座らせない
でください。
身長1.5m（4フィート11インチ）未満、
または12歳未満のお子様は、適切なチャ
イルドシートにより保護しなければなりま
せん。チャイルドシートはメーカーの取扱
説明書に従って装着してください。現行の
国および地域の法規の特殊要件を参照して
ください。
警告:妊娠中の女性は、母親と胎児の最大
限の安全のためにシートベルトを着用する
必要があります。腰ベルトは腹部の下の腰
の部分に、肩ベルトは胸部中央から腹部側
面を通るようにかけます。ベルトが緩んだ
りねじれたりしていないことを確認してく
ださい。
警告:シートベルトが本来の保護水準を発
揮するのは、シートバックレストを垂直に
近い位置に設定し、乗員が真っ直ぐに座っ
ている場合のみです。

警告:シートベルトやバックルが極端に汚
れたり損傷したりしていると、シートベル
トは正常に機能しません。ベルトラッチが
バックルと完全に締結できることを確認し
てください。
シートベルトに損傷がないか、鋭い縁に当
たっていたり引っかかっていたりしないか
を定期的に点検してください。事故の際に
ベルトが裂け、乗員が怪我を負うおそれが
あります。
ベルトに損傷がある場合や、重い負荷がか
かった場合はシートベルトの点検を依頼し
てください。シートベルトの修理や交換は
必ずマクラーレン代理店に依頼してくださ
い。
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シートベルトの着用

1. 無理のない姿勢で、操作装置類に容易に手
が届くようにシートを調整します。

2. シートベルトラッチを持ち、体の前を通し
ます。その際、ベルトが首と肩の間の鎖骨
の中心を通り、胸部から骨盤に至るように
かけます。

3. ベルトを正しい位置に配置してラッチをバ
ックルに差し込み、カチッと音がして締結
したことが確認できるまで押し込みます。
バックルからラッチを引き、確実にラッチ
がはまり込んでいるか確認してください。

シートベルトテンショナー
シートベルトにはベルトテンショナーが組み込
まれています。ベルトテンショナーは事故の際
にシートベルトに張力をかけ、乗員を強く引っ
張ります。

警告:助手席に乗員がいない場合は、ベル
トラッチを助手席のシートベルトバックル
に差し込まないでください。事故の際にベ
ルトテンショナーが作動する可能性があり
ます。
警告:ベルトテンショナーは誤った着座位
置や間違った装着を補正することはありま
せん。
ベルトテンショナーは乗員をバックレスト
の方向に引き戻しはしません。

ベルトテンショナーは正面衝突または追突が発
生し、車両が急減速または急加速した場合に、
ベルトラッチがシートベルトバックルに締結さ
れていることを条件としてベルトごとに作動し
ます。
ベルトテンショナーが作動するとパンという音
がし、場合によっては少量の煤塵が放出され、
補助拘束装置警告灯が点灯します。

警告:ベルトテンショナーが作動したら（
または、作動したかどうか分からない場合
は）、絶対に車両を運転しないでくださ
い。直ちに最寄りのマクラーレン代理店に
ご相談ください。

ベルトフォースリミッター
シートベルトにはベルトフォースリミッターが
組み込まれています。ベルトフォースリミッタ
ーはフロントエアバッグに同調し、衝撃を受け
た際にベルトにかけられた張力を徐々に解放
し、乗員が受ける力を低減します。
シートベルト警告灯

ドライバーディスプレイのシートベルト警
告灯と警告音が、車両の乗員に対し各々シ

ートベルトを着用するように促します。ドライ
バーと乗員がシートベルトを着用するとシート
ベルト警告灯が消灯し、警告音が止まります。
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補助拘束装置（SRS）

エアバッグシステム
お客様のMcLarenには以下のエアバッグが装備
されています。
• 運転席フロントエアバッグ（ステアリング

ホイール内）
• 助手席フロントエアバッグ（ダッシュボー

ド上部内）
• サイドヘッドエアバッグ（ドア内）

警告:エアバッグが正常に作動するのは、
ステアリングホイール、助手席エアバッグ
カバー、ドアトリムが覆われていない場合
のみです。
警告:エアバッグは正しく着用したシート
ベルトの代用となるものではなく、シート
ベルトが提供する乗員保護の水準を高める
ものです。
警告:万一の事故の際に怪我を負う危険性
を低減するため、以下の事項を遵守してく
ださい。

• ドライバーの胸部からエアバッグカバーま
で、少なくとも25 cm（10インチ）以上
の距離を確保してください。

• 車両が走行中はダッシュボード上にかがみ
込まないでください。

• ダッシュボードに足を乗せないでくださ
い。

• ステアリングホイールはリムの外側を握っ
てください。ステアリングホイールの内側
を握っていると、エアバッグが展開したと
きに怪我を負うおそれがあります。

• 乗員、特にお子様は、車内からドアに寄り
かからないでください。

• 乗員とエアバッグの展開空間の間に他の物
体がないことを確認してください。

• エアバッグは高速で展開するため、エアバ
ッグの膨張によって怪我を負う危険性があ
ります。

エアバッグの交換
警告:マクラーレンでは部品の動作寿命に
よってエアバッグが不作動となることがな
いよう、15年ごとにエアバッグを交換す
ることをお奨めしています。

エアバッグシステムの修正
障害のある方が車両を使用できるようにエアバ
ッグシステムを修正する必要がある場合は、最
寄りのマクラーレン代理店にご相談ください。
マクラーレン代理店に関する詳しい情報は、サ
ービス保証ガイドを参照してください。

フロントエアバッグ

運転席フロントエアバッグ（1）はステアリン
グホイールの正面に展開し、助手席フロントエ
アバッグ（2）はダッシュボードの正面上方に
展開します。
フロントエアバッグは、乗員が頭部および胸部
に怪我を負う危険性をより低減できるとシステ
ムが判断したときに展開します。

注意:助手席フロントエアバッグは、オー
バーヘッドコンソールの「PASSENGER
AIRBAGOFF（助手席エアバッグOFF）」
警告灯が点灯していないときだけ展開しま
す。「乗員分類システム -助手席」 (1.35
ページ)を参照してください。
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サイドヘッドエアバッグ
警告:サイドヘッドエアバッグの展開時に
乗員が怪我を負う危険性を低減するため
に、必ず次の事項をお守りください。

• 乗員とエアバッグの展開空間の間には物を
置かない。

• ドアにアクセサリー等を取り付けない。
• 衣服のポケットに重い物や鋭い物体を入れ

ておかない。
• 乗員、特にお子様は、車内からドアに寄り

かからないでください。

サイドヘッドエアバッグは各ドアパネルの上部
に組み込まれており、車両の衝撃が発生する側
の乗員が頭部に怪我を負う危険性をより低減で
きるとシステムが判断したときに展開します。

注意:助手席側ヘッドエアバッグは、助手
席に乗員がいなければ展開しません。

乗員分類システム -助手席
このシステムはシートベースに内蔵された容量
性重量マットを使用し、同時に助手席シートベ
ルトのシートベルトバックルが締まっているか
を確認することで、助手席の乗員の有無を判定
します。このシステムは、エアバッグが必ず大
人用に展開するようにするために、助手席にチ
ャイルドシートの幼児がいる場合や助手席に誰
もいない場合は、助手席フロントエアバッグを
オフにします。 エアバッグの状態はオーバーヘッドコンソール

の「PASSENGERAIRBAGOFF（助手席エアバッ
グOFF）」警告灯により表示されます。
「PASSENGERAIRBAGOFF（助手席エアバッグ
OFF）」警告灯はイグニッションスイッチをオ
ンにすると点灯し、5秒後に消灯します。
この警告灯は、助手席に乗員がいないときやチ
ャイルドシートが装着されているときは継続点
灯します。

注意:「PASSENGER AIR BAG OFF（助手
席エアバッグOFF）」警告灯は、助手席に
大人の乗員がいない限り常時点灯します。
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「PASSENGERAIRBAGOFF（助手席エアバッグ
OFF）」警告灯が点灯しているときは、助手席
フロントエアバッグは非アクティブになりま
す。助手席側サイドヘッドエアバッグおよびベ
ルトテンショナーは、「PASSENGER AIR BAG
OFF（助手席エアバッグOFF）」警告灯が点灯
していても常にアクティブです。

警告:チャイルドシートを装着しているの
に「PASSENGER AIR BAG OFF（助手席
エアバッグOFF）」警告灯が点灯してい
ない場合は、フロントエアバッグは非アク
ティブにはなっていません。助手席エアバ
ッグが展開した場合、お子様が重大な怪我
を負うおそれがあります。
警告:乗員分類システムが正しく機能する
ように、マクラーレンは座席の下に物を置
かないことをお奨めしています。また、マ
クラーレンは毛布、クッション、あるいは
シートカバー、ヒーター、マッサージ器な
どのアフターマーケット機器などを追加装
備しないことをお奨めしています。これら
のアイテムは、乗員分類システムの性能に
著しく影響します。マクラーレンは、シー
トカバー、ヒーター、マッサージ器などの
アフターマーケット機器の取り付けはしな
いことを推奨しています。
警告:作動中の電子部品または12Vのアク
セサリーソケットに接続されている電子部
品は、絶対に助手席に置かないでくださ
い。乗員分類システムの動作に影響するこ
とがあります。

警告:乗員分類システムに何らかの液体（
雨水を含む）がかかった場合、性能に影響
することがあります。シートに乗員がいな
い場合でも「PASSENGER AIR BAG OFF
（助手席エアバッグOFF）」警告灯が点
灯していないときは、チャイルドシートを
取り付けたり乗員をシートに座らせたりし
ないでください。速やかに最寄りのマクラ
ーレン代理店にご相談ください。
警告:先の尖ったものを助手席に置かない
でください。シートクッションが破裂する
と、乗員分類システムが損傷する恐れがあ
ります。
警告:乗員分類システムが正しく機能する
ように、チャイルドシートシステムの下に
は決して物（クッションなど）を置かない
でください。チャイルドシートのベース全
体が常にシートに接していなければなりま
せん。チャイルドシートを正しく取り付け
ていない場合、万一の事故の際に本来の保
護水準を提供できず怪我の原因になりま
す。

エアバッグの展開
衝突が発生すると、補助拘束装置がエアバッグ
を展開して乗員を保護します。このシステムは
乗員に可能な限り最高の保護を提供するため
に、展開するエアバッグの数や、各エアバッグ
を衝突の激しさに応じてどの程度膨張させるか
を制御します。

このシステムはセンサーを使用して、迅速に衝
突の重大度と車両乗員数を評価します。これら
すべての要素がわかると、システムは必要なエ
アバッグを展開し、インパクトゾーンの膨張圧
を調整して乗員の安全を確保します。
事故後、エアバッグは膨張プロセスの後ほぼ即
座に減圧を開始します。エアバッグを膨張させ
るために使われたガスはエアバッグの通気口か
ら排出され、それによって乗員が衝撃によって
重大な怪我を負う危険性を低減します。
エアバッグは乗員の動きを減速し、制限するこ
とによって、身体への負荷を低減します。ただ
し、エアバッグは正しく装着したシートベルト
に取って代わるものではありません。

警告:エアバッグが展開するとパンという
音がし、少量の微粒子が放出されることが
あります。この騒音はお客様の聴覚に害を
与えることはありません。また、微粒子は
健康上危険なものではなく、火災の発生を
示すものでもありません。この微粒子は、
喘息やその他の呼吸器系の問題がある方の
場合、一時的に呼吸困難を引き起こす可能
性があります。呼吸困難を防止するには速
やかに車外に出るか、ウィンドウを開けて
ください。
警告:エアバッグの展開後は、エアバッグ
の部品が高温になっていますので触れない
でください。エアバッグの交換は、マクラ
ーレン代理店に依頼してください。
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正規外着座（OOP）
お客様のマクラーレンのエアバッグシステム
は、正規外着座（OOP）状態の小さいお子様に
対し的確に動作することを試験で確認済みで
す。OOP状態は衝突によってエアバッグが展開
した際に、小さいお子様がパッセンジャーシー
トの不適切な位置に座っていた場合に発生しま
す。
補助拘束装置（SRS）警告灯

補助拘束装置は、イグニッションスイッチ
がオンでエンジンが動作中のとき、定期的

にセルフテストを実行します。
ドライバーディスプレイの警告灯はイグニッシ
ョンスイッチをオンにすると点灯し、エンジン
が始動してから5秒後に消灯します。

警告:以下のいずれかの事項が発生した場
合は、直ちにマクラーレン代理店にご相談
ください。

• イグニッションスイッチをオンにしても警
告灯が点灯しない

• エンジン始動後5秒が経過しても警告灯が
消灯しない

• エンジン始動後に警告灯が再び点灯する

安全機能
万一事故に巻き込まれた場合、お客様や救急隊
員を支援するために以下の事象が発生します。
• ドアロックの解除
• ハザード警告灯の点灯
• 室内照明の点灯

場合により、燃料システムのスイッチがオフに
なります。

チャイルドパッセンジャー

警告:お子様をチャイルドシートで安全に
固定している場合でも、お子様だけを車内
に残さないでください。お子様が車両の一
部で思わぬ怪我をしたり、ドアを開け、暑
さや寒さに長時間さらされて重傷を負った
り、命にかかわる傷害を受けるおそれがあ
ります。
お子様がドアを開けた場合、それによって
他人に怪我をさせたり、車両から抜け出し
て思わぬ怪我をしたり、通過する車両によ
って怪我をするおそれがあります。
チャイルドシートシステムを直射日光にさ
らしてはなりません。チャイルドシートシ
ステムの金属部品でお子様が火傷をするお
それがあります。
重い物体や堅い物体をしっかりと固定せず
に車内に置かないでください。
積荷を固定しなかったり、不適切な場所に
置いたりすると、急ブレーキや急激な方向
変更あるいは事故の際にお子様が怪我をす
る危険が増大します。

チャイルドシートシステム
マクラーレンは、この車両にチャイルドシート
を装着することはお奨めしませんが、もし使用
する場合は、以下のガイドラインに従ってくだ
さい。
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身長が1.5 m（4フィート11インチ）未満また
は12才未満のお子様を同乗させるときは、そ
の体重に合った適切なチャイルドシートにしっ
かり固定してください。詳細については、マク
ラーレン代理店にお問い合わせください。
現行の国および地域の法規の特殊要件を参照し
てください。

警告:助手席エアバッグが作動している場
合は、チャイルドシートシステムを後ろ向
きに固定しないでください。状態は
「PASSENGER AIR BAG OFF（助手席エ
アバッグOFF）」警告灯に表示されます。

警告:「PASSENGERAIRBAGOFF（助手
席エアバッグOFF）」警告灯が点灯して
いない場合、助手席ではチャイルドシート
システムを後ろ向きに使用してはなりませ
ん。助手席では、チャイルドシートシステ
ムを前向きに使用してください。助手席側
の警告ラベルで確認することができます。
警告:助手席にチャイルドシートを前向き
に取り付ける場合は、助手席を完全に後方
に移動し、高さを最も低い位置にする必要
があります。手動の助手席は高さの調整が
できません。

警告:チャイルドシートシステムを正しく
取り付けていない場合、事故や急ブレーキ
の際にお子様が固定されず、怪我をするお
それがあります。チャイルドシートシステ
ムを取り付けるときは、チャイルドシート
の正しい使用に関するメーカーの指示に従
ってください。

KISI チャイルドシート機能
お客様のマクラーレンには、シートベルトを一
時的にロックしてチャイルドシートを助手席に
しっかりと固定するように設計された、助手席
側のオートマチックロックシートベルト、KISI
システムが装着されています。
1. 助手席側シートベルトを完全に引き出しま

す。KISIシステムは、シートベルトを完全
に引き出さない限り作動しません。
注意:車両を坂道に駐車させている場合、
慣性ロックによりシートベルトが引き出せ
ない場合があります。この状態が生じた場
合は、シートベルトを少し緩めてから、慣
性ロックにかからないように慎重にシート
ベルトを引き出します。

2. チャイルドシートメーカーの説明に従って
シートベルトをチャイルドシートに渡し
て、ベルトラッチをバックルにかみ合わせ
ます。
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3. 下部セクションが固定装置にしっかりと締
め付けされ、上部セクションが収縮できる
ようにベルトを調整します。ベルトが収縮
し、KISIシステムはカチッと音をたてて固
定されます。

4. シートベルトを可能な限り収縮したら、上
部セクションを引っ張ってシートベルトが
ロックされていることを確認します。
注意:シートベルトが完全に収縮すると
KISIシステムは解除され、通常のシートベ
ルトとして装着できます。KISIシステムは
一度ロックを解除すると、次にチャイルド
シートを使用するときにシートベルトを完
全に引き出した状態からあらためてKISI
システムを作動させる必要があります。
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安全性

警告:運転の前に、道路や交通の状況を最
も良く視認できるようにすべてのミラーを
調整してください。

インテリアミラー

インテリアミラーの自動調光機能は自動的に作
動し、手動で解除することはできません。
有効な場合、ライトセンサーが明るい光を検出
すると内部ミラーが自動的に暗くなります。
リバースギアが選択された場合または周囲の光
レベルが高い場合、自動調光機能は無効になり
ます。

外部ミラー

警告:一部の市場では、外部ミラーに凸面
鏡を採用しています。こうしたミラーは視
野が広くなりますが、鏡に映った像の大き
さが小さくなります。これは、対象物が見
かけよりも実際には近くにあることを意味
します。
後続車までの距離を誤認し、事故の原因と
なることを防止するために、車線変更時は
後続車までの実際の距離を確認してくださ
い。

ステアリングホイールとセンターコンソール間
のダッシュボードに外部ミラーの調整つまみが
あります。
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ミラーの調整

1. イグニッションスイッチをオンにします。
2. 左側ミラーを調整する場合は調整つまみを

左（1）に、右側ミラーを調整する場合は
右（2）に回します。

3. 調整つまみを上下左右に動かし、ミラーを
好みの位置に調整します。

外部ミラーを折りたたむ
1. イグニッションスイッチをオンにします。
2. ミラーを折りたたむには、調整つまみを

（3）の位置に回します。
3. ミラーを展開するには、調整つまみを（3

）以外の位置に回します。

注意:スイッチが（3）の位置にあるとき
は、スイッチを動かすまでミラーは折りた
たまれています。

外部ミラーの自動折りたたみ
車両をロックしたときに、外部ミラーが自動的
に折りたたまれるように設定することができま
す。ミラーは車両のロックを解除したときでは
なく、ドアを開けたときに展開されます。「自
動折りたたみミラー」(4.09ページ)を参照して
ください。
リバース時のミラーディップ
ギアをリバースにシフトしたときに、外部ミラ
ーが下向きになるように設定することができま
す。これによって、車両後方の地面を確認でき
ます。「リバースミラーディップ」 (4.10ペー
ジ)を参照してください。
熱線入りミラー
エンジン作動中にリアウィンドウの熱線をオン
にすると、外部ミラーの熱線もオンになりま
す。気温が5℃（41°F）以下になったときも、
これらの熱線がオンになります。
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外部照明

1. ヘッドランプハイビーム
2. ヘッドランプロービーム
3. サイド方向指示器
4. 方向指示器/サイドランプ

クーペ
1. ナンバープレートランプ
2. センターハイマウントストップランプ
3. 方向指示器
4. テールランプ
5. ストップランプ
6. リフレクター
7. リバースランプとリアフォグランプ

注意:追加された中央のハイマウントスト
ップランプはエアブレーキの下側にあり、
エアブレーキがダウンフォースまたは急ブ
レーキ位置に展開されると見えるようにな
ります。

Spider
1. ナンバープレートランプ
2. センターハイマウントストップランプ
3. 方向指示器
4. テールランプ
5. ストップランプ
6. リフレクター
7. リバースランプとリアフォグランプ

注意:追加された中央のハイマウントスト
ップランプはエアブレーキの下側にあり、
エアブレーキがダウンフォースまたは急ブ
レーキ位置に展開されると見えるようにな
ります。
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ランプスイッチ

警告:ランプは霧が発生しても自動的に点
灯することはありません。
オートマチックランプコントロールはあく
までも補助機能であり、車両のランプを点
灯する責任は常にドライバーが負います。

ランプスイッチはステアリングホイールと運転
席ドアの間にあり、以下のポジションがありま
す。

（0）の位置では、ランプはオフです。
つまみを（A）の位置に回すと、オートマチッ
クランプコントロールがオンになります。

つまみを（1）の位置に回すとサイドランプが、
（2）の位置に回すとヘッドランプが点灯しま
す。サイドランプ警告灯がドライバーディスプ
レイに点灯します。
オートマチックランプコントロール
周辺光が所定のレベルより下がると、サイドラ
ンプとロービームヘッドランプが自動的に点灯
します。
オートマチックランプコントロールをオンにす
るには、ランプスイッチを（A）の位置に回し
ます。

注意:ランプスイッチが（A）位置に設定
されているときに車両が雨を検知した場
合、現在の外部ランプの照明レベルに関わ
らず、ロービームヘッドランプが自動的に
点灯します。
注意:ランプスイッチが位置（A）のとき
にリアフォグランプを点灯すると、周囲の
光レベルに関わらず、ロービームヘッドラ
ンプも点灯します。リアフォグランプを消
灯すると、周囲の光の条件に応じて、ロー
ビームヘッドランプも消灯します。

サイドランプ
サイドランプは、ヘッドランプの下側に配され
た一連の発光ダイオードの組み合わせです。
サイドランプ、テールランプ、ナンバープレー
トランプは、ランプスイッチを（1）の位置に
回すと点灯します。

ドライバーディスプレイのサイドランプ通
知灯が点灯します。
注意:周辺光が所定のレベルより下がると、
ロービームヘッドランプも自動的に点灯し
ます。

ロービームヘッドランプ
ヘッドランプをオンにするには、ランプスイッ
チを (2)の位置に回します。

ドライバーディスプレイのロービーム通知
灯が点灯します。
注意:お客様のマクラーレンは、道路の左
側または右側のどちらを走行しても同一の
ロービームヘッドランプ設定が適用されま
す。
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ハイビームヘッドランプ

ハイビームに切り替えるには、ハイビームレバ
ーを奥に押します。

ハイビームヘッドランプ通知灯がドライバ
ーディスプレイに点灯します。

ロービームに戻すには、ハイビームレバーを手
前に引きます。
パッシングランプ
ハイビームレバーを手前いっぱいに引きます。
ハイビームレバーを引いている間だけハイビー
ムヘッドランプが点灯します。

ハイビームヘッドランプ通知灯がドライバ
ーディスプレイに点灯します。

ヘッドランプ

スタティックアダプティブヘッドランプ

スタティックアダプティブヘッドランプは、ヘ
ッドランプを点灯しながら旋回するとき、進行
方向を強く照らします。
高速道路ファンクションライティング
高速道路ファンクションライティングは、車速
が事前設定したしきい値を超える場合に、ヘッ
ドランプ照明を強くします。
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リアフォグランプ

警告:ランプは霧が発生しても自動的に点
灯することはありません。
注意:リアフォグランプが作動するのは、
ランプスイッチが（A）または（2）の位
置にある場合のみです。

ランプスイッチの中央にあるリアフォグランプ
ボタンを押します。

ドライバーディスプレイにあるリアフォグ
ランプ通知灯およびスイッチ内のランプが

両方とも点灯します。

注意:ランプスイッチが位置（A）のとき
にリアフォグランプを点灯すると、周囲の
光レベルに関わらず、ロービームヘッドラ
ンプも点灯します。リアフォグランプを消
灯すると、周囲の光の条件に応じて、ロー
ビームヘッドランプも消灯します。

方向指示器

左方向指示器をオンにするには、方向指示器/ハ
イビームレバーを下（1）に押します。
右方向指示器をオンにするには、方向指示器/ハ
イビームレバーを上（2）に押します。

ドライバーディスプレイにある対応する通
知灯が点滅します。

レバーはステアリングホイールを直進位置に戻
すと、元の位置に戻ります。
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方向指示器 -車線変更
高速道路で車線変更する際には方向指示器/ハイ
ビームレバーを抵抗が感じられる位置まで動か
します。該当する方向指示器が3回点滅しま
す。
照明に関する詳細については「ランプスイッ
チ」 (1.43ページ)を参照してください。

ハザード警告灯

ハザード警告灯はイグニッションスイッチがオ
フの場合も作動します。ハザード警告灯はエア
バッグが展開したときには安全機能として自動
的に点灯します。
ハザード警告灯の操作

1. 「ハザード警告灯」ボタンを押します。
2. すべての方向指示器ランプとドライバーデ

ィスプレイの両方の方向指示器警告灯が点
滅します。

3. ハザード警告灯をオフにするには、再度ハ
ザード警告灯ボタンを押します。

注意:ハザード警告灯が自動的にオンにな
った場合は、「ハザード警告灯」ボタンを
1回押してハザード警告灯をオフにしてく
ださい。

パニックアラーム
パニックアラーム機能は、ホーンの鳴動と方向
指示器ランプの点滅を繰り返すことによって注
意を引くように設計されています。
パニックアラームはハザード警告灯ボタンを3
秒以上押し続けることによって作動させること
ができます。
ホーンはパニックアラームが60秒間作動し続
けると停止しますが、方向指示器ランプは点滅
を続けます。ホーンはハザード警告灯ボタンを
3秒以上押し続けることによって再び作動させ
ることができます。
パニックアラームをオフにするには、「ハザー
ド警告灯」ボタンを短く押します。
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パーキングランプ

注意:パーキングランプはイグニッション
スイッチがオフのときにのみ作動します。

1. パーキングランプをオンにするには、左側
の場合は方向指示器/ハイビームレバーを
下に、右側の場合は上に、抵抗が感じられ
る位置まで押します。車両にロックがかか
ると、選択したパーキングランプが点灯し
ます。

2. パーキングランプをオフにするには、左側
の場合は方向指示器/ハイビームレバーを
下に、右側の場合は上に、抵抗が感じられ
る位置まで押します。すると、選択したパ
ーキングランプがオフになります。

注意:両側のパーキングランプを作動させ
るには、方向指示器/ハイビームレバーを
押し下げてから押し上げます。無効にする
には、方向指示器/ハイビームレバーを再
び押し下げてから押し上げます。
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フロントウィンドウワイパー

1. フロントウィンドウワイパーオフ
2. 自動ワイパー
3. 低速ワイパー
4. 高速ワイパー

注意:雨天時以外はフロントウィンドウワ
イパーを作動させないでください。ワイパ
ーを作動させると、ほこりなどによりワイ
パーブレードやフロントウィンドウに思い
がけない傷が付くことがあります。

フロントウィンドウワイパーの操作
1. イグニッションスイッチがオンになってい

ることを確認してください。
2. ワイパーレバーを必要な位置に移動しま

す。
注意:フロントウィンドウワイパーのスイ
ッチがオンのときに車両が停止すると、フ
ロントウィンドウワイパーは車両が動き出
すまで自動的に間欠ワイパーに切り替わり
ます。

自動ワイパー
インテリアミラーの裏側のフロントウィンドウ
に設置されているレインセンサーがウィンドウ
の水滴量を計測し、最適な速度でワイパーを作
動させます。
自動ワイパーを選択するには、フロントウィン
ドウワイパーレバーを自動ワイパーポジション
(2)に設定します。
ワイパーが拭き取り動作を1回行います。それ
以降の拭き取り頻度は、フロントウィンドウの
濡れ具合によって変わります。
自動ワイパーポジションは、雨模様もしくは降
雨時以外は選択しないでください。
レインセンサーの感度の調整方法については「
ワイパー感度」(4.09ページ)を参照してくださ
い。

低速ワイパー
ワイパーを低速で動作させるには、ワイパーレ
バーを (3)の位置に設定します。
スイッチを切るには、レバーを (1)の位置に設
定します。
高速ワイパー
ワイパーを高速で動作させるには、ワイパーレ
バーを (4)の位置に設定します。
スイッチを切るには、レバーを (1)の位置に設
定します。
シングルワイパー
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1. 低速で1回のみの拭き取りを行うには、ワ
イパーレバーを短く押し下げて離します。
ワイパーが1回低速動作します。ウォッシ
ャーは作動しません。

2. 高速で1回のみの拭き取りを行うには、ワ
イパーレバーを下に押し続けます。レバー
を離すまで、フロントウィンドウワイパー
が連続高速拭き取りを実行します。

フロントウィンドウウォッシャー/ワイパー

ワイパーレバーを手前に引きます。
フロントウィンドウウォッシャー/ワイパーは、
レバーを引いている間動作します。レバーを2
秒以上引くと、ワイパーは高速で動作します。

レバーを離すと、ワイパーはその時点の動作サ
イクルを完了して収納位置に戻ります。一定時
間後に、ワイパーはもう1回動作してフロント
ウィンドウに残ったウォッシャー液を拭き取り
ます。

注意:ウォッシャージェットの位置は車両
製造時に設定されており、調整の必要はあ
りません。不具合が発生した場合は、マク
ラーレン代理店にご相談ください。

ワイパー停止位置:
通常の停止位置に加えて、別の位置が2つあり
ます。
車両がロック、スリープまたはアウェイクモー
ドになっていることを確認します。
ワイパーコントロールレバーを手前に引くと、
ワイパーはレバーを引くたびに次の停止位置に
移動します。
冬季用停止
ワイパーを垂直に停止させて、豪雪時期のワイ
パーワーム損傷のリスクを減らし、積もった雪
を簡単に取り除けるようにします。
サービス停止
ワイパーを斜めに停止させて、ワイパーブレー
ドを交換しやすくします。「ワイパーブレード
の交換」 (6.32ページ)を参照してください。

通常停止
ワイパーをフロントウィンドウの下端に沿って
水平に停止させます。
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車両リフト

注意:ドライバーディスプレイの「車両リ
フト」アイコンが琥珀色になっているか、
車両リフトの故障に関するメッセージがド
ライバーディスプレイに表示されている場
合、システムは使用できません。その場合
は車両を高速で運転せず、速やかにマクラ
ーレン代理店にご連絡ください。

車両リフトシステムには、次のオプションがあ
ります。
• 「車両リフト -上昇」 (1.50ページ)
• 「車両リフト -下降」 (1.51ページ)

車両リフトを使用すると、現在の車高に応じて
車両を上昇/下降させることができます。
車高を上昇させることができるのは、走行速度
が50km/h（31mph）以下のときだけです。60
km/h（37mph）を超えると、車高は自動的に
下降します。

注意:サスペンションは長時間上げた状態
を保つことができますが、時間が経つと緩
んで下がる可能性があります。

車両を長時間上昇したままの位置にしておく
と、次にエンジンを始動したときにシステムが
リセットされ、車両が通常の車高に戻る場合が
あります。

走行中に車両リフトを使用した場合、ステアリ
ングの感覚がわずかに変化する場合がありま
す。これは異常ではなく、車両の動作に影響を
与えるものではありません。

注意:車両リフトは、エンジンが作動して
いる場合にのみ使用可能です。
注意:発進モードがアクティブの場合、車
両リフトは使用できません。
注意:車両リフトの昇降中は、車両のハン
ドリングモードは使用できません。
注意:エンジンがエコスタート-ストップシ
ステムによって停止されている間に車両リ
フトが要求された場合、エンジンは自動的
に再始動します。

車両リフト -上昇
警告:車両リフトをジャッキシステムとし
て使用しないでください。車両リフトを使
用して車両の底部に入ると、重傷を負う可
能性があります。
注意:車両が通常の車高の場合、車両前部
の上昇オプションのみ使用できます。
注意:ステアリングホイールを過度に回す
と、車両リフトの開始が遅れます。
注意:車両を運転する前には、必ずディス
プレイの車両リフトアイコンを確認してく
ださい。

エンジンが作動していないと、車両リフトは作
動しません。車両を通常の運転高から上昇させ
るには、ダッシュボードのボタンを押します。

上昇する音が鳴り、車高の変化を確認する
ことができます。「車両上昇中」というメ

ッセージがドライバーディスプレイに表示さ
れ、車両リフトアイコンが点滅します。
車両の上昇中にエンジンを停止するとシステム
は停止し、エンジンが再始動したときにのみ上
昇を継続します。
上昇から下降に切り替えるには、ダッシュボー
ドのボタンを再度押します。車両が下降し始
め、変更確認を促す情報がドライバーディスプ
レイに表示されます。
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車両が完全に上昇すると、確認音が鳴ります。
「車高上昇完了」というメッセージがドライバ
ーディスプレイに表示され、車両が上昇状態に
ある間は車両リフトアイコンが点灯します。
車両リフト -下降

注意:停止している間に車両を下げるには、
エンジンが作動し、運転席のドアが完全に
閉じていなければなりません。
注意:車両が上昇状態のときは、車両を下
降させるオプションのみ使用できます。
注意:車両の下降中は、車両を高速で運転
しないでください。車両が自動下降し始め
ると、下降を示す音が鳴り、システムをコ
ントロールできる車両リフトメニューがド
ライバーディスプレイに表示されます。
注意:車両を運転する前には、必ずドライ
バーディスプレイの車両リフトアイコンを
確認してください。

車両を上昇した上昇位置から下降させるには、
ダッシュボードのボタンを押します。

下降する音が鳴り、車高の変化を確認する
ことができます。「車両下降中」というメ

ッセージがドライバーディスプレイに表示さ
れ、画面の「車両リフト」アイコンが点滅しま
す。
下降から上昇に切り替えるには、ダッシュボー
ドのボタンを再度押します。車両が上昇し始
め、変更確認を促す情報がドライバーディスプ
レイに表示されます。
車両が下降すると、確認音が鳴ります。「車高
標準」というメッセージがドライバーディスプ
レイに表示され、車両リフトアイコンが消えま
す。
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車両の電気的状態

この車は以下に説明する基準に応じて、つぎの
状態のうちひとつを発動します。

注意:ロック状態を除き、以下のどの状態
からでもエンジンを始動することができま
す。車両がスリープモードにあるときは、
「START/STOP（始動/停止）」ボタンを
2秒以上押す必要があります。
注意:車両はバッテリーの残量が少なくな
っていることを検知すると、エネルギーを
節約するためにアウェイクモードになりま
す。イグニッションの使用は停止されます
が、クランキングは行うことができます。
これは、エンジンを始動してバッテリーの
充電を開始できるようにするためです。

ロック
ローパワーモードにロックされます。
スリープ
ローパワーモードになりますが、ロックはされ
ません。
アウェイク
スリープモードの状態でドアを開けるか
「START/STOP（始動/停止）」ボタンを押す
と、この状態になります。

時刻、オドメーター、バッテリーの状態とフュ
ーエルゲージはドライバーディスプレイで確認
できます。
60秒間操作を行わないとスリープモードに戻り
ます。
イグニッション
アウェイクモードのときに「START/STOP（始
動/停止）」ボタンを押すとこの状態になりま
す。
ウィンドウとヒーター/エアコン調節ダイヤルが
操作できるようになります。ドライバーディス
プレイメニューとマクラーレンインフォテイメ
ントシステム（MIS）で利用できます。

注意:イグニッションオンの状態にはタイ
ムアウトはありません。バッテリーが上が
る可能性があるので注意してください。

クランキング
「エンジンの始動/停止」 (2.08ページ)を参照
してください。
パワーセービングモード
非常にまれな状況下で、車両が十分な電圧を供
給することができない場合、パワーセービング
モードが有効になります。

警告:パワーセービングモードが有効な場
合、温度調節およびステアリングは低減効
果で動作します。

注意:パワーセービングモードが有効な場
合、「バッテリー管理有効-オーナーズマ
ニュアル参照」というメッセージがドライ
バーディスプレイに表示されます。

駐車日数

車両がアウェイクモードのときは、「駐車日
数」の残りがドライバーディスプレイに表示さ
れます。これはエンジンを始動したり、バッテ
リーチャージャーに接続せずにバッテリーが放
電するまで車両を駐車できる日数を示します。
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イグニッションのスイッチをオンにする

1. リモコンキーが車内にあることを確認して
ください。

2. エンジンを始動せずにイグニッションスイ
ッチをオンにするには、ブレーキペダルを
踏まずに「START/STOP（始動/停止）」
ボタンを押します。
注意:車両がアウェイクモードのときは、
ブレーキペダルを解放して「START/STOP
（始動/停止）」ボタンを2回押します。

3. イグニッションスイッチがオンになり、油
温計、水温計、燃料計が作動し、セルフテ
ストのためにいくつかの警告灯が点灯しま
す。ドライバーディスプレイが完全に点灯
します。

インストルメントと警告灯

警告灯は点灯時の色によって分類されます。
• 赤またはアンバー色の警告灯-故障が検知

されたことを示します。赤ランプによって
表示された故障は、アンバー色による表示
よりも重要度の高い故障です。

• 青または緑色の通知灯-システムや機能の
電源がオンになり動作中であることを示し
ます。

警告灯

「タイヤ空気圧監視システム（TPMS
）」 (2.34ページ)

「シートベルト」 (1.32ページ)

「リアフォグランプ」 (1.45ページ)

「補助拘束装置（SRS）」(1.34ページ)

「エレクトロニックスタビリティコン
トロール（ESC）」 (2.28ページ)

「走行」 (2.10ページ)
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「アンチロックブレーキシステム（ABS
）」 (2.26ページ)

「ブレーキペダル」 (2.08ページ)
「パーキングブレーキ」 (2.06ページ)

オイル圧低下警告灯。点灯した場合は、
安全に速やかに車両を停止し、直ちに
マクラーレン代理店にご連絡ください。

エンジンクーラント過熱警告灯。点灯
した場合は、安全に速やかに車両を停
止し、直ちにマクラーレン代理店にご
連絡ください。

バッテリー充電切れ警告灯。点灯した
場合は、安全に速やかに車両を停止し、
直ちにマクラーレン代理店にご連絡く
ださい。

エレクトロニックスタビリティコント
ロールシステム故障警告灯。点灯した
場合は、故障の状態に合わせた運転を
行ってください。マクラーレン代理店
にお問い合わせください。

燃料残量低下警告灯。点灯した場合は、
できるだけ早く給油してください。「
燃料の給油」 (2.45ページ)を参照して
ください。

一般障害警告灯。これが点灯すると、
ドライバーディスプレイにメッセージ
が表示されます。安全に速やかに車両
を停止し、直ちにマクラーレン代理店
にご連絡ください。

一般障害注意灯。これが点灯すると、
ドライバーディスプレイにメッセージ
が表示されます。安全に速やかに車両
を停止し、直ちにマクラーレン代理店
にご連絡ください。

通知灯

「方向指示器」 (1.45ページ)

「ハイビームヘッドランプ」(1.44ペー
ジ)

「ランプスイッチ」 (1.43ページ)

「ランプスイッチ」 (1.43ページ)

「方向指示器」 (1.45ページ)
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ドライバーディスプレイの概要

1. 「タコメーター」 (3.02ページ)
2. 「スピードメーター」 (3.03ページ)

ドライバーディスプレイ -左側

ドライバーディスプレイには、ドライバーにと
って重要な情報が表示され、表示情報は、選択
されているモードや車両の設定に応じて変化し
ます。
1. 「ハンドリングコントロール」 (2.21ペー

ジ)
2. 外気温度

メニューはコントロールレバーを使って操作し
ます。
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ドライバーディスプレイ -右側

1. 「水温」 (3.18ページ)
2. 「オイル温度」 (3.17ページ)
3. 「燃料残量および範囲」 (3.18ページ)
4. 「パワートレインコントロール」 (2.22

ページ)
5. 時間

シームレスシフトギアボックスのギア位置

ギアボックスはフルオートマチックまたはマニ
ュアルモードで動作します。ドライバーがマニ
ュアルモードを選択しない限りオートマチック
モードが選択されます。「ギア位置」(2.17ペー
ジ)および「マニュアル/オートマチックモード」
(2.18ページ)を参照してください。マニュアル
モードがアクティブのときは、ギアチェンジは
ギアシフトパドルを用いて行います。「ギアシ
フトパドル」 (2.20ページ)を参照してくださ
い。

パーキングブレーキ

注意:急な下り坂の斜面に駐車する場合は、
フロントホイールを縁石の方向に向けま
す。急な上り坂の斜面に駐車する場合は、
フロントホイールを縁石の反対方向に向け
ます。

パーキングブレーキの状態
パーキングブレーキ作動表示灯が点滅して
いるときは、パーキングブレーキの作動/

解除がされなかったことを意味します。この問
題を解決するには、再度パーキングブレーキの
作動/解除操作を行ってください。「パーキング
ブレーキの操作」(2.07ページ)を参照してくだ
さい。
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パーキングブレーキの操作

パーキングブレーキを作動させるには、スイッ
チを外側に引きます。これで、ドライバーディ
スプレイの赤色パーキングブレーキ作動ステー
タスランプが点灯します。

注意:車両のパーキングブレーキは電子式
であり、パーキングブレーキをかけたり外
したりするときはスイッチを軽い力で切り
替えるだけです。

パーキングブレーキを解除するには、ブレーキ
ペダルを踏み込んだままパーキングブレーキス
イッチを内側に押し込みます。これで、ドライ
バーディスプレイの赤色パーキングブレーキ作
動ステータスランプが消灯します。

警告:パーキングブレーキを手動で解除し
た場合、車両が動き出すことがあります。
注意:パーキングブレーキが手動で解除さ
れない場合、前進および後退ギアを入れて
車両を走行させると、以下の条件が満たさ
れた場合に限り、自動的に解除されます。

• 運転席ドアが閉じられている
• 運転席シートベルトが締結されている

注意:パーキングブレーキを手動でかけな
かった場合、エンジンを切れば自動的に作
動します。
注意:パーキングブレーキはイグニッショ
ンがオンになっていないと解除できませ
ん。パーキングブレーキは、車両がスリー
プモードのときを含め、イグニッションの
状態にかかわらず作動させることができま
す。
注意:車両走行中にフットブレーキが完全
に故障した場合でも、パーキングブレーキ
をかけることにより減速することができま
す。
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ブレーキペダル

警告:運転席のフットウェルには物を置か
ないでください。フロアマットやカーペッ
トが適切に固定されており、ペダル操作の
妨げにならないことを確認してください。
ペダルの間に物が挟まった場合、ブレーキ
やアクセルの操作ができず事故につながる
おそれがあります。
警告:ブレーキシステムはエンジンが回転
している間はサーボアシストが働いていま
す。ブレーキはエンジンを停止しても機能
しますが、強い力でペダルを踏まないとブ
レーキが利きません。
警告:ブレーキペダルに足を乗せたまま走
行しないでください。足を乗せているとブ
レーキがオーバーヒートして制動力が低下
し、事故につながるおそれがあります。
警告:走行中にブレーキ警告灯が点灯した
場合は、安全に速やかに停車し、直ちにマ
クラーレン代理店にご連絡ください。

ブレーキディスクおよびパッド
警告:ブレーキパッドを新品に交換した場
合は、なじむまで一定の時間がかかりま
す。交換後1,000 km（625マイル）まで
は急ブレーキが必要になるような走行は避
けてください。

ブレーキディスクおよびパッドの摩耗は、運転
スタイルや走行条件によって変わります。

ブレーキ警告灯
ブレーキ警告灯はイグニッションスイッチ
をオンにするとシステムテストとして点灯

します。それ以外のときにブレーキ警告灯が点
灯した場合は故障を示します。安全に速やかに
車両を停止し、直ちにマクラーレン代理店にご
連絡ください。

エンジンの始動/停止

警告:閉ざされた空間に車両があるとき
は、決してエンジンをかけないでくださ
い。排気ガスには有害な一酸化炭素が含ま
れています。排気ガスを吸い込むと意識を
失い死に至るおそれがあります。
注意:エンジンの始動時にアクセルペダル
を踏み込まないでください。

エンジンの始動
1. リモコンキーが車内にあることを確認しま

す。
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2. ブレーキペダルを踏み、「START/STOP（
始動/停止）」ボタンを押して放すとエン
ジンが始動します。

3. エンジンがクランキング中に再度「START/
STOP（始動/停止）」ボタンを押すとクラ
ンキングが停止します。

エンジンの停止
1. ブレーキペダルを踏みます。
2. ニュートラルを選択します。

3. 「START/STOP（始動/停止）」ボタンを
押します。エンジンが停止し、車両はアウ
ェイクモードになります。「車両の電気的
状態」(2.02ページ)を参照してください。
イモビライザーがアクティブになります。
注意:エンジンが停止すると、パーキング
ブレーキは自動的にかかります。自動パー
キングブレーキは、運転席ドアを開けたま
まパーキングブレーキスイッチをオフの位
置で押し続けると無効にすることができま
す。

エコスタート-ストップシステム
このシステムは燃料消費と排気ガス排出量の削
減が可能になる条件の場合、自動的にエンジン
を停止し、必要に応じて再び始動させます。
自動的にエンジンを停止させるには、システム
が次の条件を満たしている必要があります:
• ドライバーの存在を検出していること
• 走行速度が前回の停止から10 km/h（6

mph）を超えていること
• エンジンが標準動作温度であること
• 車両バッテリーがフル充電されていること
• エアコンの要求が高すぎないこと
• コンフォートパワートレインモードが有効

であること

システムの操作

極低速では、ステータスアイコンがドライバー
ディスプレイに表示されます。
条件を満たしていない場合、アイコンはオレン
ジ色に点灯し、システムは使用できません。
すべての条件が満たされ、システムが使用可能
な場合、アイコンは緑色に点灯します。
ブレーキペダルが踏み込まれた場合、システム
は自動的にエンジンを停止し、車両は減速して
完全に停止します。
「ENGINESTOPPED（エンジン停止）」という
メッセージがドライバーディスプレイに表示さ
れます。
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ブレーキペダルが解放される、またはエンジン
の再始動が必要な状態が検出されると、エンジ
ンは自動的に再始動します。

注意:エンジン停止中にパーキングブレー
キがかかっている場合、ブレーキペダルを
解放しても、エンジンは再始動しません。
ブレーキペダルを踏み込み、パーキングブ
レーキの解除後、ブレーキペダルを解放し
てオートマチックリスタートを実行しま
す。
注意:エンジンは電気、エアコンまたはそ
の他の車両需要を維持するためにブレーキ
ペダルが解放される前に、自動的に再始動
することができます。

停止

「エコスタート-ストップオフ」ボタンを押し
て、システムを停止させます。ボタンのランプ
が点灯し、ドライバーディスプレイのステータ
スランプが消灯します。
システムを起動するには、もう一度ボタンを押
します。

注意:エンジンが自動的に停止していると
きに「エコスタート-ストップオフ」ボタ
ンが押された場合、エンジンは再始動しま
す。
注意:システムが停止していてもイグニッ
ションをオンにすると、デフォルトで起動
します。

走行

発進
警告:運転中は決してエンジンを停止しな
いでください。ステアリングやフットブレ
ーキのアシスト機能が働かなくなります。
ステアリングやブレーキの操作に大きな力
が必要になるため、車両がコントロール不
能になり事故につながるおそれがありま
す。
注意:エンジンが標準運転温度になるまで
はエンジン回転数をあまり上げないように
走行してください。
注意:車速が約15 km/h（9mph）に達す
るとドアがロックされます。オートロック
はセンターディスプレイで設定できます。
「自動ドアロック」 (4.13ページ)を参照
してください。
注意:駐車の際に切り返し操作が多い場合、
ステアリングアシストは少し硬めに感じる
かもしれません。これは正常であって、オ
ーバーヒートからステアリングシステムを
保護するためです。
注意:冷機状態から始動した場合、エンジ
ンアイドリングの回転数が上昇し、ギアチ
ェンジが行われる回転数が暖機時よりも高
くなる可能性があります。触媒コンバータ
ーが短時間で作動温度に達し、エンジン排
出ガスを低減します。
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1. エンジンが動作中にブレーキペダルを踏み
続けます。

2. ドライブギアまたはリバースギアを選択す
るか、ギアシフトパドルを用いてシフトア
ップを行います。詳しい説明は「ギアシフ
トパドル」 (2.20ページ)および「ギア位
置」 (2.17ページ)を参照してください。

3. ブレーキペダルを踏んだまま、パーキング
ブレーキスイッチを解除します。ドライバ
ーディスプレイの赤色ステータスランプが
消灯します。
警告:パーキングブレーキを手動で解除し
た場合、車両が動き出すことがあります。
注意:パーキングブレーキが手動で解除さ
れない場合、前進および後退ギアを入れて
車両を走行させると、以下の条件が満たさ
れた場合に限り、自動的に解除されます。
• すべてのドアを閉めている
• 運転席シートベルトが締結されてい

る
4. アクセルペダルを慎重に踏み込みます。

エンジン警告灯
エンジン警告灯はイグニッションスイッチ
をオンにすると点灯し、故障がなければエ

ンジンを始動するとすぐに消灯します。

走行中にこの警告灯が点灯した場合はエンジン
マネージメントの故障が検出され、エンジン性
能が低下している可能性があります。安全に速
やかに車両を停止し、直ちにマクラーレン代理
店にご連絡ください。
フェイルセーフモード
車両またはシステム性能を制限しないと車両に
それ以上の損傷が生じる可能性のある不具合を
車両システムが検知すると、フェイルセーフモ
ードが自動的に作動します。このモードで運転
する場合は注意が必要です。直ちにマクラーレ
ン代理店にご相談ください。
経済走行
燃費を改善するには、以下のことに気をつけて
ください。
• 停止した状態から走行を開始するときはゆ

っくりと、滑らかに加速してください。
• マニュアルモードではできる限り早めにシ

フトアップし、エンジンが高回転になるの
を避けてください。

シフトアップで最大限の省燃費性能
を維持できるときは、ギアシフトイ
ンジケーター（GSI）が点灯します。

注意:市場によっては利用可能でない場合
があるので、マクラーレン代理店にご相談
ください。

• エンジンに高い負荷をかけたり極端に高回
転にするのを避けてください。

• 不要時はエアコンのスイッチを切ってくだ
さい。

• 渋滞しやすい場所の走行は避けてくださ
い。

• 全体的な道路や交通状況に合った運転スタ
イルを身につけてください。アクセルやブ
レーキをゆっくりと、滑らかに操作できる
ように時間に余裕を持たせてください。
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マクラーレン・コントロール・ランチャー
（MCL）

マクラーレン・コントロール・ランチャー（MCL
）機能を使用して、次の4つの車両機能の構成
を保存および復元できます。
• パワートレインモードについては、「パワ

ートレインコントロール」(2.22ページ)を
参照してください

• ハンドリングモードについては、「ハンド
リングコントロール」(2.21ページ)を参照
してください

• トランスミッションモードについては、「
マニュアル/オートマチックモード」(2.18
ページ)を参照してください

• エアロモードについては、「エアブレー
キ」 (2.31ページ)を参照してください

車両構成の保存
1. 車両の機能を望ましい設定に構成します。
2. エンジンが作動している状態で、MCLボタ

ンを3秒間押し続けます。
3. 設定が正常に保存されると、ボタンが3秒

間点灯し、チャイムが鳴り、「Setupsaved
（設定が保存されました）」とドライバー
ディスプレイに表示されます。

4. 設定の保存に失敗すると、ボタンが3回点
滅し、チャイムが鳴り、「Setupnotsaved,
try again later（設定が保存されていませ
ん。後でやり直してみてください）」とい
うメッセージがドライバーディスプレイに
表示されます。

保存された車両構成の復元
1. エンジンが作動している状態で、MCLボタ

ンを押します。
注意:最初にMCLボタンを押した直後にも
う一度MCLボタンを押すと、処理がキャン
セルされます。車両機能は以前の構成に戻
ります。

2. 保存された4つの車両構成がすべて正常に
復元されると、ボタンが点灯し、チャイム
が鳴り、ドライバーディスプレイが（必要
に応じて）以前に保存したモードに再構成
されます。
注意:MCLボタンは、4つの車両構成のいず
れかが変更されるか、MCLボタンを押すま
で点灯したままになります。

3. 保存されたすべての車両構成を復元できな
い場合は、ボタンが3回点滅し、ドライバ
ーディスプレイにメッセージが表示され、
利用可能な機能のみが復元されます。

4. 以前に車両構成が保存されていない場合
は、ボタンが3回点滅し、チャイムが鳴
り、4つの機能すべてが初期構成に戻りま
す。「車両構成の保存」 (2.12ページ)と
「初期車両構成の復元」 (2.13ページ)を
参照してください。

2.12

運転操作装置
始動および走行



初期車両構成の復元

1. エンジンが作動している状態で、MCLボタ
ンとハンドリングダウンパドルを3秒間押
し続けます。

2. ボタンが点灯し、チャイムが鳴り、確認の
ために「Default restored（初期設定が復
元されました）」とドライバーディスプレ
イに表示されます。ドライバーディスプレ
イが（必要に応じて）初期設定モードに再
構成されます。

車両は、以下の初期設定に構成されます。
• スポーツパワートレインモード
• スポーツハンドリングモード

• マニュアルトランスミッションモード
• アクティブエアロモード

排気ガス温度監視

車両は常時、排気ガス温度を監視し、触媒コン
バーターに過熱により生じる損傷が起こらない
ようにしています。
過剰な排気ガス温度が検出されると、ドライバ
ーディスプレイに警告が表示されます。
このメッセージを確認したら、直ちに車両の速
度を落としてください。高いエンジン回転数と
高いエンジン負荷（フルスロットル）を伴う車
両操作を中断し、排気ガスの温度が下がるのを
待ってください。このメッセージは温度が下が
るまで点灯を続けます。
排気ガス温度が過剰なレベルのまま下がらない
と、別の警告が表示され、フェイルセーフモー
ドが起動します。車両を再度始動するまで、エ
ンジン性能が制限されます。

注意:触媒コンバーターの過熱警告は、通
常の走行中に表示されることはほとんどな
く、極端な運転条件の結果起こります。高
い排気ガス温度は例えば、長時間のサーキ
ット走行、長時間高回転を維持し続けるこ
と、スロットル操作を急激に何度も変化さ
せることなどによって引き起こされること
があります。
注意:高い排気ガス温度は触媒コンバータ
ーに損傷を引き起こす可能性があるので、
慎重な運転を行うことで避けなければなり
ません。
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警告が引き続き表示される場合はマクラーレン
代理店にご連絡ください。

パーキングセンサー

パーキングセンサーは、低速での運転操作時に
障害物があるとドライバーに警告します。この
システムはフロントバンパー内の4個の超音波
センサー、リアバンパー内の4個の超音波セン
サーおよび2個の音響器で構成されています。
各音響器はピッチが異なり、障害物が車両のフ
ロント側にあるのかリア側にあるのかを判別で
きます。

エンジン作動中にドライブが選択されている場
合、フロントパーキングセンサーは自動的にオ
ンになります。リアパーキングセンサーは、リ
バースギアを選択すると自動的に作動します。
パーキングセンサーボタンの周囲のランプがア
ンバー色で点灯する場合、パーキングセンサー
が作動していることを示します。
フロントパーキングセンサーは、車両のギアが
ニュートラルに入っており、システムを手動で
オンにした場合に、有効にできます。
フロントバンパーの中央のセンサーの検知範囲
は、約1m（3フィート）です。リアバンパー
の中央のセンサーの検知範囲は、約1.5 m（5
フィート）です。
検知範囲内に障害物があると、断続的なトーン
が鳴ります。車両が障害物に近づくと、トーン
の周期が短くなります。センサーから障害物ま
での距離が約40 cm（1フィート6インチ）以
下になると、トーンが連続音になります。

警告:パーキングセンサーは、子供や動物
などの動く物は至近距離まで近づかないと
検知することができません。常に警戒を怠
らず、必ずミラーを使用し、振り向いて後
方を確認しながら操作を行ってください。
注意:パーキングセンサーはあくまでも目
安に過ぎず、運転の際にドライバーが障害
物を目視確認する代わりとなるものではあ
りません。パーキングセンサーは細い柱
や、縁石などの地表近くの小さい障害物な
ど、一部の障害物は検知できません。
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リアパーキングセンサーはリバースギア以外に
シフトすると自動的にスイッチがオフになりま
す。車速が26km/h（16mph）を超えてドライ
ブが選択されている場合、フロントパーキング
センサーは自動的にオフになります。ボタンの
中央を押して、パーキングセンサーを手動で起
動している場合、車速が20km/h（12mph）に
減速されると、フロントパーキングセンサーが
再び起動されます。
パーキングセンサーは、ボタンの真ん中を押し
続けることで、手動でオフにできます。また走
行中かニュートラル状態のときにボタンの中央
を押すと、パーキングセンサーの近接ビューが
センターインフォテイメントタッチスクリーン
に表示されない設定にできます。リバースギア
が選択されている場合、パーキングセンサーを
手動でオフにすることはできません。手動でオ
フにすると、ボタンの周りのライトが消灯しま
す。
システムを手動でオフにしても、リバースギア
を選択するとフロントとリアのセンサーがオン
になり、もう一度ドライブまたはニュートラル
を選択するまで解除されません。
故障が見つかると、システムが無効になり、折
り畳み式ドライバーディスプレイにメッセージ
が表示され、パーキングセンサーボタンのラン
プが点滅します。センサーに泥や氷、雪などが
付着している場合は取り除いてください。問題
が解決しない場合はマクラーレン代理店にご連
絡ください。

リアビューカメラ（RVC）

リアビューカメラ（RVC）は、リアバンパーの
中央に取り付けられています。機能をアクティ
ブにすると、ライブビデオ画像がドライバーデ
ィスプレイに表示されます。

注意:ビデオ画像がぼやけていたり不鮮明
な場合は、水で湿らせた柔らかい布でレン
ズを慎重に清掃してください。

ライブビデオ画像には、色付きのグリッドが表
示されます。このグリッドは車両後部と障害物
の距離を測るためのガイドとして使用できま
す。

注意:リアビューカメラはあくまでも目安
に過ぎず、運転の際にドライバーが障害物
を目視確認する代わりとなるものではあり
ません。リアビューカメラは、周辺光や気
象条件によっては一部の障害物を表示しな
い場合があります。

RVCは、リバースギアを選択すると自動的にア
クティブになり、前進ギアを選択してから10
秒後に自動的にオフになります。また、前進車
速が10 km/h（6mph）を超えると直ちにオフ
になります。
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360パーキングアシスト

360パーキングアシストカメラは各外部ミラー
の下側、フロントバンパーおよびリアバンパー
の中央に取り付けられています。
360パーキングアシストは、車両の周囲360度
ビューのライブビデオをセンターインフォテイ
メントタッチスクリーンに表示します。

1. 360度ビデオのみのビュー。
2. 360度ビデオとパーキングセンサーを組み

合わせたビュー。
3. パーキングセンサーのみのビュー。
4. メインビュー（1）または（2）に加えて

表示される右側カメラの詳細ビュー。
5. メインビュー（1）または（2）に加えて

表示される左側カメラの詳細ビュー。
6. メインビュー（1）または（2）に加えて

表示されるフロントカメラの詳細ビュー。
注意:ビデオ画像がぼやけていたり不鮮明
な場合は、水で湿らせた柔らかい布でカメ
ラのレンズを慎重に清掃してください。

360パーキングアシストは、リバースギアを選
択すると作動します。パーキングセンサーボタ
ンの周囲のランプがアンバー色で点灯する場
合、360パーキングアシストとパーキングセン
サーが作動していることを示します。
360パーキングアシストのビジュアルディスプ
レイは、パーキングセンサーボタンを短く押す
ことでオンとオフを手動で切り替えることがで
きます。ボタンを長押しすると、システムと4
つのフロントパーキングセンサーがオフになり
ます。オフにすると、ボタンの周りのライトが
消灯します。

注意:外部ミラーが格納されている場合、
またはドアが開いている場合、360パーキ
ングアシストは有効にならず、センターイ
ンフォテイメントタッチスクリーンのオプ
ションはグレー表示されます。
注意: 360パーキングアシストはあくまで
も目安に過ぎず、運転の際にドライバーが
障害物を目視確認する代わりとなるもので
はありません。

360パーキングアシストを手動で無効にすると、
リバースギアを選択したときに再びオンにな
り、ドライブまたはニュートラルを再度選択す
るまでオンのままになります。また、パーキン
グセンサーボタンを短く押しても再びオンにす
ることができます。
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概要

ギアボックスは7速デュアルクラッチシームレ
スシフトギアボックスを採用し、オートマチッ
クまたはマニュアルモードで動作します。
ドライバーがマニュアルモードを選択しない限
りオートマチックモードが選択されます。「マ
ニュアル/オートマチックモード」(2.18ページ)
を参照してください。
オートマチックモードでは、ギアボックスは次
の条件に基づき最も適切なギアを選択し、ドラ
イバーの運転スタイルに合わせてシフトポイン
トを自動的に最適化します。
• 「パワートレインコントロール」 (2.22

ページ).
• 「アクセルペダル位置」 (2.18ページ).
• 車速。
• ブレーキ踏力。

注意:エンジンやギアボックスが暖まるま
では、高回転走行や高負荷走行は行わない
でください。
滑りやすい路面を走行する際にリアホイー
ルを長時間スピンさせないでください。ド
ライブトレーンが損傷するおそれがありま
す。

ギア位置

ギア位置ボタンのいずれかを押してください。
注意:ドライブ、ニュートラル、リバース
のうちどれが選択されているかを示すた
め、ボタンの文字が赤く点灯します。

ドライブ
7速前進ギアをすべて利用できます。マニ
ュアルモードが選択されていない限り、ギ

アチェンジはオートマチックになります。
ドライブを選択してブレーキを放すと、車両は
アクセルペダルを踏まなくてもゆっくりと動き
始めます。これにより、駐車時や渋滞時の運転
操作が楽になります。

ニュートラル
ギアはかみ合っていません。ブレーキを放
すと、車両を押したり、けん引したり自由

に動かすことができます。ニュートラルの詳し
い使用法は「回収のためのけん引」 (6.44ペー
ジ)を参照してください。
ニュートラルはどの速度でも「N」ボタンを押
すことで選択できます。「D」ボタンを押すか、
ギアシフトパドルを用いてシフトを開始し、車
速に適切なギアを選択します。
リバース

通常は、車両が静止している状態でリバー
スギアを選択します。駐車操作時にドライ

ブからリバースにすばやく変更し、再びドライ
ブに戻すといった操作を繰り返し行う必要があ
る場合、10 km/h（6mph）以下の速度であれ
ば走行したままリバースまたはドライブにギア
チェンジすることができます。

注意:速度が10 km/h（6mph）以上のと
きにリバースまたはドライブにチェンジし
た場合、トランスミッションはセルフプロ
テクション機能によりニュートラルに入り
ます。
10 km/h（6mph）以下の速度で走行中
は、「N」ボタンを押すことによってニュ
ートラルを選択できます。
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リバースを選択してブレーキを放すと、車
両はアクセルペダルを踏まなくてもゆっく
りと動き始めます。これにより、駐車時の
運転操作を楽に行うことができます。

選択したギア（マニュアルモード）またはギア
位置（オートマチックモード）が折り畳み式ド
ライバーディスプレイに表示されます。

注意:システムに通信障害が発生した場合
は、ギア位置は表示されません。障害を通
知するために、折り畳み式ドライバーディ
スプレイに警告メッセージが表示されま
す。

アクセルペダル位置

ドライバーの運転スタイルに応じ、シームレス
シフトギアボックスのギアチェンジのパターン
が変わります。
アクセルペダルを軽く踏むドライバーの場合
は、低めのエンジン回転数でシフトアップが行
われます。アクセルペダルを強く踏むドライバ
ーの場合は、高いエンジン回転数でシフトアッ
プが行われます。
キックダウン
キックダウンは自動モードの場合、迅速な加速
を達成するよう設計されています。
抵抗が感じられる点からさらにアクセルペダル
をいっぱいに踏み込むと、ペダルがカチッとな
るのが感じられます。ギアボックスが即座に選
択可能な最低ギアにシフトダウンし、最大加速
が行われます。ペダルから力を抜くとキックダ
ウンが終了し、通常のギアチェンジパターンに
戻ります。

注意:ペダルを緩く踏んだ場合でも、車速
によってはギアボックスがシフトダウンす
ることがあります。

マニュアル/オートマチックモード

マニュアルモードを選択するには、「マニュア
ル」ボタンを押します。
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ギアボックスモードインジケーターには、Mと
現在選択されているギアが表示されます。すべ
ての前進ギアチェンジは、ギアシフトパドルを
使用して行います。「ギアシフトパドル」(2.20
ページ)を参照してください。
お好みのギアボックスの構成を保存および復元
できます。「マクラーレン・コントロール・ラ
ンチャー（MCL）」 (2.12ページ)を参照してく
ださい。
ギアシフトモード（PSC）はインジケーターで、
最適な性能を維持するためにシフトアップが必
要になると音を鳴らして知らせます。
設定オプションについては「パフォーマンス」
(4.10ページ)を参照してください。

マニュアルモードで省燃費走行時には、シフト
アップを行うことで最適な省燃費性能が維持で
きる場合にギアシフトインジケーター（GSI）
が点灯します。要求される加速または原則がよ
り高いギアに合わない場合は、GSIは点灯しま
せん。「経済走行」(2.11ページ)を参照してく
ださい。

注意:市場によっては利用可能でない場合
があるので、マクラーレン代理店にご相談
ください。

再度「MANUAL（マニュアル）」ボタンを押す
とオートマチックモードに戻ります。

ギアボックスモードインジケーターにAと表示
されます。ギアチェンジはすべて自動的に行わ
れますが、ギアシフトパドルを操作するとギア
ボックスは一時的にマニュアルモードになりま
す。このモードは、ドライバーが8秒以内にマ
ニュアルギアチェンジを続けている間アクティ
ブになります。ギアボックスモードインジケー
ターにA/Mと表示されます。「ギア位置インジ
ケーター」(3.16ページ)を参照してください。

注意:マニュアルギアチェンジを行わずに
8秒間が経過すると、ギアボックスはオー
トマチックモードに戻ります。
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ギアシフトパドル

シフトアップするには、右パドルを手前に引き
ます。シフトダウンするには、左パドルを手前
に引きます。現在のギア位置がギア位置ディス
プレイに表示されます。「ギア位置インジケー
ター」 (3.16ページ)を参照してください。

注意:一体型パドルとセンターピボット構
造により、どちらのパドルを使用してもシ
フトアップ、シフトダウンができます。
上述の方法以外にも、左パドルを押すこと
によってシフトアップ、右パドルを押すこ
とによってシフトダウンすることができま
す。

ギアシフトパドルは選択したハンドリングおよ
びパワートレインモードに関係なく動作しま
す。また、ギアチェンジの際にアクセルペダル
を離す必要もありません。

警告:マニュアルモードの場合、本車両は
安全のためにエンジン回転数をモニタし、
必要に応じてオートマチックギアチェンジ
を行うことがあります。
警告:滑りやすい路面では、シフトダウン
してエンジンブレーキを作動させないでく
ださい。
注意:オートマチックモードでパドルを操
作した場合、ギアチェンジをしないまま8
秒間が経過するとギアボックスはオートマ
チックモードに戻ります。

ブレーキをかけているときに選択可能な最低ギ
アにすぐにシフトするには、パドルでダウンシ
フトを選択して押し続けます。そうすると、最
適なギアに達するかパドルを離すまで、低いギ
アへ順番にシフトしていきます。
車速が10 km/h（6mph）以下の場合、または
ギアを選択したまま停車した場合、パドルをシ
フトダウン方向に押し続けるとニュートラルに
なります。
ニュートラルはどの速度でも「N」ボタンを押
すことで選択できます。「D」ボタンを押すか、
ギアシフトパドルを用いてシフトを開始し、車
速に適切なギアを選択します。

Pre-Cog
ギアボックスは次のギアチェンジを予測して必
要なギアをあらかじめ選択することにより、迅
速でシームレスなギアチェンジを確実にしま
す。
車両が加速中でも、ギアボックスが次に高いギ
アをあらかじめ自動的に選択します。急加速後
すぐにシフトダウンが必要な場合は、シフトダ
ウンパドルを軽く引いてPre-Cog位置に保持
し、次に低いギアをあらかじめ選択します。準
備ができたら、ほぼ一瞬でシフトダウンするた
めにパドルをいっぱいまで引きます。
減速中にシフトアップをあらかじめ選択するに
は、シフトアップパドルを軽く引いてPre-Cog
位置に保持し、次に高いギアをあらかじめ選択
します。準備ができたら、あらかじめ自動選択
されたシフトダウンのかわりに、ほぼ一瞬でシ
フトアップするためにパドルをいっぱいまで引
きます。
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ハンドリングコントロール

ハンドリングコントロールスイッチは、プロア
クティブシャシーコントロール IIシステムに影
響を与えます。
モードの選択

注意:車両をオンにすると、コンフォート
モードで始動します。

1. ハンドリングパドルを押し上げると、スポ
ーツモードまたはトラックモードに切り替
わります。

2. スポーツモードまたはコンフォートモード
に戻すには、ハンドリングパドルを押し下
げます。

モード
ドライバーディスプレイに表示される情報は、
選択したハンドリングモードに応じて変化しま
す。「ディスプレイウィンドウ」 (3.15ページ)
を参照してください。
選択を変更するか、あるいはイグニッションス
イッチをオフにするまで、選択したモードはア
クティブとなります。
次回イグニッションスイッチをオンにすると、
ハンドリングモードはコンフォートモードに戻
ります。

以前に使用したハンドリングモードとパワート
レインモードをすばやく復元するには、イグニ
ッションをオンにしたときに、ダウンハンドリ
ングパドルとパワートレインパドルの両方を押
し続けます。「モード復元」 (2.23ページ)を参
照してください。
お好みのハンドリングモードの構成を保存およ
び復元できます。「マクラーレン・コントロー
ル・ランチャー（MCL）」 (2.12ページ)を参照
してください。

注意:選択時に以下の条件がすべて満たさ
れていないと、条件が満たされるまでその
モードになりません。

• 不具合条件が存在していないこと
• エレクトロニックスタビリティコントロー

ルなど、車両のダイナミクス機能またはス
タビリティ機能がアクティブになっていな
い

• 車両が走行中の場合は、ステアリングホイ
ールが直進位置になっており、左右に旋回
していない
注意:トラックハンドリングモードでも、
エレクトロニックスタビリティコントロー
ルシステムは動作しています。詳しい説明
は「エレクトロニックスタビリティコン
トロール（ESC）」 (2.28ページ)を参照
してください。
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コンフォート
最も柔らかいサスペンション設定となり、コー
ナリング時の優れたボディコントロールを保ち
ながらソフトな乗り心地を実現します。
スポーツ
固めのサスペンションとなり、安定感のある乗
り心地と強化されたハンドリング特性を実現し
ます。
トラック
最も固いサスペンションとなり、レーシングカ
ー並みのハンドリングと走行特性を実現しま
す。

パワートレインコントロール

モードの選択
注意:車両をオンにすると、コンフォート
モードで始動します。

1. パワートレインを押し上げると、スポーツ
モードまたはトラックモードに切り替わり
ます。

2. スポーツモードまたはコンフォートモード
に戻すには、パワートレインパドルを押し
下げます。

ギアシフトパターンは、選択したパワートレイ
ンモードに応じて異なります。
モード
ドライバーディスプレイに表示される情報は、
選択したパワートレインモードに応じて変化し
ます。「ディスプレイウィンドウ」 (3.15ペー
ジ)を参照してください。
選択を変更するか、あるいはイグニッションス
イッチをオフにするまで、選択したモードはア
クティブとなります。
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次回イグニッションスイッチをオンにすると、
パワートレインモードはコンフォートモードに
戻ります。
以前に使用したハンドリングモードとパワート
レインモードをすばやく復元するには、イグニ
ッションをオンにしたときに、ダウンハンドリ
ングパドルとパワートレインパドルの両方を押
し続けます。「モード復元」 (2.23ページ)を参
照してください。
お好みのパワートレインの構成を保存および復
元できます。「マクラーレン・コントロール・
ランチャー（MCL）」 (2.12ページ)を参照して
ください。

注意:公道でトラックモードを使用するこ
とは推奨できません。常に制限内で運転
し、他の道路利用者に配慮してください。

オートマチックモード
コンフォート
ギアチェンジは車両の本来のパフォーマンスを
損なうことなしに、経済的に最適な方法で行わ
れます。
スポーツ
ギアチェンジは高めのエンジン回転数で、シフ
トにかかる時間は短縮され、さらにシリンダー
カットで向上されています。「シリンダーカッ
ト」 (7.14ページ)を参照してください。

トラック
ギアチェンジはスロットルレスポンスに応じて
瞬時に行われ、シリンダーカットによりさらに
向上します。「シリンダーカット」 (7.14ペー
ジ)を参照してください。
マニュアルモード
コンフォート
ギアチェンジは最も快適な方法で行われ、シリ
ンダーカットにより向上します。「シリンダー
カット」 (7.14ページ)を参照してください。
スポーツ
ギアチェンジ時のシフト時間が短くなります。
トラック
ギアチェンジパターンは最も鋭敏になります。
ギアチェンジは瞬時に行われ、慣性プッシュに
よりさらに向上します。「慣性プッシュ」(7.15
ページ)を参照してください。

モード復元

車両のスイッチを入れると、コンフォートハン
ドリングモードとパワートレインモードで始動
します。「ハンドリングコントロール」 (2.21
ページ)と「パワートレインコントロール」
(2.22ページ)を参照してください。

ハンドリングとパワートレインのダウンパドル
を両方ともに押し続けると、以前に使用したモ
ードにすばやく復元できます。
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概要

発進コントロールは、停止状態から発進する際
に最大の加速力が得られるように設計されてい
ます。

警告:発進コントロールシステムは、公道
での使用には適しておらず、トラックなど
の安全な環境でのみ使用する必要がありま
す。発進コントロールを起動する前に、す
べてのドア、ラゲッジルーム、サービスカ
バーが閉じられていること、周囲の状況が
最大加速運転を行うために支障がないこと
を確認してください。
注意:発進コントロールはオートマチック
モード、マニュアルモードのいずれでも、
またハンドリングモードやパワートレイン
モードにかかわらず動作できます。
注意:発進手順はどの時点でも以下のいず
れかの操作によって中止できます。

• パーキングブレーキの適用
• 「LAUNCH（発進）」ボタンを押して発進

コントロールのスイッチをオフにする

注意:故障があった場合や発進手順を正し
く実行しなかった場合は、ドライバーディ
スプレイに「発進モード使用不可-オーナ
ーズマニュアルを参照」という警告メッセ
ージが表示されます。発進手順を繰り返
し、正しく行われていることを確認してく
ださい。警告メッセージが消えない場合
は、マクラーレン代理店にご連絡くださ
い。
注意:発進モードは以下の条件を満たして
いる場合にのみ使用できます。

• 両方のドアが閉まっている
• 通常車高および車両リフト機能非アクティ

ブ
• 大気高度がエンジンパフォーマンスに悪影

響を及ぼさない
• エンジンクーラントが標準動作温度である

発進コントロールの使用

警告:発進コントロールシステムは、公道
での使用には適しておらず、トラックなど
の安全な環境でのみ使用する必要がありま
す。発進コントロールを起動する前に、す
べてのドア、ラゲッジルーム、サービスカ
バーが閉じられていること、周囲の状況が
最大加速運転を行うために支障がないこと
を確認してください。

1. ステアリングホイールが直進位置になって
いることを確認します。

2. ブレーキペダルを左足でしっかりと踏み、
ローギアを選択します。
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3. 「LAUNCH（発進）」ボタンを押します。
注意:ギアボックスモードインジケーター
でLが点滅します。詳しくは、「マニュア
ル/オートマチックモード」 (2.18ページ)
を参照してください。また、「発進モード
アクティブ-フルスロットル待ち」という
メッセージがドライバーディスプレイに表
示されます。

4. 左足でブレーキペダルを踏みながら、右足
でアクセルペダルをいっぱいに踏み込みま
す。エンジン回転数が3,200rpmまで上昇
します。
注意:発進コントロールを中止するには、
アクセルペダルを踏む前にブレーキペダル
を解放するか、発進コントロールが非アク
ティブになるまで約100秒間待ってくだ
さい。「発進モード中止-オーナーズマニ
ュアルを参照」というメッセージがドライ
バーディスプレイに表示されます。
注意:「発進モード作動中 -ブースト準備
中」というメッセージがドライバーディス
プレイに表示されます。十分に昇圧した
ら、「発進モード作動中-ブースト準備完
了」というメッセージがドライバーディス
プレイに表示されます。

5. ブレーキペダルから左足を離すと、最大加
速が得られるように発進コントロールシス
テムが発進コントロールを実行します。

注意:発進コントロールを中止するにはア
クセルペダルを離すか、発進コントロール
が非アクティブになるまで約5～10秒間
待ってください。発進が中止されたらアク
セルペダルを離し、再度アクセルを踏んで
走行を開始します。「発進モード中止-オ
ーナーズマニュアルを参照」というメッセ
ージがドライバーディスプレイに表示され
ます。

6. 発進コントロールは中止するまで手順を正
しく実行することで動作します。
注意:発進コントロール時にはオートマチ
ックでギアシフトが行われ、トラクション
が最適化されます。この操作は発進コント
ロールが中止されるまで続行されます。発
進コントロールを中止するにはアクセルペ
ダルを離すか、ブレーキをかけるか、ギア
シフトパドルのいずれかを操作します。
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一般

本章では以下の安全システムについて説明しま
す。
• アンチロックブレーキシステム（ABS）
• ブレーキアシストシステム
• ブレーキディスクワイピング
• ヒルホールド
• ブレーキステア
• 電子制御ブレーキ予備充填
• エレクトロニックスタビリティコントロー

ル（ESC）
• エアブレーキ[えあぶれき]

警告:スピードを出し過ぎると、特にカー
ブや、濡れた、または凍結した路面の走行
時に事故が発生する危険性が高くなりま
す。先行車両との間には常に安全な車間距
離を保ってください。
必ず、道路の状況や天候条件に合わせた運
転を行ってください。また、通行者や路上
の物体から十分な距離を保ってください。
注意:冬季の条件下でアンチロックブレー
キシステム、ブレーキアシストシステム、
エレクトロニックスタビリティコントロー
ルの効果を最大限に発揮させるためには、
ウィンタータイヤやスノーソックの使用が
必要となることがあります。

アンチロックブレーキシステム（ABS）

アンチロックブレーキシステムは、ブレーキン
グによるホイールのロックを防止します。これ
によって、ブレーキをかけながら車両を操舵す
ることが可能になります。
アンチロックブレーキシステムは、路面の状況
にかかわらず、車速が約8km/h（5mph）以上
のときに作動します。滑りやすい路面ではブレ
ーキを穏やかに踏んだときにも効果を発揮しま
す。

警告:ポンピングブレーキは行わないでく
ださい。ブレーキペダルをしっかりと、一
定の力で踏んでください。ポンピングブレ
ーキを行うとブレーキの効果が低減しま
す。

ブレーキをかけた際にアンチロックブレーキシ
ステムが作動すると、警告灯が点滅し、ブレー
キペダルから波動が伝わります。
アンチロックブレーキシステムが作動した場合
は、ブレーキが必要なくなるまでブレーキペダ
ルを踏み続けてください。

警告:必ず、周囲の道路状況や天候条件に
合わせた運転を行ってください。通行者や
路上の物体から十分な距離を保ってくださ
い。

アンチロックブレーキシステム（ABS）状態表
示灯

システムが故障した場合は状態表示灯が点
灯します。車両を運転しないでください。

速やかにマクラーレン代理店にご連絡くださ
い。

警告:アンチロックブレーキシステムが故
障した場合は、ブレーキアシストシステム
やエレクトロニックスタビリティコントロ
ールも非アクティブになります。
アンチロックブレーキシステムが故障した
場合は、ブレーキをかけた際にホイールが
ロックするおそれがあります。これによっ
て停止距離が長くなり、またハンドル操作
が利かなくなる可能性があります。
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ブレーキアシストシステム

ブレーキアシストシステムは急ブレーキを踏ん
だ状況で作動します。急ブレーキを踏むと、ブ
レーキアシストシステムによりブレーキの踏力
が自動的に増大し、停止距離が短縮されます。
非常ブレーキが必要なくなるまで、ブレーキペ
ダルをしっかりと踏み続けてください。アンチ
ロックブレーキシステムがホイールのロックを
防止します。
ブレーキペダルを離すとブレーキは通常どおり
作動します。ブレーキアシストシステムは非ア
クティブになります。

警告:ブレーキアシストシステムが故障し
た場合でもブレーキは作動します。ただ
し、制動力が自動的に増大されることはな
いため、停止距離が長くなる可能性があり
ます。

ブレーキディスクワイピング

ブレーキディスクワイピングは、フロントウィ
ンドウワイパーのスイッチをオンにすると自動
的に作動します。この機能は強雨時にブレーキ
ディスクに水分が付着するのを防止し、ブレー
キ性能を改善します。

ヒルホールドコントロール

坂道で車両を停止するためにブレーキペダルが
踏まれた場合、この機能はペダルを離した後も
2秒間ブレーキをかけ続け、スムーズな発進を
アシストします。

2.27

運転操作装置
走行安全システム



ブレーキステア

ブレーキステアはトルクベクトリングディファ
レンシャル効果を実現しますが、軽量化と反応
速度の改善のためにブレーキシステムに組み込
まれています。
トルクベクトリングによって、ディファレンシ
ャルがリアの各ホイールに伝達する力の量を変
化させ、最適の安定性とトラクションを実現し
ます。
コーナリング時に車両がアンダーステアになり
つつあることを検知すると、システムはリアの
内輪に軽くブレーキをかけます。これによって
車両のヨーレートが増大し、車両のアンダース
テアに対する抵抗力が増します。横方向のGも
増大し、ハンドリング特性が向上します。
ドライバーがコーナーからの立ち上がりでスロ
ットルを開け過ぎると、リアの内輪の速度が増
し、ブレーキステアが作動しなければ車両が不
安定になるおそれがあります。この状況でも、
ブレーキステアが再びリアホイール内側に軽く
ブレーキをかけることによって、トラクション
と走行安定性を回復します。

電子制御ブレーキ予備充填

アクセルペダルが急に離された場合、電子ブレ
ーキ予備充填機能が即座にブレーキパッドをデ
ィスクに触れさせ、素早いブレーキングを可能
にします。

エレクトロニックスタビリティコントロー
ル（ESC）

エレクトロニックスタビリティコントロール
（ESC）は、走行安定性およびタイヤと路面間
のトラクションを監視します。
エレクトロニックスタビリティコントロール
は、ホイールがスピンを始めるか車両が滑り始
めるとこれを検知し、個々のホイールにブレー
キをかけるとともにエンジン出力を制限して車
両を安定させます。また、濡れた路面や滑りや
すい路面での発進の際にもアシストを行い、ブ
レーキング時の車両の安定性を向上させます。

注意:エレクトロニックスタビリティコン
トロールは推奨指定タイヤの使用時に限り
正常に作動します。

エレクトロニックスタビリティコントロールは
エンジンを始動するとすぐ自動的にアクティブ
になります。

警告:エレクトロニックスタビリティコン
トロール警告が点灯した場合、エレクトロ
ニックスタビリティコントロールを解除し
ないでください。道路や交通状況に合わせ
た運転を行ってください。

トラクションコントロールシステム
トラクションコントロールシステムはエレクト
ロニックスタビリティコントロールに欠かせな
い部分です。
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トラクションコントロールシステムはホイール
のスピンを防止するためにトルクを低減しま
す。ホイールのスピンを止めるためにさらに介
入が必要な場合はリアホイールに個別にブレー
キがかかります。トラクションコントロールシ
ステムは個々の駆動輪にブレーキをかけてスピ
ンを防止します。これにより、滑りやすい路面
でも加速が可能になります。

警告:スピードを出し過ぎている場合、ト
ラクションコントロールシステムが事故の
危険性を低減することはできません。

エレクトロニックスタビリティコントロール
（ESC）を非アクティブにする

警告:エレクトロニックスタビリティコン
トロールを非アクティブにすると、車両が
スリップする危険性が高まります。道路や
交通状況に合わせた運転を行ってくださ
い。
警告:サーキット走行時、周囲の状況が適
切である場合をのぞいて、エレクトロニッ
クスタビリティコントロールを非アクティ
ブにしないでください。
注意:エレクトロニックスタビリティコン
トロールを非アクティブにすると、以下の
状態が発生します。

• 「ESC OFF」警告灯の点灯
• エレクトロニックスタビリティコントロー

ルによる走行安定性の改善が行われません

• エンジンのトルク制限解除および駆動輪の
スピン

• アンチロックブレーキシステムはアクティ
ブのままです

エレクトロニックスタビリティコントロール
（ESC）のダイナミックモード
エレクトロニックスタビリティコントロールの
ダイナミックモードは車速に関わらず選択でき
ます。

1. エレクトロニックスタビリティコントロー
ルはデフォルトでオンになっています。

2. 「ESCOFF」ボタンを短く押してダイナミ
ックモードをアクティブにします。このモ
ードでは、デフォルトの ESCオンモード
に比べてよりダイナミックな自由度が得ら
れます。
ESC DYNとドライバーディスプレイに表
示され、ESC OFF警告灯が点灯します。

可変ドリフトコントロール（VDC）

注意:可変ドリフトコントロール（VDC）
は以下の条件を満たしている場合にのみ使
用できます。

• ESCダイナミックモードがアクティブ
• 車速が100 km/h（62mph）未満
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• 車両が直進走行している
ダイナミックモードでESCが許容するドリフト
の量を調整できます。
可変ドリフトコントロール（VDC）には、セン
ターディスプレイからアクセスできます。これ
により、ドライバーは、エレクトロニックスタ
ビリティコントロールの正確なサポートレベル
を選択できるようになります。
「ホーム」メニューから「可変ドリフトコント
ロール」を選択し、スライダーを「オン」に切
り替えて機能を有効にします。
「<」または「>」を選択して、お好みに合わせ
てドリフトの量を増減します。
ESCオフ
1. ESCダイナミックモードになっていない場

合、「ESC OFF」ボタンを軽く押して、
ESCダイナミックモードをアクティブにし
ます。

2. 「ESCOFF」ボタンを2秒間押し続け、そ
の後5秒以内にもう一度押すと、エレクト
ロニックスタビリティコントロールが非ア
クティブになります。
ESC OFFとドライバーディスプレイに表
示され、ESC OFF警告灯が点灯します。

エレクトロニックスタビリティコントロール
（ESC）の再開
エレクトロニックスタビリティコントロールが
再び有効になると、ドライバーディスプレイの
ESC OFF警告灯が消灯します。

注意:エレクトロニックスタビリティコン
トロールはイグニッションスイッチをオフ
にし、次にオンにすると再び自動的にアク
ティブになります。

再アクティブ手順

エレクトロニックスタビリティコントロールを
再びアクティブにするには、以下のいずれかを
実行します。
• ESCOFFボタンを短く押すと、ドライバー

ディスプレイの警告灯が消灯します。
• イグニッションスイッチをオフにし、再び

オンにします。
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エアブレーキ

警告:ドライバーはエアブレーキ作動時
に、人を巻き込まないよう必ず確認しなけ
ればなりません。

エアブレーキは車両の後部にあり、車両の要件
に応じて動的に動きます。また、イグニッショ
ンのOFF/ONのサイクルを行うたびにセルフテ
スト機能が起動します。

注意:エアブレーキは油圧を使用しており、
エンジンが動作中のみ作動します。
注意:エアブレーキシステムはトランスミ
ッションオイルの温度が低下すると、自動
的にオフになります。エアブレーキの操作
を選択すると、ドライバーディスプレイに
警告メッセージが表示されます。トランス
ミッションオイルの温度が上昇すると、エ
アブレーキシステムが作動します。

1. 収納位置
2. 展開位置

操作

リアウィングは、エアロボタンのオフ/オンの状
態に応じて、動的に異なる動作をします。エア
ロボタンを押すと、モードが切り替わります。
• 「「エアロ」ボタンオフ」 (2.32ページ)
• 「「エアロ」ボタンオン」 (2.32ページ)

お好みのエアロモードの構成を保存および復元
できます。「マクラーレン・コントロール・ラ
ンチャー（MCL）」 (2.12ページ)を参照してく
ださい。
エアブレーキは、エアロボタンのオフ/オンの状
態に応じて、引き続き同様に作動します。
• 「エアブレーキ」 (2.32ページ)
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「エアロ」ボタンオフ
車速が150 km/h（93mph）以下の場合は、エ
アブレーキは収納されたままになります。
車速が150 km/h（93mph）を超えると、エア
ブレーキは展開され、車両の要件に応じて動的
に動きます。これにより、空力抵抗が増し、車
両の高速走行安定性が向上します。エアブレー
キは、急ブレーキ時または垂直方向や前後方向
の大きなGフォースが検出されると、車速が
150 km/h（93mph）以下でもアクティブに作
動する場合があります。
「エアロ」ボタンオン
エアブレーキが展開され、車両の要件に応じて
動的に動きます。これにより、空力抵抗が増
し、車両の走行安定性が向上します。エアブレ
ーキは車速に関わらず上昇させることができま
す。

注意:車両がフルスロットルで直進してい
る場合は、空力抵抗を下げて直進速度を上
げるためにエアブレーキが自動的に下降し
ます。

エアブレーキ
高速走行中に急ブレーキをかけた場合、エアブ
レーキが完全展開位置まで自動的に上昇し、最
大限にブレーキをアシストします。
ブレーキペダルを踏む力が解放されると、エア
ブレーキは前の位置に戻ります。

注意:エアブレーキは急ブレーキによって
車両が停止する直前に下がります。

エアブレーキは、以下の状況では、ブレーキペ
ダルが踏まれていなくても車両の安定性を保つ
ためにアクティブに起動する場合があります。
• 前後方向の大きなGフォースが検出され

るとき、例えばアクセルペダルを急に放し
た場合など。

• 垂直方向の大きなGフォースが検出され
るとき、例えば丘の頂上を通過する場合な
ど。
注意:エアブレーキは、エンジンルームの
冷却をサポートするためにアクティブに作
動する場合があります。
警告:エアブレーキの作動中は、一時的に
バックミラーの視界が遮られます。その場
合は外部ミラーによって後方の確認を行っ
てください。

エアブレーキを下げる
警告:エアブレーキを下げる前には、枝や
木の葉といったエアブレーキの作動を妨げ
るものがないか確認し、あれば取り除いて
ください。そのまま作動させるとエアブレ
ーキが正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。ドライバーはエアブレーキの動作時
に人や物が巻き込まれることがないよう、
必ず確認してください。

エアブレーキは、車両移動中または停車時のい
ずれでも、手動で下げることができます。
• 「車両移動中」 (2.32ページ)
• 「車両停車状態」 (2.32ページ)

車両移動中
15 km/h（9mph）以上の速度で走行中は、
「AERO（エアロ）」ボタンを押すとエアブレ
ーキが完全に下がります。

注意:車速が以下の条件を満たす場合、エ
アブレーキは、エアロボタンを押すと作動
します。

• コーナリング時は、車速が15 km/h（9
mph）~120km/h（75mph）の範囲内で
なければなりません。

• 直進時は、車速が15km/h（9mph）~250
km/h（155mph）の範囲内でなければな
りません。

• これにより、エアブレーキ動作時の車両の
走行安定性が確保されます。

車両停車状態
エアブレーキが展開したままの状態で駐車した
場合は、「AERO（エアロ）」ボタンを5秒間
押し続けるとエアブレーキが下がり始めます。
障害物がないか注意しながら、エアブレーキが
完全に下がるまでボタンを押し続けてくださ
い。
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注意:エアブレーキの完全収納前にエアロ
ボタンを離すと、エアブレーキは元の選択
位置に戻ります。

セルフテスト
イグニッションサイクルが1回転するたびに、
その後エンジンが最初に始動し、車速が15km/h
（9mph）を超える際に、エアブレーキが上昇
しその後ゆっくりと最初の位置に戻るセルフテ
ストが実施されます。

警告:エアブレーキのセルフテストで不具
合が見つかると、ドライバーディスプレイ
にメッセージが表示されます。マクラーレ
ン代理店にお問い合わせください。
注意:エアブレーキの作動中にエンジンを
停止すると、セルフテスト手順が最初に戻
り、エアブレーキは、一番下まで下がった
後に最初の位置まで上昇します。

マニュアルテスト

1. 「AERO（エアロ）」ボタンを押します。
エアブレーキが上昇し、ダウンフォース位
置でロックされます。

2. 「AERO（エアロ）」ボタンを押し続け、
エアブレーキを収納位置に戻します。

アクティブセンターマウントストップランプ

エアブレーキが展開されている場合、エアブレ
ーキに装備されているアクティブセンターハイ
マウントストップランプがブレーキ時に点灯し
ます。エアブレーキが作動すると、スタティッ
クセンターハイマウントストップランプが見え
なくなるからです。
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タイヤ空気圧監視システム（TPMS）

寒冷時に走行する場合は必ず各タイヤを点検
し、タイヤ空気圧ラベルに記載された推奨空気
圧になるように調整する必要があります。（車
両のタイヤのサイズがタイヤ空気圧ラベルに記
載されたサイズと異なる場合は、ご自分で適切
な空気圧を判断する必要があります。）
特定の状況では、空気漏れではない場合でも、
タイヤ空気圧監視システム（TPMS）の圧力警
告が表示される可能性があります。これは、タ
イヤ空気圧を設定した場所と車両を走行させる
場所との温度差に原因がある場合があります。
たとえば、エアコンが作動している場所または
暑い車庫で空気圧を設定してから外を走行する
と、走行開始からしばらくしてタイヤ空気圧警
告が表示されることがあります。外気温が極度
に変動した場合、または季節的な温度変化によ
って、警告が表示されることもあります。

警告:タイヤ空気圧の警告を無視しないで
ください。すぐにタイヤ空気圧を点検し、
必要な場合はMcLaren代理店にお問い合
わせください。

タイヤ空気圧監視システム（TPMS）の概要

タイヤ空気圧監視システムは、タイヤの空気圧
が低下したときや、タイヤ温度が許容水準を超
えたときに警告を発します。
このシステムは各タイヤバルブに配されたセン
サーと車内に配されたレシーバを使用し、各タ
イヤのタイヤ空気圧と温度を監視します。セン
サーとレシーバ間の通信は無線周波（RF）信号
によって行います。

注意:タイヤ空気圧監視システムは、車内
または車両の近くで無線送信機（無線式ヘ
ッドホン、送受信機など）を使用すると干
渉を受けることがあります。

注意:タイヤ空気圧監視システムは、車両
が10km/h（6mph）を超えて走行してい
ると送信を開始します。システムの情報は
最大2分遅延してドライバーディスプレイ
に表示されます。

タイヤ空気圧監視システム（TPMS）の操作
タイヤ空気圧の低下や上昇、またはタイヤ
温度の上昇が検知されると、ドライバーデ

ィスプレイに関連するエラーメッセージが表示
されるとともに、タイヤ空気圧監視システム警
告灯が点灯します。
速やかに車両を停止し、すべてのタイヤを点検
し、推奨空気圧まで空気を入れてください。「
タイヤ空気圧」(6.37ページ)を参照してくださ
い。この警告灯は、タイヤの空気圧を適正な空
気圧にすると消灯します。
極端に空気圧が不足したタイヤで走行を続ける
とタイヤがオーバーヒートし、タイヤの破損に
つながります。空気圧不足は燃費を悪くし、タ
イヤトレッドの寿命を短縮させ、車両のハンド
リングや停止性能に悪影響を及ぼす可能性があ
ります。

警告: TPMSはタイヤの適切なメンテナン
スに取って代わるものではありません。空
気圧不足がTPMS空気圧不足警告灯を点
灯させるほどではない場合であっても、適
正な空気圧を維持するのはドライバーの責
任です。
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タイヤはすべて、冷えている間に毎週点検し、
タイヤ空気圧ラベルに記載の推奨空気圧になる
ように調整する必要があります。
ドライバーディスプレイの「車両ステータス」
画面で、現在のタイヤ空気圧を表示します。「
車両ステータス」 (3.06ページ)を参照してくだ
さい。

このディスプレイには、4本のタイヤそれぞれ
の空気圧が表示されます。空気圧の値が白色で
表示されている場合、何もする必要はありませ
ん。

警告:圧力値が赤色またはアンバー色で表
示されている場合は、該当するタイヤをで
きるだけ早く正しい圧力まで膨張または収
縮させてください。

タイヤを点検し、減圧または昇圧の原因を
確認します。

TPMSがトラックモードに設定されている場合、
タイヤ空気圧警告レベルはサーキット走行での
使用に合わせて調整できます。「トラックモー
ド」 (2.36ページ)を参照してください。

警告:ドライバーディスプレイに表示され
るタイヤの空気圧は、圧力計で計測するよ
りも正確です。タイヤ空気圧監視システム
は、タイヤ空気圧の手動による点検や、摩
耗や損傷の点検の代わりとなるものではあ
りません。このシステムは空気圧不足を警
告するためのものであり、タイヤの空気を
入れるものではありません。
タイヤ空気圧監視システムにはタイヤの損
傷を警告する機能はありません。タイヤの
状態を定期的に点検してください。
警告:頻繁に空気圧不足警告が発生する場
合は、マクラーレン代理店にタイヤの点検
を依頼してください。空気圧が不足したタ
イヤで走行を続けるとタイヤがオーバーヒ
ートし、タイヤの破損につながります。
環境:タイヤの空気圧不足は燃費を悪化し、
タイヤトレッドの寿命を短縮させ、車両の
ハンドリングやブレーキ性能に悪影響を及
ぼす可能性があります。
環境:少なくとも週に1回はタイヤ空気圧
を点検してください。

タイヤ温度監視システムの動作
タイヤ温度の上昇が検知されると、タイヤ温度
監視システムがドライバーディスプレイにエラ
ーメッセージを表示します。
ドライバーディスプレイの「車両ステータス」
画面で、現在のタイヤ温度を表示します。「車
両ステータス」 (3.06ページ)を参照してくださ
い。

このディスプレイには、4本のタイヤそれぞれ
の現在の温度が表示されます。温度が青色で表
示された場合、タイヤはまだ最適な動作温度に
達していません。温度が白色で表示された場
合、何もする必要はありません。
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警告:温度が赤色で表示されている場合、
タイヤの安全動作温度を超えています。安
全な温度になるまで、すなわち温度が白色
で表示されるようになるまで減速するか車
両を停止してください。
タイヤの温度の上昇の考えられる原因に関
してタイヤを点検してください。

TPMSがトラックモードに設定されている場合、
タイヤ空気圧警告レベルはサーキット走行での
使用に合わせて調整できます。「トラックモー
ド」 (2.36ページ)を参照してください。
トラックモード

警告:トラックモードはサーキット走行で
のみ使用し、公道での使用には適していま
せん。タイヤ空気圧警告レベルは、温度変
化に応じて補正されません。タイヤ空気圧
警告レベルは、トラックで車両を使用して
いるときに不必要なタイヤ空気圧警告が表
示されるのを避けるために調整する必要が
あります。
注意:サーキット走行を行う場合は、事前
にマクラーレン代理店にご相談ください。
McLarenはサーキット走行の前後に車両
を点検に出すよう推奨しています。

サーキット走行の使用の詳細については、「サ
ーキット走行」 (.5ページ)を参照してくださ
い。
車両をサーキットで使用する場合は、タイヤ空
気圧をサーキット走行での使用に適したレベル
に調整する必要があります。
タイヤ空気圧監視システム（TPMS）の圧力警
告レベルは、調整された圧力に合わせて変更で
きます。
マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）の「タイヤ」画面に移動し、「トラックでの
使用」にタッチして、この機能を有効にし、必
要に応じて空気圧を調整します。「タイヤ」
(4.11ページ)を参照してください。

トラック走行セッション後に公道を走行する場
合は、トラックモードを無効にして、タイヤを
点検し、必要に応じてタイヤを交換します。タ
イヤの空気圧を確認し、必要に応じて調整しま
す。「冷えたタイヤの空気圧」 (7.10ページ)を
参照してください。
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概要

警告:クルーズコントロールをアクティブ
にしたときは道路や交通状況に特に注意
し、常に周囲の状況に対し安全な速度で走
行してください。
ワインディングロードや滑りやすい路面、
あるいは霧や強雨、降雪時など視界が悪い
状況では決してクルーズコントロールを使
用しないでください。

クルーズコントロールを使用すると、ドライバ
ーはアクセルペダルを使用せずに一定の速度を
維持することができます。これは、一定の速度
を長時間維持できる高速道路走行時に便利な機
能です。

クルーズコントロール機能はすべて、ステアリ
ングコラムの右側にあるクルーズコントロール
レバーで操作します。

クルーズコントロールの使用

クルーズコントロールをアクティブにするに
は、設定したい速度まで加速してレバーを短く
上に押します。設定した速度は、ドライバーデ
ィスプレイに表示されます。

注意:クルーズコントロールは車速が30
km/h（20mph）を超えないと作動しませ
ん。

アクセルペダルを踏むことにより、随時速度を
上げることができます。アクセルペダルを離す
と、車両はクルーズコントロール速度に戻りま
す。
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警告:クルーズコントロールを使用してい
ることを常に意識し、長時間クルーズコン
トロールを超えた速度で走行しないでくだ
さい。この状況でアクセルペダルを離した
場合、予想したペースで車両が減速しない
ことがあります。

クルーズコントロールのキャンセル

クルーズコントロールレバーを短く奥に押しま
す。
クルーズコントロールがキャンセルされます。
ドライバーディスプレイのインジケーターは消
灯しますが、最後に設定した速度が保存されま
す。

注意:保存されている前回の速度は、エン
ジンスイッチをオフにするとクリアされま
す。

また、フットブレーキを踏んだ場合やニュート
ラルを選択した場合にも、クルーズコントロー
ルがキャンセルされます。

注意:エレクトロニックスタビリティコン
トロールがホイールスピンまたは車両のス
リップを検知した場合、またはエレクトロ
ニックスタビリティコントロールをオフに
した場合、クルーズコントロールは自動的
にキャンセルされます。
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クルーズコントロールの速度を上げる

• レバーを短く上に押すと、車速が1 km/h
（1mph）刻みで上がります（選択した単
位によります。「速度と距離」 (4.15ペー
ジ)を参照してください）。

• または、レバーを上に押し続け、設定した
い速度に達したらレバーを放します。

• または、新たに設定したい速度まで加速
し、レバーを上に押します。

クルーズコントロールの速度を下げる

• レバーを短く下に押すと、車速が1 km/h
（1mph）刻みで下がります（選択した単
位によります。「速度と距離」 (4.15ペー
ジ)を参照してください）。

• または、レバーを下に押し続けると車両が
減速するので、設定したい速度に達したら
レバーを放します。
注意:クルーズコントロールレバーを使用
して減速した場合、減速を早めるためにギ
アボックスがシフトダウンする場合があり
ます。

ギアチェンジパドルを使用してシフトダウ
ンした場合は、クルーズコントロールは停
止しません。
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保存した速度の呼び出し

警告:保存した速度は、周囲の道路や交通
状況に合わない限り呼び出さないでくださ
い。急加速は危険です。

クルーズコントロールレバーを手前に軽く引き
ます。
クルーズコントロールは保存した前回の速度に
車速を調整します。
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速度上限の設定

警告:速度制限を適切に遵守することはド
ライバーの責務です。
警告:アクティブスピードリミッター（ASL
）機能は急な下り坂など、一定の状況下に
おいては車両が速度上限を超えることを許
容することがあります。
注意:車両が停止しているときでもASLを
アクティブにすることができます。速度上
限はデフォルトの速度である30km/h（20
mph）に設定されます。

ドライバーはASLコントロールから速度上限を
設定することができます。

速度の選択

1. 車両を最大許容速度まで加速または減速
し、レバーを短く下に押して、アクティブ
スピードリミッター（ASL）をアクティブ
にします。

2. 速度上限がドライバーディスプレイに表示
されます。
注意:スロットルペダルを所定の位置以上
に踏み込むことで、ASLをオーバーライド
できます。
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アクティブスピードリミッター（ASL）の
キャンセル

アクティブスピードリミッター（ASL）をキャ
ンセルするには、レバーを短く奥に押します。
ドライバーディスプレイのインジケーターが消
灯します。
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慣らし運転

新車時、または以下のいずれかの部品を交換し
たときは、以下の説明に従って慣らし運転を行
ってください。
エンジンおよびギアボックス
1,000 km（625マイル）走行まで:
• 様々な道路とエンジン回転数で走行してく

ださい。
• 道路の制限速度の範囲内で、もしくは240

km/h（150 mph）以下で走行してくださ
い。

• サーキットでの走行は行わないでくださ
い。

• エンジンに過剰な負荷をかけないでくださ
い（フルスロットルでの走行）。

• 2,000 rpm未満のエンジン回転数での走行
は避けてください。

• 一定の速度や負荷で長時間走行することは
避けてください。

• キックダウンは使用しないでください。
• シフトダウンによって強いエンジンブレー

キをかけないでください。
• 高速走行や高負荷走行後は2分以上経過す

るまでエンジンを停止しないでください。
• 10分以上エンジンをアイドリングしない

でください。

1,000 km（625マイル）の慣らし運転期間が終
了したら、徐々にフルパフォーマンスで使用で
きるようになります。

注意:慣らし運転中にエンジンやギアボッ
クスの使用制限を守らない場合、早期摩耗
や損傷が発生する可能性があります。
注意:慣らし運転に関する説明は、エンジ
ンまたはトランスミッションの交換後の最
初の1,000 km（625マイル）にも適用さ
れます。
環境:この助言は燃費の向上にも役立つも
のであり、慣らし運転後の通常の運転スタ
イルにも取り入れることをお勧めします。

ブレーキ
新しいブレーキには、初期のなじみ期間が必要
です。最初の625マイル（1,000 km）までは急
ブレーキを避けてください。

標準/道路での使用

• 高回転および高負荷走行を行う前にエンジ
ンを暖機してください。エンジンが完全に
動作温度に達するまではエンジン回転数が
5,000 rpmを超えないようにしてくださ
い。

• 高回転/高負荷走行後は、2分以上経過す
るまでエンジンを停止しないでください。

• 10分以上エンジンをアイドリングしない
でください。
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サーキットでの使用

注意:慣らし運転中にサーキット走行は行
わないでください。

サーキット走行を行う場合は、事前にマクラー
レン代理店にご相談ください。McLarenはサー
キット走行の前後に車両を点検に出すよう推奨
しています。
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燃料の給油

警告:燃料は高い引火性があります。燃料
を取り扱う際には火気、裸火、喫煙および
携帯電話の使用は禁止されています。給油
の前にエンジンを停止してください。
警告:燃料および気化した燃料は、健康を
害するおそれがあります。気化した燃料を
吸い込んだり、燃料が皮膚や衣服に付着し
たりしないように注意してください。
警告:非標準の給油ノズルを使用する場合
は、必ず燃料フィラーをお使いください。
「燃料フィラーパイプを使用した給油」
(2.45ページ)を参照してください。

給油口フラップは左側リアにあります。車両の
ロック、ロック解除に連動して自動的にロック
またはロック解除されます。

注意:車両がロックされているときにフュ
ーエルフィラーフラップを無理に開けよう
としないでください。フラップやロックメ
カニズムが損傷するおそれがあります。
注意:フューエルフィラーフラップはエン
ジンを停止しないとロック解除されませ
ん。

ガソリンスタンドの給油機による給油
1. エンジンを停止します。

2. 給油口フラップの後端を押します。ラッチ
が解除されます。

3. フラップを開けます。
注意:この車には給油口キャップはありま
せん。

4. 給油口にノズルを挿入して給油します。推
奨燃料については「推奨燃料」(2.46ペー
ジ)を参照してください。

5. ポンプのノズルがオフになった後は、タン
クへの給油を続けないでください。

6. ノズルを取り外します。
7. 給油口フラップを閉じます。ラッチが掛か

る音がします。

燃料フィラーパイプを使用した給油
1. エンジンを停止します。

2. 給油口フラップの後端を押します。ラッチ
が解除されます。

3. フラップを開けます。
注意:この車には給油口キャップはありま
せん。
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4. 車両から燃料フィラーパイプを取り出しま
す。「燃料フィラーパイプ」(6.13ページ)
を参照してください。

5. フィラーネックに燃料フィラーパイプを挿
入します。

6. 燃料フィラーパイプにノズルを挿入して給
油します。推奨燃料については「推奨燃
料」 (2.46ページ)を参照してください。

7. 燃料を入れ過ぎないでください。
警告:燃料がこぼれたり溢れたりしないよ
うに注意してください。こぼれた燃料はす
ぐに拭き取ってください。

8. ノズルを取り外します。

9. 燃料フィラーパイプを取り外し、よく拭い
てラゲッジルームに収納します。

10. 給油口フラップを閉じます。ラッチが掛か
る音がします。

推奨燃料

エンジンの性能を最大に引き出すためには、EN
228規格に適合した98 RON/88 MON無鉛ガソ
リンを使用してください。
98 RON/88 MONが入手できない地域では、EN
228規格に適合したオクタン価が95 RON/85
MON以上の無縁プレミアムガソリンを使用し
てください。

注意:給油する燃料の品質に関する情報は
給油機に表示されています。
注意:給油機燃料が無鉛ガソリンに関する
EN 228の要件を満たしていない場合や燃
料添加剤を使用した場合、エンジンが摩耗
・損傷する可能性が高くなります。
誤った燃料の使用によって生じた損傷は車
両保証の対象外となります。
注意:この車両は、E10燃料（10%エタノ
ール含有量）での使用に適しています。
この車両は10%を超えるエタノールを含
有する燃料の使用には適しません。この車
両は10%を超えるエタノールを含有する
燃料の使用が必要な装置を装備していませ
ん。
E85燃料（85%エタノール含有）は使用
しないでください。E85燃料を使用する
と、エンジンと燃料システムに深刻な損傷
が発生します。
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注意:フューエルタンクに誤った種類の燃
料を間違って給油した場合は、エンジンを
始動せずに、マクラーレン正規代理店にご
連絡ください。
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冬季の走行

冬のはじめに、マクラーレン代理店で車両を点
検することを推奨します。この点検には以下の
項目が含まれています。
• 不凍液/防錆剤濃度の点検
• フロントウィンドウウォッシャーシステム

への高濃度ウォッシャーフルードの補充
• バッテリーの点検
• タイヤ交換

ウィンタータイヤ
気温が7°C（45°F）以下のときや、雪道または
凍結路の走行時はウィンタータイヤを使用して
ください。アンチロックブレーキシステムとエ
レクトロニックスタビリティコントロールの効
果を最大限に発揮させるためには、ウィンター
タイヤを装着する必要があります。
安全なハンドリング特性を維持するために4輪
とも同一メーカーおよびトレッドのウィンター
タイヤを使用してください。センターインフォ
テイメントタッチスクリーンを使用してタイヤ
の種類を変更します。「タイヤ」 (4.11ページ)
を参照してください。
ウィンタータイヤは非対称ではなく回転方向が
指定されているため、タイヤのサイドにある回
転方向マークに合わせて装着する必要がありま
す。

警告:トレッドの深さが4mm未満になっ
たウィンタータイヤは直ちに交換してくだ
さい。そのようなタイヤは十分なグリップ
が得られないため冬季使用には不適切であ
り、使用した場合事故につながるおそれが
あります。
注意:マクラーレン指定のウィンタータイ
ヤのみを使用してください。
注意:ホイールの交換は、必ずマクラーレ
ン代理店で行ってください。ジャッキを不
適切に使用した場合、車両を損傷するおそ
れがあります。

装着したウィンタータイヤに指定されている最
高速度に関する助言や情報はマクラーレン代理
店にお問い合わせください。ASLシステムを使
用して車両の最大速度を制限してください。「
速度上限の設定」 (2.41ページ)を参照してくだ
さい。
スノーソックス
マクラーレンは、マクラーレン車用として認定
されたスノーソックスのみの使用を推奨しま
す。スノーソックスを装着する場合は、以下の
点に注意してください。
• スノーソックスは必ずリアホイールにの

み、かつ左右両方に装着してください。
• メーカーの取付説明書に従います。

スノーソックスのパッケージに記載された最大
許容速度を超えないようにしてください。雪道
での走行が終わったら速やかにスノーソックス
を取り外してください。
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概要

ドライバーディスプレイはイグニッションをオ
ンにするとアクティブになります。「イグニッ
ションのスイッチをオンにする」 (2.03ページ)
を参照してください。

警告:ディスプレイまたは車両の電気系統
が故障している場合、ドライバーディスプ
レイにメッセージは表示されません。直ち
にマクラーレン代理店にご相談ください。
このような状況での車両の使用は危険で
す。

タコメーター

タコメーターディスプレイは、パワートレイン
およびハンドリングモードがノンアクティブ、
コンフォートまたはスポーツのときにドライバ
ーディスプレイの中央に表示されます。ディス
プレイの赤色の数字はエンジンの最高RPMを
表しています。
パワートレインまたはハンドリングモードでト
ラックを選択すると、タコメーターのスタイル
が選択したモードに合わせて変更されます。「
ディスプレイウィンドウ」(3.15ページ)を参照
してください。

注意:最高RPMは動的であり、特定の条件
下で低下します。例えば、エンジンオイル
が通常の動作温度未満である場合、または
ニュートラルギアが選択されている場合で
す。
注意:エンジンを長時間最高回転数もしく
はそれに近い回転数で動作させないでくだ
さい。最高RPMに達するとエンジンを保
護するために燃料供給が遮断されます。

シフトライト
パワートレインまたはハンドリングモードでト
ラックを選択すると、ドライバーディスプレイ
の上端にシフトライトが表示されます。シフト
ライトは、緑色ブロック、赤色ブロックおよび
青色ブロックの3つのブロックで構成されてい
ます。各ブロックはエンジン回転数が増加する
と点灯します。青色ブロックが点灯するポイン
トを超えてエンジン回転数が増加すると、急加
速できません。
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スピードメーター

「Non-Active（ノンアクティブ）」または
「Comfort（コンフォート）」パワートレイン
およびハンドリングモードの場合、スピードメ
ーターはドライバーディスプレイの中央に表示
されます。
スポーツ、トラックパワートレインまたはハン
ドリングモードが選択されている場合、スピー
ドメーターのスタイルは選択したモードを合わ
せ変更されます。「ディスプレイウィンドウ」
(3.15ページ)を参照してください。

注意:スピードメーターは、単位をマイル
からキロメートルに変更すると、mphか
ら km/hに切り替わります。「速度と距
離」 (4.15ページ)を参照してください。
注意:システムに通信障害がある場合は、
車速は常に「0」と表示されます。障害を
通知するために、ドライバーディスプレイ
に警告メッセージが表示されます。障害発
生時には、状況に合わせた運転を行い、常
に車速に気を配ってください。マクラーレ
ン代理店にお問い合わせください。
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概要

警告:車両が走行中にメニューを操作・閲
覧しようとすると、道路や交通状況に対す
る注意が散漫になり、事故につながるおそ
れがあります。

警告は、ドライバーディスプレイのポップアッ
プウィンドウに表示されます。
保存されているメッセージは、イグニッション
がオンのときは随時見ることができます。「メ
ッセージ」(3.08ページ)を参照してください。

1. ドライバーディスプレイの左側に表示され
る内容は、左コントロールレバーを使用し
て設定します。「カルーセルメニュー」
(3.04ページ)を参照してください。

2. ドライバーディスプレイの中央部分に表示
される情報は、選択したハンドリングモー
ドおよびパワートレインモードによって異
なります。「ディスプレイウィンドウ」
(3.15ページ)を参照してください。

3. ドライバーディスプレイの右側のセクショ
ンに表示される内容は、選択したパワート
レインモードによって異なります。「パワ
ートレインコントロール」(2.22ページ)を
参照してください。

4. 現在選択されているパワートレインモード
は、ドライバーディスプレイの右下部分に
表示されます。「パワートレインコントロ
ール」(2.22ページ)を参照してください。

5. 「時計」 (3.04ページ)
6. 「温度」 (3.04ページ)
7. 現在選択されているハンドリングモード

は、ドライバーディスプレイの左下部分に
表示されます。「ハンドリングコントロー
ル」 (2.21ページ)を参照してください。

時計
現在の時刻が表示されます。詳細については、
「時間と単位」 (4.14ページ)を参照してくださ
い。

温度
警告:表示された温度が氷点よりも高い場
合であっても、路面が凍結している可能性
があります。常に運転スタイルと速度を天
候状況に合わせる必要があります。

温度は現在の外気温です。外気温の変化が表示
されるまでに若干の時差があります。
外気温が3°C（37°F）より下がると低温警告メ
ッセージが表示され、メッセージが表示された
後で温度の表示色が変化します。
外気温が0°C（32°F）より下がると凍結警告が
表示されます。
カルーセルメニュー
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ステアリングコラムの左側にあるコントロール
レバーを使用することにより、メニュー構造を
操作することができます。
以下のカテゴリーが利用可能です。
• 「トリップ情報」 (3.05ページ)
• 「車両ステータス」 (3.06ページ)

メニューのナビゲーション
1. コントロールレバーを上または下に動かし

て（+または -）選択する項目をハイライ
トさせます。

2. レバーを手前に引いて選択した項目に入り
ます。

3. 次に、一覧の中から見たいトピックを選
び、コントロールレバーを上または下に動
かして（+または -）目的のトピックをハ
イライトさせます。

4. 構造内の次のメニューに移動するには、レ
バーを手前に引きます。

5. 各構造の最後に情報または画面の表示があ
り、ここで設定の変更または情報の表示が
できます。

6. 必要な機能の選択または設定を行った場
合、レバーを手前に引いて確定します。

トリップ情報

ドライバーディスプレイには、次のトリップデ
ータを表示できます。
• 「トリップ（開始後）」 (3.06ページ)
• 「トリップ（長期）」 (3.06ページ)

トリップデータをゼロにリセットするには、メ
ニューから必要なオプションを選択し、レバー
を手前（FORWARD）に引いて確定します。
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トリップ（開始後）

今回の走行距離、時間、平均燃料消費量、およ
び平均速度を表示します。
この情報はエンジンのスイッチをオフにして約
2時間以上経過した場合もゼロにリセットされ
ます。

トリップ（長期）

前回のトリップメーターリセット後の走行距
離、時間、平均燃料消費量、および平均速度を
表示します。
オドメーター
オドメーターは各トリップ画面に表示され、車
両が走行した合計距離を表示します。

車両ステータス

概要

「車両ステータス」ランディングページには4
本のタイヤそれぞれの空気圧および温度が表示
されます。白色で表示されている場合、何もす
る必要はありません。アンバー色または赤色の
文字で表示されている場合、速やかにタイヤを
検査し、空気圧を調整してください。
タイヤを点検し、減圧または温度上昇の原因を
確認してください。
「タイヤ空気圧監視システム（TPMS）」(2.34
ページ)を参照してください。
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レバーを手前に引いてさらに以下のオプション
にアクセスします。
• 「メッセージ」 (3.07ページ)
• 「オイルの状態」 (3.07ページ)
• 「バッテリー」 (3.07ページ)
• 「サービス」 (3.08ページ)
• 「車両識別番号」 (3.08ページ)

メッセージ
この画面はログに記録されたエラーメッセージ
がないことを確認します。
ログにエラーが記録されている場合は、この画
面にエラーメッセージとメッセージをスクロー
ルするための矢印が表示されます。

オイルの状態

オイルのレベルを示すゲージがオイル温度とと
もに表示されます。
エンジンオイルレベルの点検方法については、
「エンジンオイル」(6.02ページ)を参照してく
ださい。

バッテリー

バッテリーの充電状態を示すゲージが表示され
ます。
バッテリーを充電するには、「バッテリーの充
電」 (6.15ページ)を参照してください。
エンジンを始動したりバッテリーを充電したり
せずに駐車できる時間の長さについては、「駐
車日数」 (2.02ページ)を参照してください。
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サービス

整備日まで約30日または1,000 km（625マイ
ル）になると、上記画面が表示されます。
それ以降、イグニッションスイッチをオンにす
るたびに、減少していく時間/距離とともにこの
メッセージが表示されます。整備を受けると、
マクラーレン代理店がこの画面をリセットしま
す。
整備の期限を過ぎると、期限を超過した距離が
この画面に表示されます。

車両識別番号
車両識別番号（VIN）を表示します。

メッセージ

ドライバーディスプレイに、オーナーズハンド
ブックを参照するように指示するメッセージが
表示されることがあります。
重大度を示すメッセージとともにアイコンが表
示されます。

操作が必要でない情報。

操作が必要な情報。

低リスクの障害情報。

高リスクの障害情報。

注意:メッセージによっては、特定の機能
で障害が発生していることを示すアイコン
が異なる場合があります。

メッセージによっては、オーナーズハンドブッ
クを参照してください。下記の表は、それらの
メッセージが表示されたときにどうすべきかを
示します。

警告:警告メッセージを無視しないでくだ
さい。適切な対応を怠ると、怪我を負った
り車両が損傷するおそれがあります。
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メッセージ - CoupeおよびSpider

対処法メッセージ

「エアブレーキ」 (2.31ページ)を参照してください。エアブレーキシステムを一時的に利用できませ
ん

「エアブレーキ」 (2.31ページ)を参照してください。エアブレーキが一時的に抑止されました

車両が十分な電圧を供給することができない場合、パワーセービングモードが有効になります。クラ
イメートコントロールとステアリングは低減効果で作動します。「パワーセービングモード」 (2.02
ページ)を参照してください。

バッテリー管理が有効になっています

ブレーキフルードを補充してください。「ブレーキフルード」 (6.08ページ)を参照してください。ブレーキフルードが少なくなっています

この車は極端な条件のもとで走行が行われました。このような条件は、極度の坂道発進や急加速の繰
り返し、急な上り坂での長時間に渡る低速走行によって生じることがあります。その結果、ギアボッ
クスがエンジントルクを制限することがあります。車両を停止し、ニュートラルギアでエンジンを数
分間アイドリングしてください。

クラッチの温度が高すぎます

この車は極端な条件のもとで走行が行われました。このような条件は、極度の坂道発進や急加速の繰
り返し、急な上り坂での長時間に渡る低速走行によって生じることがあります。その結果、ギアボッ
クスがエンジントルクを制限することがあります。車両を停止し、ニュートラルギアでエンジンを数
分間アイドリングしてください。

クラッチ温度が高いです

「クルーズコントロールの使用」 (2.37ページ)を参照してください。現在の走行速度ではクルーズ制御は利用できま
せん

ESCの停止条件が満たされていません。「エレクトロニックスタビリティコントロール（ESC）」
(2.28ページ)を参照してください。

ESCをオフにできません
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対処法メッセージ

ESCの低減条件が満たされていません。「エレクトロニックスタビリティコントロール（ESC）」
(2.28ページ)を参照してください。

ESCを減少できません

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

左前輪タイヤの空気圧が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

左前輪タイヤの温度が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

左前輪タイヤ圧が低くなっています

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

右前輪タイヤの空気圧が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

右前輪タイヤの温度が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

右前輪タイヤの空気圧が低くなっています

「リモコンキーの電池の交換」 (6.30ページ)を参照してください。キーバッテリーの残量が極めて低いです

「リモコンキーの電池の交換」 (6.30ページ)を参照してください。キーバッテリー低残量

「発進コントロール」 (2.24ページ)を参照してください。ローンチモードが中断されました

発進が可能な条件が満たされていません。「発進コントロール」(2.24ページ)を参照してください。ローンチモードを利用できません
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対処法メッセージ

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

左後輪タイヤの空気圧が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

左後輪タイヤの温度が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

左後輪タイヤの空気圧が低くなっています

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

右後輪タイヤの空気圧が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

右後輪タイヤの温度が高すぎます

車両を停止して、ホイールとタイヤを点検してください。「ホイールとタイヤの点検」(6.36ページ)
を参照してください。

右後輪タイヤの空気圧が低くなっています

パワーステアリングフルードを補充してください。「パワーステアリングフルード」(6.07ページ)を
参照してください。

ステアリングフルードが少なくなっています

ガラスウォッシャー液を補充してください。「フロントウィンドウウォッシャー」 (6.09ページ)を
参照してください。

ガラスウォッシャー液が少なくなっています
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メッセージ - Spider のみ

対処法メッセージ

このメッセージは、ルーフが上昇状態で、ルーフまたはバックライトスイッチが下降（開）位置に押
し下げられているときに、トノーカバーを開けた場合に表示されます。スイッチを離してメニューコ
ントロールレバーの「OK」を押すことにより、トノーエリアが空であることを確認し、空でない場
合は、操作中にリトラクタブルルーフまたはバックライトが損傷するおそれがあることを承諾しま
す。該当するスイッチを押すと、ルーフまたはバックライトが下降（開）を始めます。「リトラクタ
ブルルーフ - Spider」 (1.13ページ)、「バックライト - Spider」 (1.17ページ)を参照してください。

トノーが空であることを確認します

このメッセージは、動作に不具合があった場合に表示されます。エレクトロクロミックルーフは操作
できません。マクラーレン代理店にご相談ください。

エレクトロクロミックガラスルーフの故障

このメッセージは、動作に不具合があった場合に表示されます。エレクトロクロミックルーフは操作
できません。マクラーレン代理店にご相談ください。

エレクトロクロミックガラスルーフのスイッチ
故障

このメッセージはルーフが上昇（閉）サイクルを完了したときに表示されます。「リトラクタブルル
ーフ - Spider」 (1.13ページ)を参照してください。

ルーフ閉

このメッセージは、動作に不具合があった場合に表示されます。ルーフは操作できません。マクラー
レン代理店にご相談ください。

ルーフの不具合

このメッセージは、ルーフが収納（開）サイクルを完了したときに表示されます。「リトラクタブル
ルーフ - Spider」 (1.13ページ)を参照してください。

ルーフ開

このメッセージは、ルーフの開/閉サイクルの間に表示されます。「リトラクタブルルーフ-Spider」
(1.13ページ)を参照してください。

ルーフ操作中です
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対処法メッセージ

このメッセージは、トノーカバーが開/閉サイクル中に、中間位置で停止した場合に表示されます。
トノースイッチを、希望する方向に操作してください。「リトラクタブルルーフ-Spider」(1.13ペー
ジ)を参照してください。

ルーフ操作が不完全です

このメッセージは、開/閉サイクル試行時に外気温が-20°C（-4°F）を下回ると表示されます。「ルー
フの動作温度」 (1.14ページ)を参照してください。

ルーフを操作できません
外気温が低すぎます

このメッセージは、ルーフのコントロールユニットがドアの状態を確認できない場合に表示されま
す。ドアのステータスが確認できるまで、ルーフの操作は行えません。マクラーレン代理店にご相談
ください。

ルーフを操作できません
ドアが閉まっています

このメッセージは、車両バッテリーの残量が少なくなったときに表示されます。エンジンを始動し、
バッテリーを充電してください。ルーフスイッチを希望する方向に操作してください。マクラーレン
代理店にご相談ください。

ルーフを操作できません
エンジンの始動が必要です

このメッセージは、開/閉サイクル中に車速が50 km/h（31mph）を超えた場合に表示されます。減
速して、希望する方向にルーフスイッチを操作してください。「リトラクタブルルーフ - Spider」
(1.13ページ)を参照してください。

ルーフを操作できません
車速が速すぎる

このメッセージは、ルーフの電気システムの温度が高くなり過ぎた場合に表示されます。安全に操作
できるレベルにシステムの温度が下がるまで、ルーフは操作できません。マクラーレン代理店にご相
談ください。

ルーフシステムの温度が高すぎます

このメッセージは、トノーが閉サイクルを完了したときに表示されます。「リトラクタブルルーフ -
Spider」 (1.13ページ)を参照してください。

トノー閉

このメッセージは、トノーが開サイクルを完了したときに表示されます。「リトラクタブルルーフ -
Spider」 (1.13ページ)を参照してください。

トノー開
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対処法メッセージ

このメッセージは、トノーカバーの開/閉サイクルの間に表示されます。「リトラクタブルルーフ -
Spider」 (1.13ページ)を参照してください。

トノー操作中です

このメッセージは、トノーカバーが開/閉サイクル中に、中間位置で停止した場合に表示されます。
トノースイッチを、希望する方向に操作してください。「リトラクタブルルーフ-Spider」(1.13ペー
ジ)と「リトラクタブルルーフ - Spider」 (1.13ページ)を参照してください。

トノー操作が不完全です
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ディスプレイウィンドウ

コンフォートモード

ディスプレイウィンドウには、車両のコントロ
ール設定および現在のパフォーマンス値が表示
されます。車両がコンフォートモードの場合、
上図のドライバーディスプレイが表示されま
す。
ドライバーディスプレイの中央部分に表示され
る情報は、選択したモードによって異なりま
す。「スポーツモード」 (3.15ページ)と「ト
ラックモード」(3.15ページ)を参照してくださ
い。

スポーツモード

ディスプレイウィンドウには、車両のコントロ
ール設定および現在のパフォーマンス値が表示
されます。車両がスポーツモードの場合、上図
のドライバーディスプレイが表示されます。
ドライバーディスプレイの中央部分に表示され
る情報は、選択したモードによって異なりま
す。「コンフォートモード」 (3.15ページ)と
「トラックモード」(3.15ページ)を参照してく
ださい。

トラックモード

ディスプレイウィンドウには、車両のコントロ
ール設定および現在のパフォーマンス値が表示
されます。車両がトラックモードの場合、上図
のドライバーディスプレイが表示されます。
ドライバーディスプレイの中央部分に表示され
る情報は、選択したモードによって異なりま
す。「コンフォートモード」 (3.15ページ)と「
スポーツモード」 (3.15ページ)を参照してくだ
さい。
シフトライトの詳細については、「シフトライ
ト」 (3.02ページ)を参照してください。
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ギア位置インジケーター

ギアインジケーターは現在選択しているギア位
置を表示します。ニュートラル、ギア1～7、ま
たはリバース。インジケーターは、オートマチ
ックまたはマニュアルモードが選択されている
かどうかに応じて、「A」または「M」が表示
されます。
車両がスポーツまたはトラックモードの場合、
ギア位置インジケーターはドライバーディスプ
レイの中心に移動してスピードメーターと位置
が換わります。「スポーツモード」 (3.15ペー
ジ)と「トラックモード」 (3.15ページ)を参照
してください。

詳しくは、「マニュアル/オートマチックモー
ド」 (2.18ページ)を参照してください。

ハンドリングおよびパワートレインディス
プレイ

現在選択されているハンドリングモードおよび
パワートレインモードがドライバーディスプレ
イの両側に表示されます。詳しくは、「ハンド
リングとパワートレインコントロール」 (2.21
ページ)を参照してください。
ドライバーディスプレイのレイアウトは、選択
したハンドリングモードおよびパワートレイン
モードに応じて変わります。「ディスプレイウ
ィンドウ」(3.15ページ)を参照してください。
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エレクトロニックスタビリティコントロー
ル（ESC）モードの表示

選択しているエレクトロニックスタビリティコ
ントロールモードを表示します。利用可能な各
種設定に関する詳しい説明は、「エレクトロニ
ックスタビリティコントロール（ESC）」(2.28
ページ)を参照してください。

オイル温度

油温計はドライバーディスプレイの右側にあり
ます。
エンジンを始動するとまず、ゲージの中央の数
字は青色で表示されます。エンジンが暖まるに
つれて、その色は標準温度を示す白色に変化し
ます。
数字が赤色に変わると、高温であることが示さ
れます。
ゲージが高温の赤色を示した場合は、標準温度
になるまで減速してください。温度が上昇を続
けた場合、ドライバーディスプレイに警告メッ
セージが表示されます。

安全に速やかに車両を停止し、直ちにマクラー
レン代理店にご連絡ください。
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水温

水温は、ドライバーディスプレイの右側にカラ
ーゲージ形式で表示されます。
エンジンを始動するとまず、ゲージの中央の数
字は青色で表示されます。エンジンが暖まるに
つれて、その色は標準温度を示す白色に変化し
ます。
数字が赤色に変わると、高温であることが示さ
れます。
ゲージが高温の赤色を示した場合は、標準温度
になるまで減速してください。温度が上昇を続
けた場合、ドライバーディスプレイに警告メッ
セージが表示されます。

安全に速やかに車両を停止し、マクラーレン代
理店にご連絡ください。

燃料残量および範囲

燃料残量
燃料残量は、ドライバーディスプレイの右側に
ゲージ形式で表示されます。
到達可能距離（燃料）
到達可能距離は、次回の給油が必要になるまで
の予想航続距離です。

注意:トラックモードを選択すると、到達
可能距離の値が%で表示されます。
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著作権

McLaren Automotiveは本書で取り扱われるシ
ステムを常時更新しています。このため、いつ
でも予告なしに仕様を変更する権利を留保しま
す。
本書で提供される情報はすべて正確なものとな
るように最大限の努力が払われていますが、
McLaren Automotiveまたはその販売店は不正
確な情報またはそれに生じる結果に対して、当
事者の怠慢によって生じた人的傷害を除く一切
の責任を負いません。

補足情報

Wi-Fi 商標の所有権は「Wi-Fi アライアンス」事
業者団体に帰属します。メーカーは、自社認定
製品が IEEE 802.11規格に基づくWLAN（無線
ローカルエリアネットワーク）デバイスクラス
に属することを示すために、「Wi-Fi」商標を使
用する場合があります。
Bluetooth®ワードマークとロゴはBluetooth®
SIG Inc. の所有物であり、McLaren Automotive
Ltd.はこれらのマークをライセンスの下に使用
しています。Bluetooth QDID:B019632、
B017641、B017642。
他の商標および商品名はそれぞれの所有者の商
標および商品名です。

システムコントロール

イグニッションをオンにすると、マクラーレン
インフォテイメントシステム（MIS）が起動し、
利用可能であれば、前回使用していたオーディ
オソースが再開されます。
1. ホーム（「アプリ」 (4.03ページ)）
2. 「通知と設定」 (4.03ページ)
3. ホーム（「ウィジェット」(4.03ページ)）
4. 「クライメートコントロール」 (5.04ペー

ジ)
5. 「ホームと音量」 (4.04ページ)
6. 「アプリ」 (4.03ページ)
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ホーム画面
MISには 2つのホーム画面があります。
• 「アプリ」 (4.03ページ)
• 「ウィジェット」 (4.03ページ)

アプリ

アプリ画面には、MISで使用可能なすべてのア
プリケーションが表示されます。

使用可能なアプリケーションにアクセスす
るには、「ホーム」ボタンを押すか、「ア

プリ」アイコンにタッチします。

• 「メディア」 (4.18ページ)

• 「電話」 (4.25ページ)
• 「ナビゲーション」 (4.32ページ)
• 「オーディオ」 (4.35ページ)
• 「ムードライト」 (5.10ページ)
• 「可変ドリフトコントロール（VDC）」

(2.29ページ)

ウィジェット

ウィジェット画面には、MISで現在動作してい
るアプリが表示されます。これらの対話式アイ
コンはウィジェットと呼ばれます。ウィジェッ
トを長押ししてからドラッグし、表示順序を変
更します。

ウィジェット画面にアクセスするには、「
ホーム」ボタンを押して「ウィジェット」

アイコンにタッチします。

通知と設定

MIS画面上部の通知バーを下にスワイプして、
通知と設定のショートカットにアクセスしま
す。
1. 接続されているデバイスのステータス、通

話履歴、進行中の通話などの通知が通知領
域に表示されます。通知をタッチして、対
応するアプリケーション（電話など）を起
動します。
通知は左にスワイプすることで破棄できま
す。
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2. タッチして、MISのオーディオ設定を表示
および調整します。
「オーディオ」 (4.35ページ)を参照して
ください。

3. MIS画面の輝度を上げるには、「+」アイ
コンにタッチし、下げるには「-」アイコ
ンにタッチします。画面の輝度は、バーに
沿って左右にスワイプして調整することも
できます。

4. タッチして車両、ドライバーディスプレ
イ、およびMISの使用可能な設定を表示
し、調整します。
「設定」 (4.06ページ)を参照してくださ
い。

5. タッチしてオーナーズハンドブックの電子
版を起動します。「電子ユーザーマニュア
ル」 (.3ページ)を参照してください。

6. タッチして、再生中のオーディオをミュー
ト/ミュート解除します。

7. タッチして、夜間モードのオンとオフを切
り替えます。夜間モードが有効なときに
は、MIS画面のメイン部分が黒くなりま
す。標準表示に戻るには、ディスプレイの
任意の場所をタッチします。

ホームと音量

MISをオンにするには、「ホーム」ボタン
を押します。

MISがアクティブになっているときに、ボタン
を短く押すと、システムのどの画面からでもホ
ーム画面に戻ります。
現在アプリのホーム画面を表示している場合
は、ボタンを短く押すとウィジェットのホーム
画面に移動します。
ウィジェットのホーム画面を表示している場合
は、ボタンを短く押すとアプリのホーム画面に
移動します。

現在別のアプリケーションを使用している場合
は、ボタンを短く押すと、最近使用したアプリ
またはウィジェットのホーム画面に移動しま
す。
車両のイグニッションがオフのときにMISを使
用するには、「ホーム」ボタンを1秒間押した
ままにして、タイマーモードにアクセスしま
す。このモードでは、ユーザーが延長しない限
り、MISは 15分後にシャットダウンします。

音量を上げるにはコントロールを時計回りに回
し、音量を下げるには反時計回りに回します。
音量コントロールを使用して、現在アクティブ
なソースの音量を設定します。アクティブなソ
ースの名前は画面に表示されます。
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設定した音量を示す水平バーが画面に短時間表
示されます。 アイコンにタッチしてビューを
展開し、使用可能な他のオーディオソースの音
量にアクセスします。必要に応じてバーをタッ
チしてドラッグし、使用可能なオーディオソー
スの音量を調整します。
MISサウンドがミュートされている場合、いず
れかの方向に音量コントロールを回すとサウン
ドは回復します。

注意:音量コントロールのツマミを回して、
音量を調整できます。一時的なオーディオ
ソースの場合（電話呼び出しなど）、その
ソースがアクティブなときに音量を調整で
きます。

ステータスバー
特定のシステムが作動しているとき、または機
能がアクティブになっているときに、多くのア
イコンが画面上部に表示されます。

電話の信号強度インジケーター。

接続されているデバイスのバッテリーレベ
ルステータス。
Wi-Fi の信号強度インジケーター

メディアミュート。

Apple CarPlayがアクティブ。
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概要

マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）画面上部の通知バーを下にスワイプして、設
定ショートカットにアクセスするか、MISアプ
リホーム画面のアイコンにタッチします。

設定画面から以下の項目を選択できます。
• 「接続」 (4.06ページ)
• 「照明」 (4.08ページ)
• 「コンビニエンス」 (4.08ページ)
• 「アシスタンス」 (4.10ページ)
• 「タイヤ」 (4.11ページ)
• 「ナビゲーション」 (4.12ページ)

• 「メディア」 (4.12ページ)
• 「セキュリティ」 (4.12ページ)
• 「時間と単位」 (4.14ページ)
• 「システム」 (4.16ページ)

注意:車両の仕様に応じて利用可能な設定
が異なる場合があります。

接続

以下の接続設定を使用できます。
• 「Bluetooth」 (4.07ページ)
• 「Wi-Fi」 (4.07ページ)
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Bluetooth

画面上のスイッチにタッチすると、機能の「オ
ン」と「オフ」が切り替わります。
Bluetooth®をオンにすると、ペアリング済みの
デバイス、現在接続されているデバイス、およ
び範囲内で検出可能に設定されているその他の
利用可能なデバイスのリストが表示されます。
「スキャン」にタッチして、利用可能なデバイ
スのリストを更新します。
Bluetooth®デバイスの接続に関する詳細につい
ては、「デバイスのペアリング/接続」 (4.26
ページ)を参照してください。

Wi-Fi

「Wi-Fi」または「MobileWi-Fi（モバイルWi-Fi
）」を選択し、接続先の適切なWi-Fi ネットワ
ークを選択します。

注意:モバイルWi-Fi ネットワークに接続
すると、ライブトラフィックのアップデー
トが有効になります。
注意:モバイルWi-Fi ネットワークに接続
している間に使用されたモバイルデータに
ついては、お客様が契約している携帯電話
会社から請求される場合があります。

画面上のスイッチにタッチすると、機能の「オ
ン」と「オフ」が切り替わります。

Wi-Fi をオンにすると、現在接続されているネ
ットワークと、範囲内にあるその他の利用可能
なネットワークが表示されます。
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照明

乗車および降車照明
乗車前/降車後ライトは、車両がロック解除およ
びロックされているときにエクステリアランプ
を点灯させます。これらの機能を有効にするに
は、それぞれの時間を15秒、30秒、45秒、ま
たは 60秒に設定します。無効にするには、「
オフ」を選択します。
スイッチ照明
この機能を使用して、スイッチ照明の輝度を調
整できます。1~7の範囲から必要なレベルを選
択します。

フットウェルおよび車内灯
フットウェルおよび車内灯は、必要に応じて「
オン」または「オフ」に設定できます。

注意:車両にムードライトが設定されてい
る場合、フットウェルおよび車内灯設定は
使用できません。

コンビニエンス

以下のコンビニエンス設定を使用できます。
• 「自動折りたたみミラー」 (4.09ページ)
• 「乗車/降車快適機能」 (4.09ページ)
• 「歓迎イベント」 (4.09ページ)
• 「ワイパーモード」 (4.09ページ)
• 「ワイパー感度」 (4.09ページ)
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自動折りたたみミラー
「オン」を選択した場合、車両をロックすると
外部ミラーが折りたたまれ、ドアを開けると展
開されます。「オフ」を選択した場合、ミラー
は走行位置のままとなります。
乗車/降車快適機能
自動シートスライドが「オン」のときは、エン
ジンをオフにして運転席ドアを開くと、運転席
シートが後ろいっぱいまで移動し高さが最低位
置になり、ステアリングホイールが内側に移動
し最高位置になります。
自動シートスライドが「オフ」の場合、運転席
シートおよびステアリングホイールの位置は移
動しません。
歓迎イベント
「歓迎イベント」にタッチすると、起動アニメ
ーションの「オン」と「オフ」が切り替わりま
す。

ワイパーモード

「自動」または「時間指定」を選択します。
「自動」を選択すると、自動位置でのワイパー
の動作は雨滴センサーによって制御されます。
雨滴センサーの感度の調整方法については、「
ワイパー感度」 (4.09ページ)を参照してくださ
い。
「時間指定」を選択すると、自動位置でのワイ
パーの動作は間欠ワイパーになります。

ワイパー感度

ワイパー動作の好みに合わせて感度レベルを選
択します。この設定は雨滴センサーの感度レベ
ルに適用され、断続的なワイパー作動時間の遅
延には影響しません。
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アシスタンス

以下のアシスタンス設定が使用できます。
• 「緊急ハザードライト」 (4.10ページ)
• 「ダイナミックベンディングライト」(4.10

ページ)
• 「パフォーマンス」 (4.10ページ)
• 「駐車場」 (4.10ページ)
• 「リバースミラーディップ」(4.10ページ)
• 「速度アシスト」 (4.11ページ)

緊急ハザードライト
「緊急ハザードライト」にタッチすると、機能
の「オン」と「オフ」が切り替わります。
この機能をオンにすると、急ブレーキをかけた
ときに車両のハザードランプが自動的に点灯し
ます。
ダイナミックベンディングライト
ダイナミックベンディングライトは、コーナリ
ング時にビームを調整し、進行方向を明るく照
らします。この機能を有効にするにはダイナミ
ックベンディングライトを「オン」に設定し、
無効にするには「オフ」を選択します。
パフォーマンス
ギアシフトモード（PSC）は音が鳴るシフトイ
ンジケーターで、マニュアルギアボックスモー
ドでフルスロットルの加速中に、最適なパフォ
ーマンスを維持するためにシフトアップが必要
になると音を鳴らして知らせます。
「パフォーマンスシフトキュー」にタッチする
と、機能の「オン」と「オフ」が切り替わりま
す。

駐車場
カメラのガイドライン
ライブビデオ画像には、ガイドラインが表示さ
れます。このガイドラインは車両後部と障害物
の距離を測るためのガイドとして使用できま
す。「カメラのガイドライン」にタッチする
と、機能の「オン」と「オフ」が切り替わりま
す。
リバースミラーディップ

「オフ」 -リバースギアにシフトしてもミラー
ディップは行われません。
「両側」 -リバースギアにシフトすると両方の
ミラーが下向きになります。
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「助手席側」 -リバースギアにシフトとすると
助手席側のミラーが下向きになります。
リバースギアへのシフトに連動したミラーのデ
ィップ量を設定するには:
1. イグニッションスイッチをオンにします。
2. クラスターのミラーディップセクションで

「両側」または「助手席側」を選択しま
す。

3. ブレーキペダルを踏んでリバースギアにシ
フトします。

4. 設定したい位置にミラーを調整します。「
外部ミラー」(1.40ページ)を参照してくだ
さい。

5. ギアをリバース以外にします。
次にリバースギアにシフトしたときには、車両
が自動的にミラーを事前に設定したオフセット
分だけ標準位置から移動させます。
速度アシスト
「速度制限表示」を「オン」に設定したとき
は、現在の道路の速度制限が取得できる場合
は、それがドライバーディスプレイに表示され
ます。
「速度制限表示」にタッチすると、機能の「オ
ン」と「オフ」が切り替わります。

タイヤ

これは、フロントおよびリアタイヤのサイズ、
推奨冷間時空気圧（RCP）、および高速RCPを
示しています。
詳しくは、「ホイールおよびタイヤサイズ」
(7.08ページ)および「冷えたタイヤの空気圧」
(7.10ページ)を参照してください。

アイコンをタッチすると、車両に装着され
ているタイヤのタイプが更新されます。詳

しくは「タイヤの種類」 (4.11ページ)を参照し
てください。
トラックタイヤ空気圧については、「トラック
モード」 (2.36ページ)を参照してください。

タイヤの種類

この画面は、使用できるすべてのタイヤのタイ
プを表示します。車両に装着されているタイヤ
を選択してください。
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ナビゲーション

以下のナビゲーション設定を使用できます。
• 自動ルート再探索
• 回避
• 視覚的な警告
• トラフィックフローを表示
• トラフィックイベントを表示
• GPS速度を表示
• マップのバージョン

メディア

以下のメディア設定を使用できます。
• 「FM」 (4.12ページ)

FM

交通アラート（TA）は、ラジオおよびメディア
再生に割り込み、ドライバーに交通状況を知ら
せます。「交通アラート」にタッチすると、機
能の「オン」と「オフ」が切り替わります。

セキュリティ

以下のセキュリティオプションを利用できま
す。
• 「キーレスエントリー」 (4.13ページ)
• 「キーレスイグジット」 (4.13ページ)
• 「自動ドアロック」 (4.13ページ)
• 「ドアロック解除」 (4.13ページ)
• 「バレットモード」 (4.13ページ)

4.12

センターディスプレイ
設定



キーレスエントリー
キーレスエントリーを使用すると、車両に近づ
くだけで車両のロックを解除し、アラームシス
テムを解除することができます。使用者がリモ
コンキーを身に着ける、あるいはバッグなど非
金属製のものに入れて携帯していれば、ほかに
必要なものはありません。キーを外に出す必要
も操作する必要もありません。リモコンキーが
ドアから1.2 m（3フィート11インチ）以内に
ある場合、車両のロックは解除され、アラーム
システムも解除されます。「キーレスエントリ
ー」 (1.02ページ)を参照してください。
リモコンキーがロック解除ゾーンで検出され、
フラップが押されると、給油口フラップもロッ
ク解除されます。およびを参照してください。
「燃料の給油」 (2.45ページ)
「キーレスエントリー」にタッチすると、機能
の「オン」と「オフ」が切り替わります。
キーレスイグジット
キーレスエントリーを使用すると、車両から歩
いて離れるだけで車両をロックしてアラームを
設定できます。使用者がリモコンキーを身に着
ける、あるいはバッグなど非金属製のものに入
れて携帯していれば、ほかに必要なものはあり
ません。キーを外に出す必要も操作する必要も
ありません。リモコンキーが車両から5m（16
フィート5インチ）以上離れると、車両がロッ
クされアラームが設定されます。「キーレスエ
ントリー」(1.02ページ)を参照してください。

「キーレスイグジット」にタッチすると、機能
の「オン」と「オフ」が切り替わります。
自動ドアロック
購入時の車両は自動ドアロックが「オン」に設
定されています。
この車のドアは走行を開始すると自動的にロッ
クされます。
この機能を無効にするには、「オフ」を選択し
ます。ドアは手動でロックしない限り走行を開
始した後もロックされません。
ドアロック解除

「運転席側」を選択した場合は、リモコンキー
またはドアボタンで車両のロックを解除する
と、運転席ドアのロックのみが解除されます。
「両側」を選択した場合は、リモコンキーまた
はドアボタンで車両のロックを解除すると、両
方のドアのロックが解除されます。
「運転席側」または「両側」のどちらを選択し
ても、すべてのドアがロックされます。
バレットモード

バレーモードをオンにすると、車速は55 km/h
（35mph）に制限され、アクティブダイナミク
スパネルは無効になり、ラゲッジルームはロッ
クされたままになり、ドライバーディスプレイ
に確認メッセージが表示されます。
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バレーモードを切り替えるには、「バレーモー
ドを設定する」を選択した後、PINコードを入
力する必要があります。
オンスクリーンキーパッドを使用して、4桁の
PINコードを入力し、「決定」にタッチして確
定します。番号を入力するたびに、番号がアス
タリスクで表示されます。
工場で設定されたPINコードは 0000です。初
めてバレットモードをオンにする場合は、この
PINコードを使用します。このPINコードはで
きるだけ早い機会に変更してください。
「PINコード変更」を選択し、オンスクリーン
キーパッドを使用して古いPINコードを入力
し、続けて新しいPINコードを入力し、「決
定」にタッチして確定します。
バレットモードが「オン」の場合は、PINコー
ドを入力してバレットモードをオフに切り替え
ます。

時間と単位

以下の時間と単位の設定を使用できます。
• 「時刻形式」 (4.14ページ)
• 「時刻調整」 (4.15ページ)
• 「速度と距離」 (4.15ページ)
• 「燃料消費」 (4.15ページ)
• 「温度」 (4.16ページ)
• 「圧力」 (4.16ページ)

時刻形式

12時間形式では「12時間」または24時間形式
では「24時間」を選択します。

4.14

センターディスプレイ
設定



時刻調整

画面上のコントロールを使用して、時刻と日付
を手動で調整します。

速度と距離

「km」または「mi」を選択します。

燃料消費

「L/100km」、「km/L」、「mpg(UK)」、ま
たは「mpg(US)」を選択します。
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温度

「華氏」または「摂氏」を選択します。

圧力

「kPa」、「PSI」、または「Bar」を選択しま
す。

システム

以下のシステム設定を使用できます。
• 「言語」 (4.17ページ)
• 「法律情報」 (4.17ページ)
• 「工場出荷時の設定に復元」(4.17ページ)
• 「すべてのデータと設定の消去」 (4.17

ページ)
• 「VIN」 (4.17ページ)
• 「システムバージョン」 (4.17ページ)
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言語

リストから使用する言語を選択します。
法律情報
このオプションを選択すると、車両やマクラー
レンインフォテイメントシステム（MIS）に関
する使用可能な法律情報が表示されます。

工場出荷時の設定に復元

「はい」を選択すると、車両およびMISのすべ
ての設定が工場出荷時の設定にリセットされま
す。

すべてのデータと設定の消去

「はい」を選択すると、すべてのユーザーデー
タが消去され、車両およびMISのすべての設定
が工場出荷時の設定にリセットされます。
VIN
車両識別番号（VIN）を表示します。「車両識
別番号（VIN）」 (7.03ページ)を参照してくだ
さい。
システムバージョン
マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）にインストールされているソフトウェアのバ
ージョンを表示します。
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概要

メディアプレーヤーの機能は、マクラーレンイ
ンフォテイメントシステム（MIS）のアプリの
ホーム画面またはウィジェットのホーム画面の
「メディア」アイコンにタッチするとアクセス
できます。
「メディア」を選択して、使用可能なオーディ
オソースにアクセスします。

オーディオソース

音楽デバイスがUSBポートおよびBluetooth®
に接続されている場合、すべてのソースが画面
に表示され、それぞれの記号が画面の上部に表
示されます。
サポートされているメディアデバイス
現在の互換性あるメディアデバイスのリストに
ついては、マクラーレン代理店にご相談くださ
い。

サポートされているメディアファイル
メディアシステムでは、以下の形式とエンコー
ディングを組み合わせたファイルを再生できま
す。
オーディオ:
• MP3
• AAC
• WMA
• OGG Vorbis
• AC3
• AMR
• FLAC
• WAV
• AIFF
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メディアコントロール

内部ストレージまたは接続デバイスから再生さ
れる音楽は、マクラーレンインフォテイメント
システム（MIS）タッチスクリーンを使用して
操作できます。
音楽の再生が始まると、アーティスト名、アル
バムのタイトル、曲のタイトルが画面に表示さ
れます。曲に関連するアートワークがあれば、
それらも表示されます。アートワークがない場
合は音符の画像が表示されます。

を1回タッチすると、次の曲にスキップし
ます。 アイコンを1回タッチすると、

現在の曲の先頭にスキップします。2回タッチ
すると、1つ前の曲にスキップします。

曲を一時停止するには、 アイコンをタッチし
ます。再生を再開するには、 アイコンをタッ
チします。画面をタップすることで、曲を一時
停止または再開することもできます。

現在選択している音楽をランダム再生する
には、アイコンを押します。ランダムが

アクティブの場合、アイコンはアンバー色にな
ります。

アイコンを押して、使用可能なリピートオ
プションを切り替えます。

• リピートオフ。
• 1曲リピート -現在再生中の曲を繰り返し

ます。
• 全曲リピート-現在のプレイリストにある

すべての曲を繰り返します。
アイコンが変化して、どのリピートオプション
がアクティブであるかを表示します。

注意:この機能は、Bluetooth®デバイスで
は使用できません。

外部デバイスへの接続

2つのUSBソケットは、センターコンソール収
納ボックスの内側にあります。
センターコンソールを開き、必要に応じてUSB
デバイスを接続します。
1. USB-Cソケット
2. USB-Aソケット
USBソケットを使用すると、USBフラッシュド
ライブ、iPodなどの互換性のあるMP3プレー
ヤーを接続できます。

注意: USB-Cソケット（1）はApple
CarPlay® に使用してください。
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これらのソケットは、互換性のある携帯電話や
メディアデバイスを充電するために使用するこ
ともできます。
走行前に、センターコンソールが閉じているこ
とを確認します。
Bluetooth®デバイスの接続に関する詳細につい
ては、「デバイスのペアリング/接続」 (4.26
ページ)を参照してください。

USBおよび iPod

USBデバイスを接続します。詳しくは、「外部
デバイスへの接続」 (4.19ページ)を参照してく
ださい。
「メディア」画面から、USBを選択します。

注意:デバイスに取り付けられた内部バッ
テリーはUSBポートを介して充電されま
す。

• すべての曲
• アーティスト
• アルバム
• ジャンル

• フォルダ
聞きたいフォルダまたはプレイリストを参照
し、再生を開始する曲を選択します。

にタッチしてオンスクリーンキーボードを
使用し、オーディオファイルを検索しま

す。

ストレージへのコピー
コピー機能を使用して、音楽ファイルをUSB機
器からストレージにコピーします。

1. コピーするトラックまたはフォルダを長押
しします。
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2. コピーする他のトラックまたはフォルダを
選択するか、 にタッチして現在のリス
トのすべてのアイテムを選択します。

3. にタッチして、選択したファイルを
コピーします。

4. 目的のフォルダを選択するか、 にタッ
チして新しいフォルダを作成します。

5. 「貼り付け」にタッチしてアイテムを貼り
付けます。

ストレージ

「Media（メディア）」画面から、ストレージ
を選択します。
聞きたいフォルダまたはプレイリストを参照
し、再生を開始する曲を選択します。
ファイルのインポート
ファイルは接続されたUSBデバイスからインポ
ートできます。「ストレージへのコピー」(4.20
ページ)を参照してください。
ストレージの消去

1. 消去するトラックまたはフォルダを長押し
します。

2. 消去する他のトラックまたはフォルダを選
択するか、 にタッチして現在のリスト
のすべてのアイテムを選択します。

3. にタッチして選択したファイルを消
去します。

4. 選択したアイテムを削除することを確定し
ます。

名前の変更

1. 名前を変更するトラックまたはフォルダを
長押しします。

2. にタッチしてメニューを開きます。
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3. 「名前の変更」を選択し、新しい名前を入
力します。

4. 「OK」にタッチして新しい名前を確定し
ます。

移動またはコピー

1. 別のフォルダに移動またはコピーするトラ
ックまたはフォルダを長押しします。

2. 移動またはコピーする他のトラックまたは
フォルダを選択するか、 にタッチして
現在のリスト内のすべてのアイテムを選択
します。

3. にタッチしてメニューを開きます。

4. 目的のフォルダを選択するか、 にタッ
チして新しいフォルダを作成します。

5. 「貼り付け」をタッチして選択したフォル
ダにアイテムを移動またはコピーします。

Bluetoothオーディオ

Bluetooth®デバイスを接続します。詳しくは、
「デバイスのペアリング/接続」 (4.26ページ)
を参照してください。
「メディア」画面から、Bluetoothオーディオ
ソースを選択します。
接続されているBluetooth®デバイスによって
は、音楽の再生が自動的に開始される場合があ
ります。
音楽の再生が自動的に開始されない場合は、デ
バイス本体で再生を選択します。
音楽の再生中は、 Bluetooth®記号が画面の上
部に表示されます。
音量は、マクラーレンインフォテイメントシス
テム（MIS）を使用して調整できます。詳しく
は、「システムコントロール」 (4.02ページ)を
参照してください。
音量は取り付けられているデバイスの出力レベ
ルとMISレベルによって変化します。
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ラジオ

マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）メディア画面でラジオ機能の1つを選択する
とラジオが起動し、以前に選択したラジオ局に
同調します。
• 「DAB/FM」 (4.23ページ)

現在選択されている周波数帯は、画面上部に表
示されます。
DAB/FM
このラジオでは、受信可能なラジオ局のデジタ
ルDAB信号とアナログFM信号を受信できま
す。
選択した局から発信されているDAB信号の質が
低下するか失われた場合、システムはDAB信号
を再び受信できるまで関連するFM局の再生を
試行します。

ラジオコントロール

放送局は、手動チューニングで選択するか、お
気に入りを選択します。周波数は、可能な場合
は放送局名とともに画面に表示されます。

注意:放送局の周波数が変更された場合は、
お気に入りプリセットを再度設定する必要
があります。

前または次の利用可能な局に自動的にチューニ
ングするには、 または アイコンをタッチ
します。

放送局をお気に入りとして保存するには、
アイコンをタッチします。

アイコンにタッチすると、ラジオがミュー
トされます。

「スキャン」にタッチし、利用可能なラジオ局
をスキャンします。
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ラジオデータシステム（RDS）

RDSは、デジタルデータをFM信号と同時にラ
ジオ受信機に送信できるシステムです。
交通アラート（TA）
交通アラートは、ラジオおよびメディア再生に
割り込み、ドライバーに交通状況を知らせま
す。
TAは、「設定」メニューで「オン」と「オフ」
を切り替えることができます。詳しくは、
「FM」 (4.12ページ)を参照してください。

Apple CarPlay

互換性のあるAppleiPhone®をお持ちの場合は、
マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）からApple CarPlay® を使用できます。
Bluetooth®（「デバイスのペアリング/接続」
(4.26ページ)を参照）またはセンターコンソー
ル収納ボックスにあるUSB-Cソケット（「外部
デバイスへの接続」 (4.19ページ)を参照）を使
用して、互換性のあるApple製デバイスを接続
します。
互換性のあるデバイスが接続されている場合
は、左側レバーの端にあるボタンを押し、デバ
イスの音声アシスタントをアクティブにしま
す。「音声認識」 (4.37ページ)を参照してくだ
さい。
Apple CarPlay®の使用法の説明については、以
下を参照してください。
https://support.apple.com/en-gb/HT205634
Apple CarPlay®の詳細については、以下を参照
してください。
https://www.apple.com/uk/ios/carplay/
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概要

マクラーレンインフォテイメントシステム
（MIS）を使用すると、Bluetooth®を使用

して携帯電話を接続することにより、安全にハ
ンズフリーで電話をかけたり受けたりすること
ができます。
接続すると電話に保存された連絡先や通話履歴
にアクセスできます。
MISでは、会議通話を行うこともできます（接
続した電話が対応している場合）。ただし、会
議通話を開始することはできません。

警告:運転中、電話に気を取られないよう
注意してください。事故につながる恐れが
あります。

安全上の注意事項
警告:車両の移動中は決して電話の操作を
行わないでください。気を取られて事故に
つながる恐れがあります。
警告:電話は常に安全な場所に保管してく
ださい。安全な場所に保管されていない物
体は、事故の際に急激に移動して危険が生
じる場合があります。

警告:爆発の危険性が高いエリアでは、必
ず電話の電源を切ってください。爆発の危
険性が高いエリアには、ガソリンスタン
ド、燃料倉庫のエリア、化学薬品工場、ま
た大気に燃料蒸気、化学薬品、金属粉塵な
どが含まれるエリアがあります。
電話の使用中は、心臓ペースメーカーや補
聴器が正常に作動しない場合があります。
医師または機器のメーカーに確認し、この
ような機器を使用している人が高周波エネ
ルギーから十分に保護されるようにしてく
ださい。

干渉を避けるため、携帯電話と心臓ペースメー
カーの間は少なくとも15 cm（6インチ）空け
ることを推奨します。
Bluetooth®
Bluetooth®は、電子機器間でのワイヤレス通信
を可能にする短距離無線周波（RF）技術です。
互換性のあるBluetooth®搭載電話をMISと連
動させて使用することができます。
MISシステムはBluetooth® Hands-Free Profile
1.6（HFP 1.6）に対応しています。システムに
接続されている携帯電話がこのプロファイルに
も対応している場合、バッテリーメーターや信
号強度が画面に表示されることがあります。

携帯電話は、操作する前にMISとペアリングさ
れ、接続されている必要があります。詳しく
は、「デバイスのペアリング/接続」(4.26ペー
ジ)および「電話の接続」(4.26ページ)を参照し
てください。
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デバイスのペアリング/接続

1. 初期設定では、Bluetooth®はオンになり、
マクラーレンインフォテイメントシステム
（MIS）は「検索可能」モードになりま
す。Bluetooth®がオンでない場合は手動
でオンにします。「Bluetooth」(4.07ペー
ジ)を参照してください。

2. 携帯電話を使用するには、Bluetooth®機
器の検索機能を選択します。
注意:電話によっては、これを「ペアリン
グされた新しいデバイス」と呼ぶ場合もあ
ります。正しい記述については、電話の操
作説明書を参照してください。

3. 利用可能なデバイスのリストから「MIS」
を選択します。

4. MISはパスキーを表示します。

5. 「はい」を選択し、MISに表示されている
パスキーが電話に表示されているパスキー
と一致することを確認します。

6. 電話で「ペアリング」を選択します。
7. Bluetooth®によるインターネット接続の

共有に対応しているデバイスをペアリング
するときに、デバイスがインターネットア
クセスに使用するアクセスポイント名
（APN）を選択しなければならない場合が
あります。
デバイスと契約に応じてオプションを選択
します。
電話の設定を使用すると、Bluetooth®に
よるインターネット共有は無効にできま
す。

8. 一度電話をMISとペアリングして接続する
と、電話が検出範囲内に入った場合は常に
自動的に接続されます。

9. 自動的に接続されない場合は、携帯電話の
コントロールを使用して手動でMISに接続
する必要があります。

追加デバイスのペアリング
追加デバイスを接続する手順は、最初の電話を
ペアリングしたときと同じです。「デバイスの
ペアリング/接続」 (4.26ページ)を参照してく
ださい。
MISには最大15台のデバイスをペアリングする
ことができますが、一度に接続できるのは2台
のみです。

注意:最大数のデバイスがすでにMISに接
続されている場合、追加のデバイスのペア
リングはできますが、接続はできません。
元のデバイスはMISに接続されたままに
なります。

電話の接続
ペアリングした電話がすでにある場合、その電
話が検出範囲内に入ると、他のデバイスが接続
されていなければMISは自動的にその電話を再
接続します。

注意:電話によっては、手動で接続しなけ
ればならないものもあります。
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電話によっては、接続を毎回認証する必要
があるものもあります。これを避けるに
は、電話の既知のデバイスリストでMISを
「承認済み」に設定します。

MISまたは車両の電源がオフになると電話は切
断されます。車両またはMISの電源を再びオン
にすると、数秒後に自動的に再接続されます。

電話をかける

電話をかける方法は、以下のように複数ありま
す。
電話アプリケーションに切り替えるには、マク
ラーレンインフォテイメントシステム（MIS）
アプリのホーム画面またはウィジェットのホー
ム画面の「電話」アイコンにタッチします。

キーボードを使用

1. 電話画面で、 アイコンにタッチします。
2. オンスクリーンキーパッドを使用して電話

番号を入力できます。
番号または数字の入力を間違えた場
合は、アイコンにタッチすると最後
に入力した数字が削除されます。

3. 画面にすべての番号が表示された
ら、アイコンにタッチして通話を開
始します。

注意:ダイヤル中は連絡先記号の周りの円
が黄色になり、通話が接続されると緑色に
変わります。
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4. 「通話を終了」または電話ボタンにタッチ
すると、ダイヤル中に発信をキャンセルで
きます。
注意:通話中は、メディアやラジオのサウ
ンドはミュートになります。

連絡先の使用

1. 電話画面で、「連絡先」タブにタッチしま
す。

2. 連絡先が表示されたら、リストをスクロー
ルして特定の人物を探すことができます。

3. 連絡先を選択すると、その連絡先のすべて
の電話番号が表示されます。目的の電話番
号にタッチして通話を開始します。

注意:ダイヤル中は連絡先記号の周りの円
が黄色になり、通話が接続されると緑色に
変わります。

4. 「通話を終了」または電話ボタンにタッチ
すると、ダイヤル中に発信をキャンセルで
きます。
注意:通話中は、メディアやラジオのサウ
ンドはミュートになります。

通話履歴の使用

1. 電話画面で、「最近の通話」タブにタッチ
します。

2. 通話記録のリスト（発信、不在着信、着信
）が、一番新しい通話記録を一番上に日付
順に表示されます。

3. 目的の連絡先にタッチして通話を開始しま
す。
注意:ダイヤル中は連絡先記号の周りの円
が黄色になり、通話が接続されると緑色に
変わります。

4. 「通話を終了」または電話ボタンにタッチ
すると、ダイヤル中に発信をキャンセルで
きます。
注意:通話中は、メディアやラジオのサウ
ンドはミュートになります。
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お気に入り

1. 電話画面で、「お気に入り」タブにタッチ
します。

2. お気に入りの連絡先のリストが表示されま
す。

3. 目的の連絡先にタッチして通話を開始しま
す。
注意:ダイヤル中は連絡先記号の周りの円
が黄色になり、通話が接続されると緑色に
変わります。

4. 「通話を終了」または電話ボタンにタッチ
すると、ダイヤル中に発信をキャンセルで
きます。

注意:通話中は、メディアやラジオのサウ
ンドはミュートになります。

通話を受信

着信通話があると、電話に保存されてMISと同
期されている発信者の詳細がマクラーレンイン
フォテイメントシステム（MIS）に表示されま
す。

通話を受けるには、緑色のアイコンにタ
ッチします。
通話を拒否するには、赤色のアイコンに
タッチします。
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通話中のオプション

「キーパッド」アイコンにタッチすると、
オンスクリーンキーボードが起動します。

もう一度タッチすると無効になります。
「ミュート」アイコンにタッチすると、マ
イクが無効になります。もう一度タッチす

ると有効になります。
「一時停止」アイコンにタッチすると、通
話が保留になります。
統合アイコンにタッチすると、2つの通話
が電話会議に統合されます。オプションが

利用できる場合、プラスアイコンは統合アイコ
ンになります。

「電話に切り替え」アイコンにタッチする
と、通話が電話機に切り替わります。「ス

ピーカーに切り替え」にタッチすると、元に戻
ります。
通話中にホームボタンを押すと、ホーム画面が
表示されます。通話中にマクラーレンインフォ
テイメントシステム（MIS）の他の機能にアク
セスできます。現在の通話は、ディスプレイの
上部に最小表示されます。

通話の終了

「通話を終了」にタッチして通話を終了しま
す。画面が電話メニューに戻ります。

別のシステム画面を表示中に通話を終了す
るには、画面の上部に表示される「通話

中」アイコンの横にある赤色の「通話終了」ア
イコンにタッチします。

連絡先

1. 電話画面で、連絡先タブにタッチします。
注意:電話機の種類によっては、電話に保
存されている連絡先の写真が連絡先の名前
とともに画面に表示されます。

2. 連絡先リストが1画面の表示範囲を超える
場合は、画面上で指をスワイプして上下に
スクロールします。

3. あるいは、オンスクリーンキーボードで連
絡先を検索することもできます。詳しく
は、「検索」(4.31ページ)を参照してくだ
さい。
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4. 連絡先を選択すると、連絡先に関するすべ
ての情報が表示されます。
注意:電話機の種類に応じて、連絡先の写
真が電話に保存されている場合は、通話中
に画面に表示されます（連絡先がMISと
同期されている場合）。

5. 目的の電話番号にタッチして通話を開始し
ます。
注意:ダイヤル中は連絡先記号の周りの円
が黄色になり、通話が接続されると緑色に
変わります。

6. 「通話を終了」または電話ボタンにタッチ
すると、ダイヤル中に発信をキャンセルで
きます。
注意:通話中は、メディアやラジオのサウ
ンドはミュートになります。
注意:連絡先をお気に入りとしてタグ付け
するには、 にタッチします。 にもう
一度タッチすると、お気に入りから連絡先
が削除されます。

検索
1. 「連絡先」タブで アイコンを押します。
2. オンスクリーンキーボードを使用して少な

くとも1文字を入力し、表示される連絡先
をフィルター処理します。

番号または数字の入力を間違えた場合は、
アイコンにタッチすると最後に入力し

た数字が削除されます。
3. 連絡先を選択すると、その連絡先のすべて

の電話番号が表示されます。目的の電話番
号にタッチして通話を開始します。
注意:ダイヤル中は連絡先記号の周りの円
が黄色になり、通話が接続されると緑色に
変わります。
注意:電話機の種類に応じて、連絡先の写
真が電話に保存されている場合は、通話中
に画面に表示されます（連絡先がMISと
同期されている場合）。

4. 「通話を終了」または電話ボタンにタッチ
すると、ダイヤル中に発信をキャンセルで
きます。
注意:通話中は、メディアやラジオのサウ
ンドはミュートになります。

ボイスメール

ボイスメールのショートカットを設定するに
は、 アイコンにタッチして、画面の指示に従
います。
保存したボイスメールのショートカットを変更
するには、 アイコンを長押しして、画面の指
示に従います。

アイコンにタッチしてボイスメールに接続
します。
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概要

本ナビゲーションシステムは、グローバル
ポジショニングシステム（GPS）衛星から

の信号と車両センサーからの情報、マクラーレ
ンインフォテイメントシステム（MIS）に保存
された地図データを使用して、車両の位置を正
確に判断します。
システムはこのデータを使用して、設定した走
行方法を考慮して目的地への最適なルートを作
成します。
特定のルートは、画面のメニューとMISコント
ロールを使用して選択します。作成したルート
は地図上でハイライトされます。
走行を開始すると、適切な位置で曲がり角の情
報がセンターインフォテイメントタッチスクリ
ーンに表示され、必要に応じて音声ガイダンス
も行われます。
予定しているルートから大きく外れた場合は、
目的地までの別ルートを自動的に計算します。

安全性

警告:安全のため、ナビゲーションシステ
ムの使用に気を取られ、走行操作がおろそ
かにならないよう注意してください。
イグニッションをオンにした後、ナビゲー
ションシステムの使用を開始したときに表
示される安全メッセージを読み、従ってく
ださい。

国の道路交通法と交通標識には必ず従ってくだ
さい。
ナビゲーションシステムは最適なルートを決定
する際の補助を目的とするものであり、決して
視界が悪い場合の補助として考えてはなりませ
ん。
トンネル内やそれ以外のGPS信号が遮断される
ような状況での走行時には、GPS信号が妨害さ
れる可能性があります。GPS信号が再取得され
るまで、ナビゲーションはそのままルート案内
を続けます。
車両位置のエラーは、前述した状況下や以下の
状況でも起こる可能性があります。
• 立体駐車場など、建物内を走行する。
• 並行する道路が非常に近い位置にある道路

を走行する。
• ターンテーブルを使用して車両を回転させ

る。
• 車両が異なる場所へ輸送された。

ナビゲーションの使用

マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）のホーム画面の「ナビゲーション」アイコン
にタッチします。
イグニッションをオンにした後、ナビゲーショ
ンに初めてアクセスすると、MISに安全警告メ
ッセージが表示されます。これらのメッセージ
をよくお読みください。
ナビゲーションシステムのロードが完了する
と、警告メッセージは自動的に消えます。
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車両の現在位置を示すマップがセンターインフ
ォテイメントタッチスクリーン画面に表示され
ます。

車両の位置と進行方向は、進行方向を示す
矢印で表示されます。

地図の表示部分をコントロールするには、画面
をタッチして、ゆっくりと指を地図内の任意の
方向に動かします。

にタッチして目的地を設定するオプション
にアクセスします。「目的地の設定」

(4.33ページ)を参照してください。

MISはマルチタッチスクリーンを備えており、
ピンチジェスチャーによるズームインおよびズ
ームアウトが簡単にできます。親指と人差し指
で画面をタッチし、指の間隔を狭めるようにつ
まむと縮小できます。指の間隔を広げると再び
拡大できます。
「+」と「-」アイコンを使用して、ズームイン/
ズームアウトすることもできます。

にタッチして、現在の位置を画面の中央に
表示します。

ズーム設定に応じて、画面の詳細度も変わりま
す。例えば、大きくズームインすると、道路名
やいくつかの施設が表示されますが、ズームア
ウトすると表示されなくなります。
また、車速に応じて、あらかじめ設定されたレ
ベルまで自動的にズームインまたはズームアウ
トされます。
時刻に合わせて視認性を高めるために、画面カ
ラーが昼間モードと夜間モードに自動的に切り
替わります。

目的地の設定

1. 「検索または住所」 (4.33ページ)
2. 「お気に入り」 (4.33ページ)
3. 「連絡先」 (4.34ページ)
4. 「マクラーレン代理店」 (4.34ページ)
5. 「ガソリンスタンド」 (4.34ページ)
6. 「駐車場」 (4.34ページ)
7. 「その他の検索カテゴリー」(4.34ページ)
8. 「前回の目的地」 (4.34ページ)
9. 「画面を使用」 (4.34ページ)
10. 「ルートの概要」 (4.34ページ)

検索または住所
「検索」または「住所」にタッチして、市
名、町名、または番地を入力します。

お気に入り
「お気に入り」アイコンにタッチすると、
お気に入りの目的地が表示されます。住所

にタッチして、新しい目的地として設定しま
す。
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連絡先
「連絡先」アイコンにタッチして、連絡先
に保存されている住所情報を表示します。

住所にタッチして、新しい目的地として設定し
ます。

マクラーレン代理店
「マクラーレン」アイコンにタッチして、
最寄りのマクラーレン代理店の場所を確認

します。マクラーレン代理店のリストが表示さ
れ、最寄りの代理店はリストの一番上にきま
す。住所にタッチして、新しい目的地として設
定します。

ガソリンスタンド
「燃料」アイコンにタッチすると、最寄り
のガソリンスタンドが表示されます。ガソ

リンスタンドのリストが表示され、最寄りのガ
ソリンスタンドはリストの一番上にきます。住
所にタッチして、新しい目的地として設定しま
す。

駐車場
「駐車場」アイコンにタッチして、最寄り
の駐車場を見つけます。駐車場のリストが

表示され、最寄りの駐車場はリストの一番上に
きます。住所にタッチして、新しい目的地とし
て設定します。

その他の検索カテゴリー
「その他」アイコンにタッチすると、その
他の検索カテゴリーが表示されます。この

機能を使うと、空港、ATM、ホテル、病院、シ
ョップを含む関心ポイントを検索できます。

前回の目的地
前回の目的地は、リストに日付順で表示されま
す。前回の目的地にタッチして、新しい目的地
として設定します。
画面を使用
地図を手動で動かして、目的地の一般的なエリ
アを探すのに最も効果的な縮尺で地図を表示し
ます。
地図をタッチして、希望の目的地の位置をマー
クします。
ルートの概要
目的地を選択した後、ルートの概要が表示さ
れ、ルートがハイライト表示されます。開始位
置、現在の位置、中間地点、および目的地は、
ハイライト表示されたルートに沿って表示され
ます。
目的地をお気に入りとして保存するには を
選択し、ナビゲーションを開始するには「Go!
（実行）」を選択します。
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概要

「オーディオ」アイコンにタッチすると、「オ
ーディオ設定」画面が表示されます。

注意:利用可能なオーディオ設定は、お客
様の車両に装備されているオーディオオプ
ションによって異なります。

オーディオ設定は、マクラーレンインフォテイ
メントシステム（MIS）のすべての機能に適用
されます。

画面の上からスワイプして、次のオプションか
ら選択します。
• 「モード」 (4.35ページ)
• 「トーン」 (4.35ページ)
• 「バランス/フェーダ」 (4.36ページ)

モード
3つのプリセットオーディオモードがあります。
• ドライバーフォーカス-運転席で聞くのに

最適です。
• スタジオ-忠実なサウンド。アーティスト

が意図したとおりのもの。これがデフォル
トのモードです。

• オンステージ-包み込まれるサラウンドサ
ウンド。

トーン

リセットアイコンにタッチして、現在表示
されている設定をデフォルト値にリセット

します。

高音
「高音」の横にある「+」または「-」アイコン
にタッチして、希望するサウンド再生品質を実
現します。範囲は1ずつ増減させて0～+9また
は0～-9まで設定できます。

4.35

センターディスプレイ
オーディオ



中音
「中音」の横にある「+」または「-」アイコン
にタッチして、希望するスピーカーのサウンド
を実現します。範囲は1ずつ増減させて0～L9
または0～R9まで設定できます。
低音
「低音」の横にある「+」または「-」アイコン
にタッチして、希望するサウンド再生品質を実
現します。範囲は1ずつ増減させて0～+9また
は0～-9まで設定できます。
バランス/フェーダ

十字線にタッチしてドラッグし、バランスとフ
ェーダを調整します。

リセットアイコンにタッチして、現在表示
されている設定をデフォルト値にリセット

します。
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概要

音声認識機能を使用するには、事前に携帯電話
をマクラーレンインフォテイメントシステム
（MIS）に接続しておく必要があります。「デ
バイスのペアリング/接続」 (4.26ページ)、「
外部デバイスへの接続」 (4.19ページ)、および
「AppleCarPlay」(4.24ページ)を参照してくだ
さい。
左コントロールレバーの端のボタンを押して、
接続されているデバイスの音声認識機能を有効
にします。

注意:音声認識機能によって提供される機
能の水準は、接続されているデバイスによ
って異なります。

注意:音声認識を使用する前に、すべての
コンフォートエントリーアクティビティを
完了する必要があります。
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安全性

警告:ウィンドウの開閉時は手などを挟ま
れることがないように注意してください。
体の一部をウィンドウに触れたまま操作し
ないでください。ウィンドウの動きによっ
て挟まれるおそれがあります。挟み込みの
危険がある場合はウィンドウの動作を止め
てください。

開閉

警告:リモコンキーはエンジンを始動可能
にする他、車両のその他の機能を有効にす
る場合も使用します。
車両を離れる際は、気づかぬうちにウィン
ドウが作動して怪我の原因になるのを防止
するため、リモコンキーを携帯してくださ
い。

運転席ドアコンソールには両側のウィンドウの
スイッチがあります。助手席ドアコンソールに
は助手席ウィンドウのスイッチがあります。

1. 運転席ウィンドウスイッチ。
2. 助手席ウィンドウスイッチ。

スイッチ（1）または（2）を押します。ウィン
ドウはスイッチを押している間だけ開きます。
スイッチ（1）または（2）を引きます。スイッ
チを引いている間はウィンドウが閉じ続けま
す。
ウィンドウを完全に開いたり閉じたりするに
は、スイッチ (1)または (2)をいっぱいに押すか
または引いて離します。

注意:ウィンドウの開閉操作を停止するに
は、該当するスイッチを押すか引きます。
注意:車両がアウェイクモードの場合、ウ
ィンドウコントロールは使用できません。

ウィンドウのリセット
バッテリーが放電してしまった場合や取り外し
た場合、あるいは挟み込み防止機能が作動した
後ではウィンドウをリセットする必要がありま
す。
両方のドアが閉じており、イグニッションスイ
ッチがオンになっていることを確認します。
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スイッチ (1)および (2)をウィンドウが開くまで
下に押し、全開後さらに5秒間スイッチを押し
続けます。
ウィンドウが完全に閉じるまで両方のスイッチ
を上に引き、完全に閉じた後さらに5秒間引き
続けます。
ウィンドウのリセットが完了しました。
この方法で問題が解決しない場合は、直ちにマ
クラーレン代理店にご連絡ください。
挟み込み防止機能

警告:車内にお子様だけを残さないでくだ
さい。ウィンドウが作動し、怪我を負うお
それがあります。

挟み込み防止機能は障害物や抵抗を検出する
と、ウィンドウを閉じる動作を停止します。
挟み込み防止機能が作動した場合は、再び操作
を行う前にウィンドウとウィンドウ開口部を点
検し、障害物があれば取り除いてください。ド
アを閉じる際に挟み込み防止機能が作動した場
合は「ドアの閉鎖」 (1.08ページ)を参照してく
ださい。

5.03

快適機能と便利機能
ウィンドウ



概要

警告:空調システムが正しく作動していな
い場合は、車両をマクラーレンの代理店で
点検する必要があります。システムには、
健康と環境に有害な冷媒漏れが発生する可
能性があります。
警告:暖房や冷房の推奨設定に従ってくだ
さい。ウィンドウが曇ると道路や交通状況
を確認できなくなり、事故につながるおそ
れがあります。
注意:クライメートコントロールシステム
はドアやウィンドウを閉じた方が効率良く
動作します。ただし、暑い場所に長時間駐
車した場合は、短時間ウィンドウを開けて
換気を行ってください。
注意:室温センサーはステアリングホイー
ルとセンターコンソールの間に設置されて
います。このセンサーへの空気の流れを妨
げないでください。妨げた場合、クライメ
ートコントロールシステムのパフォーマン
スが低下します。
注意:車両のイグニッションスイッチをオ
フにしても、現在の室内温度制御設定は保
持されます。

このシステムはオートマチックモードによる動
作と、マニュアルによる設定の調節ができま
す。
コンビネーションフィルターによって車内に侵
入する粉塵や汚染の量を低減しています。

調節ダイヤル

クライメートコントロールシステムは、センタ
ーインフォテイメントタッチスクリーンを使用
して操作します。 ボタンを押すと、室内温度
制御画面がオンになります。
クライメートコントロール

1. 「AUTO（オート）」ボタン
2. 室内温度制御メニューを閉じる
3. 「エアディストリビューション」ボタン
4. 「ヒートシート」ボタン -右側
5. 「内気循環」ボタン
6. ブロアー速度調節ダイヤル

7. 「QUICKCOOL（クイッククール）」ボタ
ン

8. 温度調節 -右側
9. 「曇り取り」ボタン
10. 熱線入りリアウィンドウ/ミラー
11. 「SYNC（同期）」ボタン
12. 温度調節 -左側
13. 「QUICK HEAT（クイックヒート）」ボタ

ン
14. 「エアコン（A/C）」ボタン
15. 「ヒートシート」ボタン -左側
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動作モード

オートマチックモード
オートマチックモードでは、クライメートコン
トロールシステムは様々なブロアー速度と内気
循環およびエアディストリビューションを組み
合わせ、設定された室温を維持します。
クライメートコントロールシステムは、フロン
トウィンドウへのエアフローを自動的に調節し
て内部の曇りを防ぎ、車内の湿度を調整して乗
員の快適性を向上させます。
コントロールパネルでは、色によって動作状態
が示されます。
• アンバー色はオンを示しています。
• 白はオフになっているが、使用可能である

ことを示します。
• グレーは、使用できないことを示します。

自動モードには以下の3種類があります。
• 「AUTO LO」は、キャビン内に拡散エア

フローを送風するようにシステムを設定
し、乗員への直接エアフローは少なくなり
ます。

• 「AUTO」は、通常のバランス設定です。
• 「AUTOHI」は、キャビン内に集中エアフ

ローを提供するようにシステムを設定し、
乗員への直接の送風は多くなります。

オートマチックモードを選択にするには
「AUTO」ボタンをタッチします。
ボタンが点灯し、車両の左右両側のエアディス
トリビューション、温度およびブロアー速度が
自動的に調節されます。
オートマチックモードでは、ブロアー速度やエ
アディストリビューションを調節する必要はあ
りません。設定された温度を維持するために必
要な調節ならすべて行われます。
それでもクライメートコントロールシステムの
エアディストリビューションを変更したい場合
は、希望するボタンをタッチしてください。こ
れでシステムはオートマチックファンモードに
なります。
オートマチックモード作動中にブロアー速度を
調整すると、デフォルトでマニュアルモードが
選択されます。「AUTO」ボタンを再度タップ
すると、オートマチックモードが作動します。
必要に応じ、システム設定をマニュアルで調節
できます。「マニュアルモード」 (5.05ページ)
を参照してください。
マニュアルモード
ブロアー速度をマニュアルで調節するには、「
ブロアー速度調節ダイヤル」 (5.05ページ)を参
照してください。
エアディストリビューションをマニュアルで調
節するには、「エアディストリビューション設
定」 (5.06ページ)を参照してください。

ブロアー速度調節ダイヤル

ブロアー速度を手動で調節すると、システムは
マニュアルモードになり、ブロアー速度が設定
されます。ただし、温度とエアディストリビュ
ーションは自動的に制御されます。
ファンアイコン（1）にタッチするとファン速
度が下がり、（2）にタッチすると希望の設定
に上がります。

注意:ファンアイコン（1）にもう一度タッ
チすると、ファン速度がすでに最小に設定
されている場合は、クライメートコントロ
ールシステムがオフになります。ファンア
イコン（2）にタッチして、オンに戻しま
す。
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オートマチックモードになっている場合にブロ
アー速度を調節すると、「AUTO」ボタンが消
えます。
オートマチックモードに戻るには、「AUTO」
ボタンを押します。
エアディストリビューション設定

マニュアルディストリビューションモードを選
択すると、システムはマニュアルモードにな
り、エアディストリビューションが設定されま
す。ただし、温度とブロアー速度は自動的に制
御されます。
エアディストリビューションはエアディストリ
ビューションボタンを使用して設定できます。

エアをフロントウィンドウから送風するには画
面上部を押します。顔の高さで拡散エアベント
から送風するには画面中央部を押します。フッ
トウェルベントから吹き出すには画面下部を押
します。
3つのすべての領域、任意の2つの領域の組み
合わせ、あるいは1つの領域をいつでも選択で
きます。
エアディストリビューション領域を押すと、画
面のアイコンが点灯します。
ダッシュボードエアベント

ベントが開くか閉じるまで、いずれかの方向に
4分の 1回転させます。

セントラルダッシュボードエアベント
セントラルダッシュボードエアベントは、セン
ターブレードを押すことで開閉できます。
SYNCモード
SYNCモードにより、運転席側で行った室温設
定の変更を、自動的に助手席側に適用すること
ができます。
画面上の「SYNC（同期）」ボタンをタッチす
ると、ボタンが点灯し、運転席側の室温設定が
自動的に助手席側に適用されます。
ドライバーは「同期」ボタンに1回タッチする
ことで随時 SYNCモードを終了できます。その
後、画面上の「同期」ボタンが消えます。
助手席側の温度の設定が調整されると、SYNC
モードも無効になります。
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「エアコン（A/C）」ボタン

A/Cにより、さらに温度を下げたり除湿効果を
高めることができます。これは最大冷却および
デフロストモードで使用されます。
「A/C」ボタンを使用して、A/Cコンプレッサ
を作動/作動停止にします。

曇り取り/デフロスト

画面の曇り取り機能をアクティブにするには、
「曇り取り」ボタンをタッチします。機能がア
クティブになると、ボタンが点灯し、画面の上
部にアイコンが表示されます。エアコンのスイ
ッチがオフになっていた場合はオンになりま
す。ブロアーが設定速度で動作し、吸気温が
「HI」に設定されます。

注意:曇り取りモードを選択しているとき、
内気循環は使用できません。

曇り取りモードを終了するには、もう一度「曇
り取り」ボタンをタッチします。ボタンのアイ
コンが消灯し、温度とブロアー速度が元の設定
に戻ります。

温度調整ダイヤル

温度を上げるには にタッチし、下げるには
にタッチします。
注意:温度は16 °C～28 °C（61 °F～83 °F）
の範囲内で、0.5 °C（1 °F）刻みで調節で
きます。
温度を22°C（72 °F）に設定することをお
勧めします。

最高温度に設定するには、「HI」と表示される
まで、 にタッチします。AUTOモードでは、
クライメートコントロールシステムによって吸
気温が最高に設定され、ブロアーが設定速度に
調整され、フットウェルに送風されます。
最低温度に設定するには、「LO」と表示される
まで、 にタッチします。AUTOモードでは、
クライメートコントロールシステムによって吸
気温が最低設定に、ブロアーが設定速度に調整
され、空気がセンターエアベントに吹き出され
ます。
設定された温度がセンターインフォテイメント
タッチスクリーンに表示されます。
運転席と助手席の温度を同時に調整するには、
「同期」にタッチして温度を調整します。温度
コントロールは、「同期」に再度タッチするま
で同期されたままになります。

注意:「LO」が選択された状態で、エアコ
ンをオフにすることはできません。
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内気循環モード

不快な臭いやガスが車内に入ってきたときは内
気循環を選択します。外気が車内に取り込まれ
なくなります。

警告:外気温が低いときに内気循環モード
を選択すると、ウィンドウの曇りが発生
し、視界が損なわれるおそれがあります。
結果として、道路や交通状況への注意が散
漫になり、事故につながるおそれがありま
す。
注意:ウィンドウの曇りを防止するため、
エアコンをオンにしてください。

内気循環をアクティブにするには、「内気循
環」ボタンをタッチします。ボタンが点灯しま
す。内気循環をオフにするには、再度ボタンを
タッチします。ボタンが消灯します。

オートヒートシート

警告:負傷の危険性を防止するために、シ
ート温度を随時確認してください。
警告:オートヒートシートは選択したレベ
ルに応じた最適の温度になっても、自動的
に電源が切れるようにはなっていません。
好みの温度/加温時間に達したら、必ずオ
ートヒートシート機能のスイッチを切って
ください。

ボタンを1回押すとシートヒーターが高温設定
に切り替わり、もう一度スイッチを押すと低温
設定に切り替わります。
スイッチをオフにするには、ボタンを再度タッ
チします。ボタンのアイコンが消灯します。
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シートヒーターはスイッチを切らない限り作動
し続けます。

熱線入りリアウィンドウ

警告:熱線を作動させる前に、ミラーやウ
ィンドウに付着した氷や雪を取り除いてく
ださい。視界が遮られるとドライバーや周
囲の者にとって危険です。

ボタンにタッチしてリアウィンドウと外部ミラ
ーを加熱します。ボタンのアイコンが点灯しま
す。スイッチをオフにするには、ボタンを再度
タッチします。ボタンのアイコンが消灯しま
す。
熱線入りリアウィンドウは、外気温に応じて設
定時間が経過すると自動的にオフになります。
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ムードライト

マクラーレンインフォテイメントシステム（MIS
）ホーム画面の「アンビエンス」アイコンにタ
ッチします。

ムードライトの色と明るさは、MIS画面コント
ロールを使用して調整できます。
「スイッチ」アイコンにタッチすると、ムード
ライトの「オン」と「オフ」が切り替わりま
す。ムードライトがオフの場合、ムードライト
メニューの選択肢はグレー表示され、選択でき
ません。
カラーバーにタッチしてムードライトの色を選
択します。選択した色が展開され、他の色より
も大きく表示されます。
「リセット」にタッチすると、ムードライトが
デフォルト設定に戻ります。
「+」または「-」記号にタッチすると、ムード
ライトの明るさが調整されます。あるいは、明
るさバーをスワイプします。

乗車照明

乗車照明は、車両に近づいたときの視界と安全
性を改善します。
車両のロックを解除すると、ヘッドランプとテ
ールランプが一定時間、またはイグニッション
スイッチをオンにするまで点灯します。
乗車照明の点灯時間の設定方法は「乗車および
降車照明」 (4.08ページ)を参照してください。
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降車照明

降車照明は、ヘッドランプとテールランプを一
定時間点灯し、車両を離れる際の視界と安全性
を改善します。
降車照明の点灯時間の設定方法は「乗車および
降車照明」 (4.08ページ)を参照してください。
降車照明は、方向指示器レバーを手前に3回瞬
間的に引くことによっても作動させることがで
きます。車両はアウェイク状態で、イグニッシ
ョンがオフである必要があります。
降車照明が作動中に方向指示器レバーを引く
と、1回引く度に15秒ずつ時間が延長されま
す。
車両から降車してロックし、設定した作動時間
が過ぎると、降車照明が消灯してこの機能は使
用できなくなります。再度作動させるにはマク
ラーレンインフォテイメントシステム（MIS）
でオンにするか、方向指示器レバーを使用して
手動で作動させます。

エレクトロクロミックルーフ - Spider

エレクトロクロミックルーフスイッチは、運転
席と助手席の間のルーフヘッドライナーにあり
ます。このスイッチを押すと機能が有効になり
ます。ガラスが透明になり、スイッチが点灯し
て、この機能が作動していることを示します。
イグニッションをオフにすると、この機能がオ
フになり、ガラスが着色されます。
イグニッションをオンにすると、ガラスは以前
に設定された状態に戻ります。

注意:ルーフ操作時、ルーフを開けるとガ
ラスはオフ（着色）になります。イグニッ
ションをオフにしなかった場合、その後に
ルーフを閉じると、ルーフを開ける前の状
態に戻ります。
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収納ボックス

センターコンソール収納ボックス

小物を収納するために、コンソールに収納ボッ
クスが設けられています。
リッドの下側にある「リリース」ボタンを押
し、持ち上げて開きます。閉じるには、しっか
りとリッドを押し下げ、確実にラッチされてい
ることを確認します。

注意:車両がロックされているか、バレッ
トモードがオンになっている場合、収納ボ
ックスはロックされており、「リリース」
ボタンは無効になります。

警告:収納ボックスは中に物品を収納して
いるときは閉じておく必要があります。急
ブレーキや急な進路変更時、事故発生時に
乗員が飛び出した物品により怪我を負うお
それがあります。

収納ボックス内に2つのUSBソケットがありま
す。「外部デバイスへの接続」(4.19ページ)を
参照してください。

注意:車両を離れる際には必ず収納ボック
スを閉じてください。開けたままにした場
合、インテリアモーションセンサー（搭載
されている場合）が機能しません。
注意:シート後部はラゲッジやその他の個
人的物品を収納するようには設計されてい
ません。

注意:リモコンキーをセンターコンソール
の収納ボックスに保管しないでください。
「シート収納ポケット」 (5.12ページ)を
参照してください。

シート収納ポケット
リモコンキーなど小物を収納するために、運転
席前面の端にポケットが取り付けられていま
す。
ドア収納ボックス

小物を収納するために、各ドアに収納ボックス
が取り付けられています。
リッド前面の端を引いて開け、押し戻せば閉ま
ります。
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警告:収納ボックスは中に物品を収納して
いるときは閉じておく必要があります。急
ブレーキや急な進路変更時、事故発生時に
乗員が飛び出した物品により怪我を負うお
それがあります。
警告:物品が落ちる危険性があるため、ド
アが開いているときに収納ボックスを開け
ないでください。
注意:物品が落ちるのを防ぐために、ドア
が開いているときはドア収納ボックスは閉
じてロックされます。ドア収納ボックスが
ロックされているときに無理に開けようと
しないでください。

リアラゲッジの収納
警告:リアラゲッジエリアに大きな物体を
収納すると、運転者の視界が遮られること
があり、リアビューミラーを使用できない
ことがあります。
警告:リアラゲッジエリアには、固定でき
ない物を収納しないでください。急ブレー
キや急な進路変更時、事故発生時に乗員が
飛び出した物品により怪我を負うおそれが
あります。
警告:マクラーレンは、マクラーレン荷物
固定製品を使用しているかどうかにかかわ
らず、衝突時に荷物を移動させたことによ
って生じた損傷または傷害について一切の
責任を負いません。

警告:この車両は、車外で荷物を運ぶよう
には設計されていません。マクラーレン
は、荷物を車外に収納したことによる損傷
または傷害について一切責任を負いませ
ん。

荷物固定製品と荷物固定製品の正しい使用方法
については、マクラーレン代理店にお問い合わ
せください。

カップホルダー

ドライブの際は、蓋付き飲み物の容器を安全で
便利に収納できるカップホルダーを利用してく
ださい。

警告:車両走行中に飲み物を飲むと注意が
散漫になり、事故につながるおそれがあり
ます。
警告:車両が動いている間は、カップホル
ダーに温かい飲み物を入れないでくださ
い。高温の飲料がこぼれ、負傷するおそれ
があります。
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警告:壊れやすい飲料用容器（ガラスや磁
器製など）は使用しないでください。事故
が発生した場合、負傷するおそれがありま
す。
注意:カップホルダー内の飲料容器には、
常にふたが付いている必要があります。そ
うでない場合、飲み物がこぼれ、電子機器
やシートカバーなどの車両機器が損傷する
おそれがあります。

オーナー文書

McLaren車には以下の文書が備え付けられてい
ます:
• サービスおよび保証ガイド-問題発生時の

対処方法と連絡先が記載されています。
• オーナーズハンドブック-マクラーレンの

操作方法について説明します。

サービスおよび保証ガイドは、助手席側のダッ
シュボード下のスロットに収納することができ
ます。

サンバイザー

運転の際に直射日光から目を守るためには、サ
ンバイザーを下ろしてください。
バニティミラー
この個人用ミラーを使用するには、サンバイザ
ーのパネルをスライドさせます。
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アクセサリー電源ソケット

フロントラゲッジルームソケット

フロントラゲッジルームにあるアクセサリーソ
ケットの最大負荷電流は20アンペアで、この
ソケットのみがマクラーレンのバッテリーチャ
ージャーを接続するために使用することができ
ます。

注意:車両から電力の供給を受ける機器は、
エンジンをかけている場合を除き、このソ
ケットに接続したまま長時間放置しないで
ください（マクラーレンのバッテリーチャ
ージャーを除く）。バッテリーの過放電の
原因となります。

インテリアアクセサリー12Vソケット

インテリアアクセサリー12Vソケットは、セン
ターコンソールの中にあり、最大負荷電流は6
アンペアです。

注意:バッテリーチャージャーをインテリ
アアクセサリーソケットに接続しないでく
ださい。

USBソケット

2つのUSBソケットは、センターコンソール収
納ボックスの内側にあります。
センターコンソールを開き、必要に応じてUSB
デバイスを接続します。
1. USB-Cソケット
2. USB-Aソケット
USBソケットを使用すると、USBフラッシュド
ライブ、iPodなどの互換性のあるMP3プレー
ヤーを接続できます。

注意: USB-Cソケット（1）はApple
CarPlay® に使用してください。
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これらのソケットは、互換性のある携帯電話や
メディアデバイスを充電するために使用するこ
ともできます。
走行前に、センターコンソールが閉じているこ
とを確認します。
Bluetooth®デバイスの接続に関する詳細につい
ては、「デバイスのペアリング/接続」 (4.26
ページ)を参照してください。
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HomeLink

警告:安全停止および反転機能のないガレ
ージドアオープナーでは、HomeLink®を
使用しないでください。
警告: 1982年4月より前に製造されたガレ
ージドアオープナーでは、HomeLink®を
使用しないでください。
警告: HomeLink®をガレージドアオープ
ナーまたは入り口ゲートに合わせてプログ
ラミングするときは、作業場所に人や物が
ないことを確認してください。プログラミ
ングの最中に門やガレージドアが作動する
と、怪我や損傷が発生するおそれがありま
す。
警告: HomeLink®をプログラミングする
前に、人や物が作業の邪魔にならないこと
を確認して、車両をガレージの外に駐車し
てください。
警告:車両のエキゾーストには、危険ガス
である一酸化炭素が含まれています。
HomeLinkのプログラミング中は、車両
のエンジンをかけないでください。排気ガ
スは重傷や死亡につながるおそれがありま
す。ガレージドアオープナーをプログラミ
ングする場合は、ガレージの外に駐車する
ことをお勧めします。
注意:より正確なプログラミングのために、
ガレージドアリモートに新しいバッテリー
を取り付けることをお勧めします。

注意:ガレージドアオープナーがローリン
グコードを使用している場合は、後でプロ
グラミング時に「学習」、「スマート」、
または「Program（プログラム）」ボタン
に手が届くよう、踏み台またはその他の頑
丈で安全な道具が必要になる場合がありま
す。

詳細およびデバイス固有のプログラミング手順
については、HomeLink.comまたは
youtube.com/user/HomeLinkGentexをご覧く
ださい。
HomeLink®のワイヤレスコントロールシステム
は、最大で3つのリモコンの役割を担います。
HomeLink®を使用して、ゲートオペレーターや
ガレージドアオープナー、出入り口ロックなど
のデバイス、セキュリティシステム、そして家
庭用照明を作動させることができます。
単一のHomeLinkボタンのプログラミング

警告:ガレージドアオープナーまたはゲー
トオペレーターをプログラミングするとき
は、プログラミング手順の最中はデバイス
のプラグを抜くことをお勧めします。プラ
グを抜くことで、繰り返し操作によるガレ
ージドアオープナーやゲートオペレーター
への損傷を予防できます。

注意:下記の手順は、ほとんどの
HomeLink®対応デバイスに該当します。
HomeLink®アプリケーションや
HomeLink®対応システムの中には手順が
若干異なるものもあるため、対応デバイス
の情報や操作手順について説明した映像を
www.homelink.com.にてご覧ください。
注意:1995年以降に製造されたガレージド
アオープナーには、ローリングコード保護
が装備されている場合があります。その場
合は、メーカーの説明書を参照してくださ
い。
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1. プログラミングを開始する前に、
HomeLink®をクリアします。「HomeLink
のクリア」(5.19ページ)を参照してくださ
い。

2. プログラミングするHomeLink®ボタン、
（1）、（2）、または（3）を押します。
HomeLink®インジケーターライト（4）が
ゆっくり点滅し始めます。

3. ガレージドアオープナーのリモコンを、イ
ンテリアミラーから2～8cm（1～3イン
チ）の距離に置きます。

4. HomeLink®インジケーターライト（4）が
ゆっくりした点滅から点灯または素早い点
滅に変化するまで、ガレージドアオープナ
ーのリモコンのボタンを長押ししてくださ
い。
注意:点滅の変化は、周波数信号が学習さ
れたことを示します。
注意:リモートデバイスのシステムによっ
ては、プログラミングの最中、ガレージド
アオープナーのリモコンボタンを2～ 10
秒ごとに押して放さなければならない場合
があります。

5. プログラミングされたHomeLink®ボタン
を2～3回押します。固定コードデバイス
を使用している場合、HomeLink®インジ
ケーターライト（4）が点灯し、プログラ
ミングが完了し、ガレージドアが作動しま
す。

ガレージドアが機能せず、インジケーターライ
トが素早く点滅している場合は、ローリングコ
ードデバイスが使用されている可能性があり、
「ローリングコードデバイスのプログラミン
グ」 (5.18ページ)に進む必要があります。
ローリングコードデバイスのプログラミング

注意:もうひとり作業者がいると、以下の
手順をより迅速かつ簡単に行うことができ
ます。
次の手順は時間に制約があるため、複数回
試してみなければならない場合がありま
す。

1. ガレージドアオープナーのレシーバにあ
る、モーターヘッドユニットの「学習」、
「スマート」、または「Program（プログ
ラム）」ボタンの位置を確認します。ボタ
ンの位置については、ガレージドアオープ
ナーのマニュアルを参照してください。

2. 「学習」、「スマート」、または
「Program（プログラム）」ボタンを押し
て放します。次の手順を開始するには通常
20秒かかります。

3. 20秒以内に車両に戻り、プログラミングさ
れたHomeLink®ボタンを最大3回押して放
すと、デバイスが作動します。デバイスが
作動した場合、プログラミングは完了で
す。

追加のHomeLinkボタンのプログラミング
手順2から5を「単一のHomeLinkボタンのプロ
グラミング」 (5.17ページ)から繰り返します。
単一のHomeLinkボタンの再プログラミング
以下の手順を実行すると、すでにデバイスがプ
ログラミングされているボタンを上書きできま
す。
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1. 再プログラミングするHomeLink®ボタン、
（1）、（2）、または（3）を長押ししま
す。HomeLink®インジケーターライト（4
）がゆっくり点滅し始めます。

2. HomeLink®ボタンを押し続けながら、ガ
レージドアオープナーのリモコンを、イン
テリアミラーから2～8cm（1～3インチ）
の距離に置き、HomeLink®インジケータ
ーライト（4）がゆっくりした点滅から点
灯または素早く点滅に変化するまで、ガレ
ージドアオープナーのリモコンのボタンを
長押ししてください。
注意:点滅の変化は、周波数信号が学習さ
れたことを示します。

注意:リモートデバイスのシステムによっ
ては、プログラミングの最中、ガレージド
アオープナーのリモコンボタンを2～ 10
秒ごとに押して放さなければならない場合
があります。

3. プログラミングされたHomeLink®ボタン
を押して、HomeLink®インジケーターラ
イト（4）を観察します。
インジケーターライト（4）が点灯してい
る場合、プログラミングは完了しており、
HomeLink®ボタンを押して放すとデバイ
スが作動します。
インジケーターライト（4）が素早く点滅
している場合は、ローリングコードデバイ
スが使用されている可能性があり、「ロー
リングコードデバイスのプログラミング」
(5.18ページ)に進む必要があります。
注意:新しいデバイスをボタンにプログラ
ミングしていない場合、既に保持されてい
るプログラミングに戻ります。

HomeLinkのクリア

リース車を返却するか、お客様の車を売却する
場合はその前に必ずプログラミングされた
HomeLink®ボタンをすべてクリアしてくださ
い。これを行うには、HomeLink®インジケータ
ーライト（4）が点灯から点滅に変化するまで、
外側の2個のHomeLink®ボタン（1）と（3）を
10秒間長押しします。
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エンジンオイル

エンジンがオイルを消費するのは正常であり、
消費率は多くの要因によって変化します。車両
が新しい場合、または高回転で走行することが
多い場合、オイルの消費量は多くなることがあ
ります。
オイルおよびフィルター変更のサービススケジ
ュールに沿って実施し、その間にオイルのレベ
ルを定期的に点検することが重要です。
オイルの消費量は、数千マイルあるいは数千キ
ロメートルを走行した後でないと、測定するこ
とはできません。

注意:潤滑油添加剤はエンジンやギアボッ
クスを損傷するおそれがあります。添加剤
によって生じた損傷は車両の保証の範囲外
となります。詳しい情報はマクラーレン代
理店から入手できます。
注意:オイル圧力警告灯は、オイルレベル
低下インジケーターではありません。

エンジンオイルの点検
1. 以下の条件を満たしていることを確認しま

す。
• 車両が静止状態で、水平な地面に置

かれている。
• ニュートラルを選択し、フットブレ

ーキを（左足で）踏んでいる。

注意:オイルレベル点検中は常にフットブ
レーキを踏んでいる必要があります。

2. オイルレベルはドライバーディスプレイの
車両ステータスセクションに表示されま
す。「オイルの状態」(3.07ページ)を参照
してください。

3. エンジンを始動し、エンジン回転数を
2,000 rpmに120秒間保ちます。エンジン
オイル温度が90°C（194°F）になるまで待
ちます。
注意:スロットルペダルを完全に踏み込ん
でも、電子制御によりエンジン回転数は
2,000 rpmに抑制されます。

4. タイマーが「0」になると、オイルレベル
が説明とともにドライバーディスプレイに
表示されます。
注意:ディスプレイ上の線は、オイルレベ
ルの読み取り後19秒間の最大オイルレベ
ルを示しています。

5. エンジンオイルが目標レベル未満の場合、
次の手順に従ってエンジンを停止し、オイ
ルを補充します。
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注意:オイルレベル点検が完了して結果が
表示されたら、システムのテストを終了し
てください。そのままテストを続けると、
オイルに空気が混入し、誤った値が返され
る可能性があります。オイルレベル点検を
終了するには、スロットルペダルを放し、
メニューレバーを後ろに動かして車両情報
メニューに戻ります。

エンジンオイルの補充
警告:エンジンがエコスタート/ストップシ
ステムにより停止している場合、警告なく
再始動の可能性があることに注意する必要
があります。
警告:エンジンオイルの補充を行う前に
は、必ずエンジンを停止してください。

1. サービスカバーを取り外します。
「サービスカバー - Coupe」 (1.09ページ)
を参照してください。
「サービスカバー - Spider」 (1.11ページ)
を参照してください。

2. エンジンオイルフィラーキャップを取り外
します。

3. 正しい分量のエンジンオイルを補充しま
す。「補充する量」(6.04ページ)および「
エンジンオイル」(7.11ページ)を参照して
ください。
注意:オイルは過剰に給油しないでくださ
い。オイルを8.0 L以上給油してもドライ
バーディスプレイにオイルレベルが低いと
表示される場合は、それ以上オイルは給油
せず最寄りのマクラーレン代理店にご連絡
ください。
環境:オイルを補充する際は、オイルをこ
ぼさないように注意してください。オイル
を地面や水路に流してはなりません。

注意: 2分間待って、フィラーチューブか
らタンクにオイルが流れるようにします。
これにより、オイルレベルの読み取り値が
正確になります。

4. ドライバーディスプレイでレベルが適正で
あることを確認します。
注意:誤ってエンジンオイルを入れ過ぎて
しまった場合は、マクラーレン代理店に入
れ過ぎたオイルの抜き取りを依頼する必要
があります。エンジンや触媒コンバーター
を損傷するおそれがあります。

5. エンジンオイルフィラーキャップを取り付
けます。
注意:オイルフィラーキャップが正しく取
り付けられていることを確認してくださ
い。

6. サービスカバーの取り付け
「サービスカバー - Coupe」 (1.09ページ)
を参照してください。
「サービスカバー - Spider」 (1.11ページ)
を参照してください。
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補充する量

ドライバーディスプレイに表示されているオイ
ルの状態を確認し、下表に表示されている必要
量のオイルを追加してから、もう一度エンジン
オイルレベルを確認します。

必要なオイルの量ディスプレイ上のセグ
メント

0.90リットル½ -充填不足

0.70リットル1 -最小

0リットル1½ - OK

必要なオイルの量ディスプレイ上のセグ
メント

0リットル2 - OK

0リットル2½ - OK

0リットル3 - OK

0リットル3½ -最大

マクラーレン代理店に
お問い合わせください

4 -過剰充填

オイル温度
オイル温度が高すぎる場合、ドライバーディス
プレイに警告が表示されます。警告メッセージ
が消えるまで、車速とエンジン回転数を下げま
す。
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ギアボックスオイルレベル

オイルの減少、あるいはギアシフトの問題が生
じた場合は、マクラーレン代理店にギアボック
スの点検を依頼してください。

注意:クラッチオイルとギアボックスオイ
ルの整備間隔は走行距離によって決まりま
す。このメンテナンスは、マクラーレン代
理店のみが行えます。

クーラント

クーラントは水と凍結防止剤/防錆剤の混合液で
す。クーラントの点検時は必ず車両を水平な場
所に停車し、エンジンが冷えた状態で行ってく
ださい。
クーラントの補充 - Coupe

警告:サービスカバーを取り外していると
きは、エンジンが停止していても怪我を負
う危険性があります。
エンジンコンポーネントは非常に高温にな
り、重度の火傷を引き起こすおそれがあり
ます。
エンジンイグニッションシステムには高圧
電流が流れます。イグニッションシステム
コンポーネント、イグニッションコイル（
スパークプラグコネクター）には決して手
を触れないでください。

1. サービスカバーを取り外します。
「サービスカバー - Coupe」 (1.09ページ)
を参照してください。

2. キャップを反時計回りにゆっくりと半回転
させ、圧力を逃がします。

3. キャップを完全に開けて取り外します。

4. +マーカーの上部にある場合は、クーラン
トレベルは正常です。

5. 必要に応じてクーラントを補充します。「
クーラント」 (7.12ページ)を参照してく
ださい。

6. キャップを時計回りに止まるまで回して取
り付けます。

7. サービスカバーを取り付けます。
「サービスカバー - Coupe」 (1.09ページ)
を参照してください。
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クーラントの補充 - Spider
警告:サービスカバーを取り外していると
きは、エンジンが停止していても怪我を負
う危険性があります。
エンジンコンポーネントは非常に高温にな
り、重度の火傷を引き起こすおそれがあり
ます。
エンジンイグニッションシステムには高圧
電流が流れます。イグニッションシステム
コンポーネント、イグニッションコイル（
スパークプラグコネクター）には決して手
を触れないでください。

1. サービスカバーを取り外します。
「サービスカバー - Spider」 (1.11ページ)
を参照してください。

2. サービスカバー取り外しツールをツールキ
ットから取り出します。

3. サービスカバー取り外しツールを使用し
て、2個の固定具を反時計回りに90°回
し、リアデッキベントの後部を解放しま
す。

4. サービスカバー取り外しツールを使用し
て、2個の固定具を反時計回りに90°回
し、リアデッキベントの前部を解放しま
す。

5. リアデッキベントを持ち上げて取り外しま
す。
注意:リアデッキベントは車両の内部に置
いて、損傷の危険性を回避します。

6. キャップを反時計回りにゆっくりと半回転
させ、圧力を逃がします。

7. キャップを完全に開けて取り外します。
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8. +マーカーの上部にある場合は、クーラン
トレベルは正常です。

9. 必要に応じてクーラントを補充します。「
クーラント」 (7.12ページ)を参照してく
ださい。

10. キャップを時計回りに止まるまで回して取
り付けます。

11. リアデッキベントを元に戻して、4本のボ
ルトで固定します。

12. サービスカバーを取り付けます。
「サービスカバー - Spider」 (1.11ページ)
を参照してください。

パワーステアリングフルード

警告:パワーステアリングフルードは高い
引火性があります。パワーステアリングフ
ルードを取り扱う際には、火気、裸火、喫
煙は厳禁です。
警告:パワーステアリングフルードは有毒
です。容器は密封し、お子様の手の届かな
い場所に保管してください。フルードを誤
飲した場合は、ただちに医師の診察を受け
てください。

右ハンドルモデル

左ハンドルモデル
フルードレベルの点検
1. イグニッションをオンにしてエンジンを始

動します。コンフォートハンドリングモー
ドを選択します（「ハンドリングコントロ
ール」 (2.21ページ)を参照）。

2. フルードレベルを点検する前に、エンジン
を20秒間アイドリングします。

3. ラゲッジルームを開けます。「フロントラ
ゲッジルーム」(1.12ページ)を参照してく
ださい。

4. アクセスカバーを取り外し、その後キャッ
プを反時計回りに緩めて取り外します。
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5. リザーバーの内側からフルードレベルまで
の距離を測定します。最大補充レベルはフ
ィラーネック上部から50mmで、最小補
充レベルは55mmです。

6. 必要に応じて補充します。必ずPentosin
CHF202パワーステアリングフルードを補
充してください。マクラーレン代理店にお
問い合わせください。

7. キャップとアクセスカバーを交換します。
8. ラゲッジルームを閉じます。「フロントラ

ゲッジルーム」(1.12ページ)を参照してく
ださい。

ブレーキフルード

警告:ブレーキフルードは高い引火性があ
ります。ブレーキフルードを取り扱う際に
は、火気や裸火には決して近づけず、喫煙
は決してしないでください。
警告:ブレーキフルードは有毒です。容器
は密封し、お子様の手の届かない場所に保
管してください。フルードを誤飲した場合
は、ただちに医師の診察を受けてくださ
い。
警告:必ず密封された容器に入った新品の
フルードを使用してください。
注意:ブレーキフルードは塗装面に有害で
あるため、こぼさないように注意してくだ
さい。こぼしてしまったときはすぐにカー
シャンプーの水溶液で洗い落としてくださ
い。
注意:ブレーキフルードのチェックと補充
を行う前には、必ずエンジンを停止してく
ださい。

右ハンドルモデル
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左ハンドルモデル
フルードレベルの点検
1. ラゲッジルームを開けます。「フロントラ

ゲッジルーム」(1.12ページ)を参照してく
ださい。

2. アクセスカバーを取り外し、その後キャッ
プを反時計回りに緩めて取り外します。

3. ブレーキフルードは、フィラーネック内の
フィルターのベースがちょうど浸る程度で
あれば適正レベルです。

4. 必要に応じて、必ず新品のPentosin DoT
5.1 ブレーキフルードを補充してくださ
い。

5. キャップとアクセスカバーを交換します。

6. ラゲッジルームを閉じます。「フロントラ
ゲッジルーム」(1.12ページ)を参照してく
ださい。

フロントウィンドウウォッシャー

警告:一部のウォッシャーフルードは高い
引火性があります。ウォッシャーフルード
を取り扱う際には、火気、裸火、喫煙は厳
禁です。
警告:ウォッシャーフルードは有毒です。
容器は密封し、お子様の手の届かない場所
に保管してください。フルードを誤飲した
場合は、ただちに医師の診察を受けてくだ
さい。
注意:一年間を通じてウォッシャーフルー
ドをリザーバーに補充してください。

フロントウィンドウウォッシャーのリザーバー
は、ラゲッジルームにあります。
リザーバーの容量は約2.5リットルです。
フルードレベルの点検
1. ラゲッジルームを開けます。「フロントラ

ゲッジルーム」(1.12ページ)を参照してく
ださい。

2. リザーバーに補充する前に、クリーンウォ
ッシュ濃縮液と水を容器で混合します。ウ
ォッシャー溶液は気温に適した濃度になる
ように混合する必要があります。
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3. アクセスカバーを取り外します。
4. リザーバーのキャップを開けてウォッシャ

ーフルードを補充し、キャップを閉めま
す。

5. アクセスカバーを交換します。
6. ラゲッジルームを閉じます。「フロントラ

ゲッジルーム」(1.12ページ)を参照してく
ださい。
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非常用装備の安全性

非常用装備を使用する前に、以下の安全情報を
良くお読みください。

警告:非常用装備を使用する際には必ず、
適切な使用法を確認し、本来の目的にのみ
使用してください。非常用装備は必ず、安
全かつ責任ある方法により、他の交通に注
意して使用してください。

ラゲッジルーム装備

注意:けん引フックは救急キットケースに
入っており、燃料フィラーパイプは車両に
付属しています。

三角表示板

三角表示板 (1)はラゲッジルームの最前部にあ
ります。
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三角表示板の立て方

脚 (1)を底部から横に広げます。
サイドリフレクター（2）を上に引き上げて三
角表示板を作り、スナップボタン（3）で頂点
を固定します。
他の交通に故障車の存在を警告するために、車
両から適切な距離に三角表示板を置きます。

救急キット

救急キット（2）はラゲッジルームの最前部に
あります。

注意:救急キット用品の使用期限を12か月
ごとに確認し、必要に応じて交換してくだ
さい。

タイヤシーラント

タイヤシーラント（3）は、ラゲッジルームの
最前部にあります。
タイヤシーラントの使用法の説明は「タイヤが
パンクした場合」 (6.38ページ)を参照してくだ
さい。

注意:タイヤシーラントの使用期限を12か
月ごとに確認し、必要に応じて交換してく
ださい。
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けん引フック

けん引フック（4）は、ラゲッジルーム最前部
の救急キットケースに入っています。

注意:お客様のMcLarenは、フロントけん
引フックマウントのみが装備されていま
す。他の車両をけん引することはできませ
ん。

けん引フックの取り付け方法については「けん
引フックとマウント」 (6.44ページ)を参照して
ください。

燃料フィラーパイプ

燃料フィラーパイプ（5）は車両に付属してい
ます。

注意:燃料フィラーパイプはガソリンスタ
ンドの給油機以外から燃料を給油する際に
のみ使用してください。
クーラント、エンジンオイル、その他のフ
ルードの補充に燃料フィラーパイプを使用
しないでください。

サービスカバー取り外しツール

サービスカバー取り外しツール（6）は、ラゲ
ッジルーム最前部の救急キットケースに入って
います。
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マニュアルドアリリースキーホルダー

注意:車両バッテリーまたはリモコンキー
の電池が放電してしまった場合にマニュア
ルドアリリースキーホルダーを使用する
と、車両へのアクセスを確保する機械式キ
ーが回しやすくなります。そのため、マニ
ュアルドアリリースキーホルダーは車内に
保管しないでください。

消火器

消火器はラゲッジルームの後部にあります。
固定ストラップを外し、消火器を取り出しま
す。
使用方法は、消火器側面に記載されているメー
カーの説明に従ってください。

注意:消火器は12か月ごとに点検する必要
があります。点検を怠ると、緊急時に使用
できないおそれがあります。消火器を使用
した場合は交換してください。
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バッテリーの安全性

バッテリーチャージャーを使用する前に、以下
の安全情報をよくお読みください。

警告:お客様のマクラーレンにはリチウム
イオンバッテリーが搭載されています。リ
チウムイオンバッテリーチャージャー以外
は使用しないでください。詳細について
は、マクラーレン代理店にお問い合わせく
ださい。
警告:お客様のマクラーレン車両に搭載さ
れているリチウムイオンバッテリーはシー
ルドタイプです。バッテリーセルの点検の
ためにバッテリーシールを破壊してはなり
ません。
警告:車両を長期間使用しない場合は、リ
チウムイオンバッテリーを適切なリチウム
イオンバッテリーチャージャーに接続し、
電源を入れておいてください。そうするこ
とでバッテリーを維持し、寿命を伸ばすこ
とができます。
警告:使用する前にすべてのケーブルが正
常な状態であることを確認してください。
傷んだケーブルは使用しないでください。
すべてのケーブルが鋭利なものに触れた
り、何かに挟まったり、高温の部分に触れ
たり水に浸かったりしていないことを確認
してください。

損傷したバッテリーは決して充電しないで
ください。バッテリーの充電は必ず風通し
の良い場所で行ってください。決してチャ
ージャーに覆いをかけたり、チャージャー
をバッテリーの上に置いたりしてはなりま
せん。
バッテリーの上に金属製のものを置かない
でください。バッテリーがショートし、発
火するおそれがあります。
チャージャーは常にお子様の手の届かない
場所に保管してください。

バッテリーの充電

注意:リチウムイオンバッテリーを最適な
状態に維持するため、車両を長期間運転し
ない場合、その間は常にマクラーレンのバ
ッテリーチャージャーをバッテリーに接続
し、電源を入れておいてください。
注意:バッテリーチャージャーをインテリ
アアクセサリーソケットに接続しないでく
ださい。

バッテリーチャージャーの取扱説明書を参照し
てください。チャージャーはラゲッジルームの
アクセサリーソケットに接続します。
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他車両からのブースト始動

ブースターケーブルの使用
警告:両方の車両のバッテリーが12Vであ
ること、ブースターケーブルのクランプに
絶縁が施されていること、12 Vバッテリ
ーへの使用が認定されていることを確認し
てください。
警告:プラス（+）電極とマイナス（-）電
極を接続しないでください。
警告:エンジンの回転部分の近くで作業を
行う場合は十分に注意してください。ケー
ブルは常に清潔に保ってください。
注意: 24 Vブースタースタートシステムは
使用しないでください。非常に高電圧であ
るため、車両の電気系統を損傷するおそれ
があります。
注意:バッテリーが放電した場合、車両を
押すかけん引して始動することができま
す。
注意:救援車を使用する場合は、バッテリ
ーが放電した車両を始動する前に救援車の
エンジンを最低2分間作動させてくださ
い。

ブースト手順
1. 救援車を使用する場合は、バッテリーの位

置が隣り合うように駐車します。ただし、
車両同士が接触しないように注意してくだ
さい。

2. パーキングブレーキをかけ、両方の車両の
トランスミッションをニュートラル（また
は、オートマチック車の場合はパーキング
ポジション）に入れます。

3. 両方の車両のイグニッションスイッチとす
べての電装品のスイッチをオフにします。

4. ラゲッジルームを開け、内容物をすべて取
り出します。

5. バッテリーアクセスカバーの上部を固定し
ているネジを2分の1回転させて取り外し
ます。

6. バッテリーアクセスカバーの上部を開き、
カバー背面にある2個の電気コネクターを
外します。

7. その位置決めペグから上向きにバッテリー
アクセスカバーを持ち上げ、取り外しま
す。
注意:ブースターケーブルを接続する前に、
走行不能車両のバッテリー端子が正しく接
続されていること、すべての電装品のスイ
ッチがオフになっていることを確認してく
ださい。
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8. プラス（+）ブースターケーブルの一方の
端を電源供給車両のプラス（+）端子に接
続します。

9. プラス（+）ブースターケーブルの反対側
を走行不能車両のバッテリーのプラス（+
）端子（A）に接続します。

10. マイナス（-）ブースターケーブルの一方
の端を電源供給車両のバッテリーのマイナ
ス（-）端子に接続します。

11. マイナス（-）ブースターケーブルの他方
の端を走行不能車両のバッテリーのマイナ
ス（-）端子（B）に接続します。

12. ケーブルが可動部分に触れておらず、4箇
所の接続部が確実に接続されていることを
確認します。

警告:各接続部が確実に接続されているこ
と、クリップが偶然接続点/バッテリータ
ーミナルからずれ落ちたり引き外されたり
する危険性がないことを確認してくださ
い。万一外れた場合、火花が散り火災や爆
発を引き起こすおそれがあります。

13. 救援車のエンジンをかけて2分間作動させ
ます。

14. これで、バッテリーが放電した車両の電気
系統により、エンジンを始動する準備がで
きました。

15. バッテリーが放電した車両のエンジンを始
動します。

16. 両方の車両を2分間アイドリングします。
17. 救援車のスイッチを切ります。

注意:ブースターケーブルを取り外すまで
は、バッテリーが放電した車両の電気回路
のスイッチはオンにしないでください。
注意:バッテリーが完全に放電してしまっ
た場合や取り外した場合は、ウィンドウを
リセットする必要があります。「ウィンド
ウのリセット」 (5.02ページ)を参照して
ください。この方法で問題が解決しない場
合は、直ちにマクラーレン代理店にご連絡
ください。

ケーブルの取り外し
1. ブースターケーブルの取り外しは、接続時

と逆の順序で行います。

2. バッテリーアクセスカバーを再び取り付
け、2個の電気コネクターを接続して、2
本のネジで固定します。
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ヒューズの交換

警告:ヒューズは車両の電気システムを保
護しています。ヒューズが故障すると、各
ヒューズが保護しているシステムが動作不
能になります。
同一の定格と種類の交換用ヒューズを使用
してください。誤った定格のヒューズを使
用するとシステムに過負荷がかかり、火災
や故障の原因になります。切れたヒューズ
は必ず交換し、決して修理して使用しない
でください。
注意:ヒューズを取り外す前にすべての電
装品のスイッチを切り、イグニッションス
イッチをオフにしてください。

この車両には、以下の3つのヒューズボックス
があります。

場所ヒューズボッ
クス

左シート後部のリアバルクヘ
ッド内のパネルの裏側

メインヒュー
ズボックス

助手席側ダッシュボードの下セカンダリヒ
ューズボック
ス

バッテリーの上、ラゲッジル
ーム内、ラゲッジルームカバ
ーの下

バッテリーヒ
ューズボック
ス

メインヒューズボックス

メインヒューズボックスへのアクセス

1. メインヒューズボックスにアクセスするに
は、次の手順に従います。
• マニュアルシートが装着されている

場合、チルトリリースレバーを持ち
上げ、左側シートのバックレストを
前方に傾けます

• 電動シートが装備されている場合、
リリースストラップを引き、左側シ
ートのバックレストを前方に傾けま
す

• レーシングシートが装着されている
場合は、シートを前方にスライドさ
せます。

2. パネルをバルクヘッドに固定している2つ
の下側クリップをリリースし、パネルを取
り外します。

3. 作動しなくなった電気システムを保護して
いるヒューズを判別するには、ヒューズ規
格一覧表を参照してください（「メインヒ
ューズボックスヒューズ規格一覧表」(6.19
ページ)を参照）。
注意:アクセスパネルの内側に、ヒューズ
を識別するラベルが貼付されています。

4. 該当するヒューズを取り外し、同じ値のヒ
ューズに交換します。不確実な場合はヒュ
ーズ規格一覧表で確認してください。

5. アクセスパネルの2つの上部保持クリップ
をバルクヘッドに挿入して取り付け、2つ
の下部クリップで固定します。
注意:ヒューズを交換しても電気系統の問
題が解決しない、またはすぐに切れてしま
う場合は、マクラーレン代理店にご相談く
ださい。
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メインヒューズボックスヒューズ規格一覧表

保護対象回路アンペ
ア

No.

右側セカンダリエアポンプ60F1

左側セカンダリエアポンプ60F2

右側トノーモーター（Spider
のみ）

20F3

左側トノーモーター（Spider
のみ）

20F4

トランスミッションコントロ
ールユニット

30F5

トランスミッションコントロ
ールユニット

30F6

スターター30F7

熱線入りリアウィンドウ30F8

オーディオアンプ (オプショ
ン)

30F9

ルーフセンターECU（Spider
のみ）

20F10

保護対象回路アンペ
ア

No.

ルーフセンターECU（Spider
のみ）

20F11

左側ルーフメインモーター
（Spider のみ）

20F12

トランスミッションコントロ
ールユニット

5F13

エンジンECU5F14

リレー10F15

サラウンド・ビュー・カメラ
・コントローラー (オプショ
ン)

2F16

ドアロックスイッチ3F17

ECUメインリレーコントロー
ル

50F18

燃料PEM 140F19

運転席シート30F20

パッセンジャーシート30F21

保護対象回路アンペ
ア

No.

右側ルーフメインモーター
（Spider のみ）

20F22

チルト/マイクロウェーブセン
サー

5F23

インフォテイメントECU20F24

運転席および助手席ドアラッ
チ

10F25

補助USBボード3F26

インフォテイメント安全2F27

--F28

EVACポンプ20F29

--F30

左側クーリングファン50F31

右側クーリングファン50F32

--F33
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保護対象回路アンペ
ア

No.

--F34

燃料PEM 230F35

バッテリーメインリレー20F36

キャニスターパージ、セカン
ダリエアバルブ、ラムダセン
サー

15F37

左MAFセンサー、燃料インジ
ェクション/イグニッション
（5、6、7、8）、カムセンサ
ー

15F38

右MAFセンサー、燃料インジ
ェクション/イグニッション
（1、2、3、4）、クランクセ
ンサー、カムセンサー

15F39

ダンプバルブ、燃料タンク
DMTL、ウエストゲートアク
チュエータソレノイド

10F40

--R41

--R42

保護対象回路アンペ
ア

No.

--R43

--R44

電動サーモスタット、カムシ
ャフトアクチュエーター

10F45

出力シャフト速度、偶数ギア
シャフト速度

3F46

インプットシャフトスピー
ド、奇数ギアシャフト速度

3F47

--F48

スターター5F49

EVACポンプ-R50

熱線入りリアウィンドウ-R51

燃料PEM 2-R52

トランスミッションコントロ
ールユニット

-R53

保護対象回路アンペ
ア

No.

トランスミッションコントロ
ールユニット

-R54

スターター-R55

右側セカンダリエアポンプ
RH、Power ISO

-R56

冷却ファン、切替リレー-R57

ECUメインリレー-R58

Highクーリングファン-R1

左側セカンダリエアポンプ-R2

Lowクーリングファン-R3

燃料PEM 1-R4

6.20

メンテナンス
ヒューズ



セカンダリヒューズボックス

セカンダリヒューズボックスへのアクセス
1. セカンダリヒューズボックスは、助手席側

ダッシュボード下のクロージングパネルを
下げることによりアクセスが得られます。

2. 正面の 2本のねじ（1）を取り外します。
3. 側面固定クリップ（2）を取り外します。

注意:クロージングパネルを完全に下げる
には、さらに背面のクリップ（3）2個を
取り外します。

4. ヒューズボックスにアクセスできるよう
に、クロージングパネルを十分に下げま
す。
注意:クロージングパネルが傷つかないよ
うに、必要以上には下げないでください。

5. 該当するヒューズを取り外し、同じ値のヒ
ューズに交換します。不確実な場合はヒュ
ーズ規格一覧表で確認してください（「セ
カンダリヒューズボックスヒューズ規格一
覧表」 (6.21ページ)を参照）。

6. クロージングパネルを元の位置に戻してク
リップを取り付け、正面の2つのねじを締
め付けます。

セカンダリヒューズボックスヒューズ規格一覧
表

保護対象回路アンペ
ア

No.

ドアECU運転席20F1

ドアECU助手席20F2

BCU（照明）25F3

BCU（LED）35F4

BCU（ボディ1）35F5

BCU（ボディ2）35F6

BCU（セキュリティ）35F7

イーサネットスイッチ5F8

--F9

--F10

--F11

--F12

--F13
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保護対象回路アンペ
ア

No.

CCU5F14

HVACコントローラー10F15

アラームコントロールユニッ
ト

3F16

トラッカー3F17

SCUG7.5F18

インフォテインメント・ディ
スプレイ

5F19

CCUリレー3F20

ラジオ・チューナー3F21

--F22

ドライバーディスプレイ10F23

開発コネクター5F24

OBD2診断10F25

--F26

保護対象回路アンペ
ア

No.

--F27

--F28

CCU-R29

CCU-R30

バッテリーヒューズボックス

バッテリーヒューズボックスへのアクセス
1. ラゲッジルームリッドを開け、入っている

ものをすべて取り出します。

2. バッテリーアクセスカバーの上部を固定し
ているネジを2分の1回転させて取り外し
ます。
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3. バッテリーアクセスカバーの上部を開き、
カバー背面にある2個の電気コネクターを
外します。

4. その位置決めペグから上向きにバッテリー
アクセスカバーを持ち上げ、取り外しま
す。

5. カバーの右側のキャッチ2つを押してヒュ
ーズボックスのカバーを取り外します。

6. 該当するヒューズを取り外し、同じ値のヒ
ューズに交換します。不明な場合は、「バ
ッテリーヒューズボックスヒューズ規格一
覧表」(6.24ページ)を参照してください。

7. カバーの左側をヒューズボックスにはめ込
み、右側をいっぱいに押し込んでクリップ
を完全にかみ合わせます。

8. バッテリーアクセスカバーを再び取り付
け、2個の電気コネクターを接続して、2
本のネジで固定します。

9. ラゲッジルームから取り出したものを収納
します。
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バッテリーヒューズボックスヒューズ規格一覧
表

保護対象回路アンペ
ア

No.

トランスミッションコントロ
ールユニット

30F1

トランスミッションコントロ
ールユニット

30F2

エアコン -モーター -コント
ロールモジュール

30F3

セカンダリヒューズボックス
電源

50F4

エレクトロニックスタビリテ
ィコントロールバルブ

40F5

エレクトロニックスタビリテ
ィコントロールモーター

40F6

補助電源ソケット -ラゲッジ
ルーム

20F7

セカンダリヒューズボックス
電源

40F8

保護対象回路アンペ
ア

No.

電動油圧パワーアシストステ
アリング

100F9

メインヒューズボックス電源200F10

セカンダリヒューズボックス
電源

30F11
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車両のランプ

照明は車両の安全上重要な局面です。すべての
ライトがいつでも点灯することを保証する必要
があります。
マクラーレン車のすべての外部ランプは最新の
発光ダイオード（LED）技術を使用しています。
従来のフィラメント式電球とは異なりLEDラン
プは寿命が長く、低消費電力でありながら同等
の照度を実現できます。
ヘッドランプ
お客様のマクラーレンには発光ダイオードのヘ
ッドランプが装備されています。これらのラン
プは、特に悪天候時や走行条件の悪いときに、
ロービームでもハイビームでもより広い視界を
提供します。

注意:発光ダイオードをご自分で交換しよ
うとしないでください。車両の照明システ
ムを損傷するおそれがあります。故障の場
合は、最寄りのマクラーレン代理店にお問
い合わせください。
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ロック解除 -放電したバッテリー

車両のバッテリーが放電した場合、またはリモ
コンキーの電池の放電によって車両をロックま
たはロック解除できなくなった場合は、機械式
キーを使用してください。
ロックを解除しドアを開ける手順

1. 親指でインデントを押してリモコンキーか
らバックカバーをスライドさせます。

2. 機械式キーをリモコンキーから取り外しま
す。

3. 機械式キーをマニュアルドアリリースキー
ホルダーに挿入します。
「マニュアルドアリリースキーホルダー」
(6.14ページ)を参照してください。
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4. 機械式キーをロックに挿入し、機械的な抵
抗によってドアの完全な解除が妨げられて
いる位置までキーを反時計回りに回しま
す。

5. ドアのラッチ部分に圧力をかけ（ドアシー
ルの圧力に対抗するため）、さらにキーを
回してドアをリリースします。

6. 機械式キーを元通りリモコンキーに取り付
けます。

注意:機械式キーを用いて車両のロックを
解除すると盗難防止システムが作動し、ア
ラームが鳴ることがあります。ドアを開け
たら、10秒以内に、リモコンキーをスイ
ッチパネルのすぐ後ろのカップホルダーハ
ウジングのセクションに置いてください。
車両がリモコンキーを認識し、アラームの
鳴動を中止します。

7. リモコンキーの電池が放電している場合
は、できるだけ早い機会にバッテリーを交
換してください（「リモコンキーの電池の
交換」 (6.30ページ)を参照）。

車両の始動

リモコンキーの電池が放電しており、エンジン
が始動しない場合は、スイッチパネルのすぐ後
ろにあるカップホルダーハウジングのセクショ
ンにリモコンキーを置きます。
この場所に置くと車両は有効なリモコンキーの
存在を感知でき、車両を始動し、走行すること
ができます。
できるだけ早い機会にリモコンキーの電池を交
換してください。「リモコンキーの電池の交
換」 (6.30ページ)を参照してください。
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車内からドアを開ける-放電したバッテリ
ー

車内からドアをリリースするには、マニュアル
ドアリリースストラップリテーナを外し、スト
ラップを引きます。
ドアラッチが外れると、ドアが少し持ち上が
り、外側上方に自動的に回転します。
リリースストラップを取り付けるには、ストラ
ップをホルダー内に入れ、リテーナを元の場所
にはめ込みます。

注意:このストラップは、バッテリーが放
電したとき以外は使用しないでください。

注意:使用後は、マニュアルドアリリース
ストラップの両方のリテーナがドア開口部
の正しい位置に正しく取り付けられている
ことを確認してください。
注意:リテーナをドア開口部の所定の位置
に取り付ける前に、マニュアルドアリリー
スストラップが完全に巻き取られているこ
とを確認してください。

ラゲッジルームを開ける-放電したバッテ
リー

注意:バッテリーが放電してしまった場合、
または接続されていない場合、リモコンキ
ーまたはセンターコンソール上の「ラゲッ
ジルーム」ボタンでラゲッジルームをリリ
ースすることはできません。その場合はマ
ニュアルリリースメカニズムを使用してく
ださい。

ラゲッジルームを開ける手順

1. 親指でインデントを押してリモコンキーか
らバックカバーをスライドさせます。
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2. 機械式キーをリモコンキーから取り外しま
す。

3. 機械式キーをマニュアルドアリリースキー
ホルダーに挿入します。
「マニュアルドアリリースキーホルダー」
(6.14ページ)を参照してください。

4. 機械式キーをロックに挿入し、機械的な抵
抗によってドアの完全な解除が妨げられて
いる位置までキーを反時計回りに回しま
す。

5. ドアのラッチ部分に圧力をかけ（ドアシー
ルの圧力に対抗するため）、さらにキーを
回してドアをリリースします。
注意:機械式キーを用いて車両のロックを
解除すると盗難防止システムが作動し、ア
ラームが鳴ることがあります。ドアを開け
たら、10秒以内に、リモコンキーをスイ
ッチパネルのすぐ後ろのカップホルダーハ
ウジングのセクションに置いてください。
車両がリモコンキーを認識し、アラームの
鳴動を中止します。
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6. 機械式ロックは左側フロントエアダクトに
あります。
機械式キーをロックに挿入し、機械的な抵
抗によってラゲッジルームリッドの完全な
解除が妨げられている位置までキーを回し
ます。

7. ラゲッジルームリッドにあるマクラーレン
バッジに圧力をかけ（シールの圧力に対抗
するため）、さらにキーを回してリッドを
解除します。

8. ラゲッジルームのロックが完全に解除さ
れ、少し開きます。

9. ラゲッジルームリッドを持ち上げて、安全
ラッチを解除します。

10. ラゲッジルームリッドを開けると、ガスス
トラットにより完全に開いた位置で支持さ
れます。

11. 機械式キーを元通りリモコンキーに取り付
けます。

12. リモコンキーの電池が放電している場合
は、できるだけ早い機会にバッテリーを交
換してください（「リモコンキーの電池の
交換」 (6.30ページ)を参照）。

リモコンキーの電池の交換

1. 親指でインデントを押してリモコンキーか
らバックカバーをスライドさせます。
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2. バッテリーカバーのネジを外し、放電した
バッテリーを取り出します。

3. 極性が正しいことを確認し、新しいバッテ
リーを取り付けます。
注意:電池にはできるだけ触れないでくだ
さい。指の水分と油分によって電池の寿命
が縮んだり、接点が腐食したりするおそれ
があります。電池を持つ場合は、端のみを
持ってください。

4. しっかりと密封されていることを確認し
て、バッテリーカバーを取り付けます。

5. リモコンキーにバックカバーを取り付けま
す。
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ワイパーブレードの交換

警告:ワイパーブレードを交換する際は、
イグニッションスイッチがオフになってい
ることを確認してください。フロントウィ
ンドウワイパーが作動した場合、負傷する
おそれがあります。
警告:ワイパーブレードは12か月ごとに
交換してください。そうしないと、フロン
トウィンドウを十分に拭き取ることができ
なくなります。その結果、道路や交通状況
が十分に把握できず、事故につながるおそ
れがあります。

ワイパーブレードの停止
1. 「STOP/START（始動/停止）」ボタンを

1回押してイグニッションをオンにしま
す。ブレーキペダルは踏まないでくださ
い。

2. ワイパーコントロールストークを手前に2
回引くと、ワイパーは冬季用停止位置に移
動し、その後サービス停止位置に向かいま
す。
冬季用停止位置では、ワイパーアームが垂
直になり、水はけを良くして雪が積もらな
いようにします。
サービス停止位置では、ワイパーアームが
ワイパーブレードの交換に便利な位置にな
ります。

メインワイパーブレードの取り外し方

1. ワイパーブレードをフロントウィンドウの
サービス停止位置に合わせます。「ワイパ
ーブレードの停止」 (6.32ページ)を参照
してください。

2. ウィンドウからメインワイパーアームを持
ち上げます。

3. ワイパーブレードを90度回転させ、矢印
の方向に取り外します。
注意:ワイパーアームをフロントウィンド
ウから上げているときは、決してラゲッジ
ルームリッドを開けないでください。ラゲ
ッジルームリッドやワイパーアームを損傷
するおそれがあります。

注意:ワイパーブレードを装着せずにワイ
パーアームをフロントウィンドウに下ろさ
ないでください。

新しいメインワイパーブレードの取り付け方
1. ワイパーアームにワイパーブレードをスラ

イドさせ、90度回転させます。
注意:ワイパーブレードが確実にワイパー
アームに装着されていることを確認しま
す。

2. ワイパーアームをフロントウィンドウに下
ろします。

3. ワイパーコントロールストークを手前に1
回引くと、ワイパーは通常の停止位置に戻
ります。
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スモールワイパーブレードの取り外し方

1. ワイパーブレードをフロントウィンドウの
サービス停止位置に合わせます。「ワイパ
ーブレードの停止」 (6.32ページ)を参照
してください。

2. ウィンドウからスモールワイパーアームを
持ち上げます。

3. ワイパーブレードクリップを押し下げて、
アームから引き抜きます。
注意:ワイパーアームをフロントウィンド
ウから上げているときは、決してラゲッジ
ルームリッドを開けないでください。ラゲ
ッジルームリッドやワイパーアームを損傷
するおそれがあります。

注意:ワイパーブレードを装着せずにワイ
パーアームをフロントウィンドウに下ろさ
ないでください。

新しいスモールワイパーブレードの取り付け方
1. ワイパーブレードをワイパーアームにスラ

イドさせ、クリップがアームとかみ合った
ことを確認します。
注意:ワイパーブレードが確実にワイパー
アームに装着されていることを確認しま
す。

2. ワイパーアームをフロントウィンドウに下
ろします。

3. ワイパーコントロールストークを手前に1
回引くと、ワイパーは通常の停止位置に戻
ります。
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ホイールとタイヤ

警告:すり減ったタイヤはアクスルごとに
一対で交換し、タイヤが指定通りに取り付
けられていることを確認してください。す
り減ったタイヤで走行すると、特に高速走
行時に車両の安定性に悪影響が生じます。
新しいタイヤを装着した場合は、運転スタ
イルに合わせた適切なベディングについ
て、マクラーレン代理店にご相談くださ
い。

• 新品タイヤの装着後は、高速でのコーナリ
ングやスピードの出し過ぎは避けてくださ
い。

• 必ず同一タイプおよびメーカーのホイール
とタイヤを装着してください。

• パンクを修理したタイヤは決して使用しな
いでください。

• 必ず正しいサイズのタイヤを装着してくだ
さい。

• タイヤは紫外線、極度の高温や低温、高荷
重、環境条件の影響により時間とともに劣
化するため、定期的に点検する必要があり
ます。「ホイールとタイヤの点検」(6.36
ページ)を参照してください。

• 走行距離や残りのトレッドの深さに関係な
く、タイヤの専門家に定期的にすべてのタ
イヤを点検してもらい、必要に応じてタイ
ヤの交換を検討することをお勧めします。

マクラーレンはPirelliサマータイヤまたはウィ
ンタータイヤを使用することを推奨します（「
ホイールおよびタイヤサイズ」 (7.08ページ)を
参照）。
これらのタイヤはマクラーレンが特別に認定し
たタイヤであり、車両の安全システムとの組み
合わせによって最高のパフォーマンスを最大限
に提供します。
マクラーレンは他のタイヤおよびホイールの使
用によって生じた損傷については責任を負いま
せん。ホイールおよびタイヤに関する詳しい情
報は、マクラーレン代理店から入手できます。

警告:McLarenの推奨タイヤ以外を使用し
た場合、タイヤが車体に接触して、ハンド
リングに悪影響が生じる可能性がありま
す。その結果、車両をコントロールできな
くなり、死亡または重傷を負う可能性があ
ります。騒音レベルおよび燃費にも悪影響
が生じる可能性があります。さらに、荷物
を積載した場合、またはスノートラクショ
ンデバイスを使用した場合、走行中にそれ
らが車体やアクスルコンポーネントに接触
する可能性があります。その結果、タイヤ
もしくは車両が損傷するおそれがありま
す。
注意:更正タイヤは決して使用してはなり
ません。中古タイヤは以前の使用状況に関
する情報がない限り装着しないでくださ
い。

注意:ブレーキシステムおよびホイールの
改造は認められていません。スペーサープ
レートやブレーキダストシールドの使用に
ついても同様です。こうした改造を行った
場合は、改造箇所に関する車両保証は無効
となります。
注意:ホイールの交換は、必ずマクラーレ
ン代理店で行ってください。ジャッキを不
適切に使用した場合、車両を損傷するおそ
れがあります。
注意:タイヤは涼しく乾燥した、できれば
光の当たらない場所に保管してください。
タイヤにオイル、グリス、ガソリンが付着
しないように保護してください。

タイヤのマーク
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1. ミリメートル単位のタイヤの幅。
2. タイヤ幅のパーセンテージで示されたタイ

ヤの扁平率。
3. ラジアルタイヤであることを示します。
4. ホイールリムの直径をインチで示します。
5. 数字はロードインデックスを、文字は速度

規格を示します。タイヤの実際の荷重およ
び速度の規格は、タイヤメーカーによって
宣言および認定されており、メーカーによ
り異なる場合があります。

6. タイヤの最大耐荷重を示します。
7. トレッド摩耗等級番号。数字が大きいほど

タイヤの耐久性が高いことを示します。
8. 英字は耐熱規格を示します。「A」規格タ

イヤの耐熱性は最高です。
9. タイヤの製造に関する情報。製造場所と製

造日を表示しています。
DOTコードの最後の4桁は、タイヤの製造
日を表しています（例:3023）。日付コー
ドの最初の2つの番号（例: 30）は、カレ
ンダーの週番号を表しています。日付コー
ドの2番目の2つの数字（23）は、年の最
後の2つの数字（例: 2023）を表していま
す。

タイヤ
警告:タイヤはタイヤウォールの標示に従
って取り付けてください。ホイールに装着
する際、タイヤ外縁の「OUTSIDE」の文
字が外側に表示されるようにしなければな
りません。そうしないと、特に高速走行時
に車両の走行安定性が損なわれます。

非対称タイヤ

非対称タイヤはトレッドの片側が反対側とは違
うパターンになっています。このトレッドの組
み合わせによって、濡れた路面と乾燥した路面
のどちらでも高いグリップ性能を発揮します。

外側のトレッドはより大きく固いトレッドパタ
ーンとなっており、高いコーナリング安定性を
実現します。内側のトレッドパターンは濡れた
路面での安定性を高めます。タイヤの一部の溝
は直進安定性に寄与します。

警告:本車両にはマクラーレン推奨タイヤ
以外は装着しないでください。
警告:タイヤはタイヤウォールの標示に従
って取り付けてください。非対称タイヤの
メリットを得るためには、タイヤを正しく
装着してください。

Trofeo Rタイヤ
安全上のリスクが高いため、ドライビングスキ
ルと車両の性能レベルの上限を一致させる必要
があります。

注意:これらのタイヤは超高性能設計で特
別な製造工程で製造されるため、摩耗や走
行距離にかかわらず、常に車軸単位（フロ
ントおよびリア）で交換してください。車
軸単位で交換しないと、車両のハンドリン
グ特性に悪影響を及ぼす可能性がありま
す。

TrofeoRタイヤの主な特徴は、他のタイヤより
も浅いトレッドと専用のトレッドパターンおよ
びカーカスです。
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警告:摩耗したタイヤで走行すると事故の
おそれがあります。Trofeo Rタイヤはト
レッドが浅いので、早い段階で摩耗限度に
達します。摩耗したタイヤによる死亡また
は重傷を負う危険性を避けるには、タイヤ
の摩耗状態を頻繁に点検することが重要で
す。
警告:路面との接触、車両のコントロー
ル、およびブレーキ能力が失われることで
事故の危険が高まり、重傷や死亡に至るお
それがあります。タイヤのトレッドが浅い
ため、濡れた路面でのハイドロプレーニン
グ現象のリスクも高まります。濡れた道路
や泥が浮いた路面を走行する場合は、スピ
ードを大幅に抑えてください。
注意:車両を使用するすべての人に、これ
らの特性と想定される影響を必ず伝えてく
ださい。

ホイールとタイヤの点検
少なくとも7日ごとにタイヤに切れ目、パン
ク、亀裂、瘤、変形、ひび割れなどがないか確
認してください。ホイールに著しい腐食がない
か確認してください。ホイールが損傷している
と空気圧低下の原因になります。
定期的にタイヤトレッドの深さとタイヤ全体の
トレッドの状態を点検してください。ハンドル
をいっぱいに切り、内側のトレッドまで点検し
てください。

トレッドが1.6 mmまで摩耗すると、トレッド
パターンの表面にスリップマークが現れ、タイ
ヤ幅に渡ってゴムの帯ができます。スリップマ
ークが現れたときはすぐに、（あるいは法によ
りこれより深いトレッドが必要な場合はその前
に）タイヤを交換してください。

注意:タイヤは必ずマクラーレン代理店で
交換することを推奨します。各ホイールに
は、タイヤバルブに接続されたタイヤ圧力
センサーが装着されています。センサーの
損傷を防止するために、正しい手順でタイ
ヤを交換する必要があります。

警告:濡れた路面や凍結路では、特にトレ
ッドの深さが最低限に近いときはタイヤの
グリップが急激に低下します。タイヤグリ
ップの低下のため車両のコントロールを失
い、事故に至るおそれがあります。速度を
落とし、いつも以上に注意深く運転してく
ださい。
注意:トレッドの摩耗がタイヤ全体で偏り
がある場合や異常に摩耗している場合は、
ホイールアライメントを検査する必要があ
ります。

すべてのタイヤの空気圧を定期的に点検し、必
要に応じて調整してください。「冷えたタイヤ
の空気圧」(7.10ページ)を参照してください。
バルブを泥や水分から守るために、すべてのホ
イールにバルブキャップを装着する必要があり
ます。
走行時の注意事項
車両を駐車する際には、タイヤが縁石や他の障
害物に触れていないことを確認してください。
縁石や減速ブロック、窪みを乗り越える必要が
ある場合は減速し、浅い角度で障害物に接近し
てください。そうしないと、タイヤを損傷する
おそれがあります。
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走行中は振動、異音、ハンドルが取られるなど
の異常がないか注意してください。もしそのよ
うな異常がある場合は、タイヤもしくはホイー
ルが損傷している可能性があります。異常を感
じた場合は、安全に速やかに減速して停車し、
タイヤやホイールが損傷していないか点検して
ください。損傷が見られない場合でも、マクラ
ーレン代理店に点検を依頼してください。
タイヤ空気圧

警告:タイヤ空気圧が高過ぎたり低過ぎた
りすると車両のアクティブセーフティに悪
影響が生じ、事故につながるおそれがあり
ます。すべてのタイヤの空気圧を高い頻度
で、特に長距離ドライブに出かける際など
に点検し、必要に応じて調整してくださ
い。
警告:タイヤの空気圧が繰り返し低下する
場合は、タイヤに異物やパンクの兆候がな
いか、バルブにエア漏れがないか点検して
ください。

異なる運転条件でのタイヤの空気圧について
は、「冷えたタイヤの空気圧」 (7.10ページ)を
参照してください。空気圧は燃料フィラーフラ
ップに貼付されているラベルにも記載されてい
ます。
高速走行する際は必ずタイヤの空気圧を点検
し、必要に応じて調整する必要があります。

注意:一部の市場では、タイヤ空気圧ラベ
ルは運転席側ドア下部に貼付されていま
す。
注意:低負荷走行用に指定されているタイ
ヤ空気圧は、最適な乗り心地が得られるよ
うに最低限の値となっています。

負荷が大きいときは空気圧を上げても車両
の走行に悪影響を与えることはありません
が、乗り心地は悪くなります。

空気圧の点検はタイヤが冷えた状態で行ってく
ださい。タイヤが暖まっているときに点検する
必要がある場合は、より高い空気圧が必要で
す。タイヤが暖まっているときに、タイヤが冷
えた状態のときの推奨空気圧に合わせてタイヤ
の空気を抜かないでください。
タイヤの空気圧が高過ぎたり低過ぎたりすると
以下の不具合が生じるおそれがあります。
• タイヤが破損し、死傷事故につながる。
• タイヤの寿命が縮まる。
• タイヤの損傷が増大する。
• ハンドリング特性に悪影響が生じる（ハイ

ドロプレーニング現象などが起こる）。
環境:少なくとも週に1回はタイヤ空気圧
を点検してください。

ホイールの相互交換
警告:マクラーレン車に代替として装着で
きるのは、ウィンタータイヤを装着した認
定ホイールのみです。
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タイヤがパンクした場合

マクラーレン車はラゲッジルームにタイヤシー
ラントのコンテナを備えています。
パンクの際は以下の手順に従ってご自身、他の
乗員および他の通行者の安全を確保してくださ
い。
パンクの修理
1. 他の交通からできる限り離れた、固く水平

な場所に車両を停止します。
2. 高速道路の場合はハザード警告灯を点灯し

てください。「ハザード警告灯」 (1.46
ページ)を参照してください。

3. パーキングブレーキをかけ、ニュートラル
を選択します。

4. 乗員は安全に注意しながら車両を降り、車
両や他の交通から離れた安全な場所に待避
する必要があります。

5. 車両から適切な距離に三角表示板を設置
し、他の交通に故障車の存在を警告しま
す。「三角表示板」 (6.11ページ)を参照
してください。

タイヤシーラントの使用法

タイヤシーラントは、特にタイヤトレッドの小
さなパンクを密閉するために使用することがで
きます。タイヤシーラントは気温が最低 -20°C
（-4°F）以上のときに使用できます。

警告:タイヤシーラントは次のようなパン
クに使用することはできません。

• タイヤに4mm以上の切れ目や刺し傷が
ある場合

• ホイールリムが損傷している場合
• タイヤの空気圧が低過ぎる状態やパンクし

た状態で走行した場合
直ちにマクラーレン代理店にご相談くださ
い。

ラゲッジルームからタイヤシーラントを取り出
し、容器に記載されている説明に従ってくださ
い。

注意:可能であればパンクの原因を突き止
め、シーラントの効果を高めるためにパン
クした箇所が一番下の位置になるようにホ
イールを配置してください。

パンクしたタイヤは速やかに交換を依頼してく
ださい。

警告:パンクしたタイヤは交換を依頼して
ください。McLarenはパンクしたタイヤ
の修理は推奨しません。
警告:タイヤシーラントが目や皮膚に付い
た場合はただちにきれいな水で完全に洗い
流し、タイヤシーラントが付着した衣服は
交換してください。アレルギー反応が出た
場合はただちに医師の診察を受けてくださ
い。
警告:タイヤシーラントはお子様の手の届
かない場所に保管してください。タイヤシ
ーラントを誤飲した場合はただちに口を十
分にすすぎ、大量の水を飲んでください。
無理に吐こうとしないでください。ただち
に医師の診察を受けてください。タイヤシ
ーラントの蒸気を吸い込まないでくださ
い。
注意:タイヤシーラントを使用した場合、
タイヤ空気圧モニタリングシステムが組み
込まれたタイヤバルブは交換する必要があ
ります。
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マクラーレン車の洗車

環境:一部の洗剤には環境に有害な化学物
質が含まれています。フルードをこぼさな
いように常に注意し、必要以上には使用し
ないでください。

手洗いによる洗車
1. はじめにホースパイプを用いて浅い角度で

ボディ全体に水をかけ、泥などを浮かせて
から、塗装面を濡らして洗車の準備をしま
す。エンジンカバーベントには直接水をか
けないでください。

2. バケツ一杯のお湯と良質のカーシャンプー
を用意します。希釈率はシャンプーメーカ
ーの説明書を参照してください。

3. 車両の上から下に、できればスポンジでは
なくウールの洗車ミットを使用して洗車し
ます。特に泥がたまりやすい場所に注意
し、多量の水を使用して洗います。車両の
上部（ルーフ、ラゲッジルームおよびホイ
ールアーチラインより上の部分）に1つの
洗車ミット、ホイールアーチラインより下
の部分に別のミットを使用してください。
注意:これらの洗車ミットでホイールを洗
わないでください。
注意:シャンプーを乾燥させないでくださ
い。塗装面に色むらが生じる原因になりま
す。

4. タールスポットやしつこいグリスの付着
は、揮発油もしくは変性アルコールを使用
すると取り除くことができます。取り除く
ことができたらすぐに石けん水で洗い、す
べての揮発油またはアルコールを取り除い
てください。

5. 車両のクリーニングが終わったら、上部か
ら下に向かってホースパイプにより浅い角
度で完全にすすいでください。エンジンカ
バーベントには直接水をかけないでくださ
い。

6. セーム皮または乾燥用タオルを用いて車両
を乾かします。
注意:エンジンベイに水が残っていると思
われる場合は、車両を運転して動作温度ま
でエンジンを暖めて、エンジンに残った水
分を乾燥させることをお勧めします。

ホイールの洗浄
注意:ホイールは頻繁に洗浄してください。
ブレーキダストがホイールリムの塗膜に深
く染み込まないようにしてください。

お湯、良質のカーシャンプーおよびホイールブ
ラシまたはホイール専用の洗浄用ミットを使用
してホイールを洗浄します。無塗装仕上げのホ
イールには、ホイールをきれいに保つためにつ
や出しを行います。

注意:塗装仕上げのホイールには決してつ
や出しを行わないでください。つや出しを
行うと、ホイールの表面に光沢のある部分
とない部分の斑模様が生じてしまいます。
注意:酸ベースのホイールクリーナーはホ
イールリムの仕上げを損傷し、腐食の原因
になるため使用しないでください。
注意:ホイールのクリーニングを行った後、
車両を車庫に入れる前に、ブレーキが完全
に乾いていることを確認してください。

ワイパーブレードとラバーシール
ワイパーブレードやラバーシールは、お湯と良
質のカーシャンプーのみでクリーニングしま
す。石油系またはアルコールベースのクリーナ
ーは使用しないでください。
フロントウィンドウ、ウィンドウ、ミラー
すべてのウィンドウの内外面を、ウィンドウ用
洗浄液を用いて定期的にクリーニングしてくだ
さい。自動車用ガラスクリーナーを推奨しま
す。ワックスを含有するカーシャンプーで車両
を洗車した後は、フロントウィンドウ外面をガ
ラスクリーナーでクリーニングしてください。
研磨剤入りクリーニングコンパウンドは使用し
ないでください。ミラーガラスは特に傷つきや
すくなっています。
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アンダーボディのクリーニング
冬季に道路の融雪や凍結防止に使われる塩分は
車両のアンダーボディに蓄積します。これを放
置すると腐食が発生します。冬季は特にホイー
ルアーチや泥がたまりやすい場所に注意しなが
ら、ホースを用いてアンダーボディを定期的に
水洗いしてください。
つや出し
ときどき、良質のつや出し剤を用いて塗装のつ
や出しを行い、その後に保護用ワックスをかけ
てください。

注意:カッティングコンパウンド、カラー
再生剤、強力な研磨剤を含むつや出し剤は
使用しないでください。これらの製品は塗
装に傷をつけ、回復不可能な損傷を与える
おそれがあります。

塗装の損傷と修正
塗装に損傷がないか、定期的に点検してくださ
い。跳ね石による傷や深い擦り傷は速やかに修
理する必要があります。詳細については、マク
ラーレン代理店にお問い合わせください。

インテリアのクリーニング

注意:マクラーレン代理店は、お客様の車
両のインテリアクリーニングに合った製品
を推奨できます。

カーペットとファブリック
シート表皮をクリーニングする場合は、必ず事
前に目立たない場所で洗浄液のテストをしてく
ださい。希釈した表皮クリーナーと清浄な布で
クリーニングします。
レザー
レザーをクリーニングする場合は、必ず事前に
目立たない場所で洗浄液のテストをしてくださ
い。お湯と天然石けんまたは専売特許のレザー
クリーナーを用いてクリーニングしてくださ
い。乾いた、清浄なリントフリークロスで乾燥
させます。研磨剤入りのクリーニング剤やつや
出し剤は使用しないでください。
ダッシュボードの表面はつや出しをしないでく
ださい。つや出しを行った表面は光を反射し、
ドライバーの視界を遮るおそれがあります。希
釈した表皮クリーナーでクリーニングした後、
固く絞った布で拭きます。

カーボンファイバー
カーボンファイバー部分をクリーニングする場
合は、必ず事前に目立たない場所で洗浄液のテ
ストをしてください。適切なつや消しダッシュ
ボードクリーナーでクリーニングしてくださ
い。詳細については、マクラーレン代理店にお
問い合わせください。研磨剤入りのクリーニン
グ剤やつや出し剤は使用しないでください。
Alcantara®
注意して埃を払います。柔らかい布またはスポ
ンジを水で湿らせ、完全に水を絞り、Alcantara®
素材全体を拭きます。湿らせ過ぎないように注
意してください。布またはスポンジをすすぎ、
必要に応じて繰り返し拭きます。
一晩放置して素材を乾かします。
素材が乾いたら、元の風合いになるように柔ら
かい短毛プラシで軽くブラッシングします。
シートベルト
ベルトを伸ばし、お湯に溶かした石けん水のみ
でクリーニングします。合成洗剤や化学洗浄剤
は種類にかかわらず使用しないでください。ベ
ルトを伸ばしたまま、できれば直射日光を避け
て自然乾燥させます。
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インストルメントとディスプレイ画面
ドライバーディスプレイおよびセンターインフ
ォテイメントタッチスクリーンのクリーニング
には湿った布を使用してください。研磨剤入り
のクリーニング剤やつや出し剤は使用しないで
ください。

車両カバー

マクラーレン代理店では、ガレージ内での使用
に適した車両カバーを販売しています。
マクラーレンでは、車両を2週間以上使用しな
い場合、カバーをかけておくことを推奨してい
ます。カバーをかける前に車両の内外を清掃
し、十分に乾かしてください。

注意:カバーは車両が十分に冷えてからか
けてください。高温になったエキゾースト
パイプによりカバーが損傷するおそれがあ
ります。
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車両のリフトポイント

正しいリフト位置は図と車両に貼付されている
ラベルを参照してください。
お客様のMcLarenの回収に関係する第三者にこ
の情報を提供してください。

注意:これ以外のポイントで車両をリフト
した場合、車両が損傷します。
注意:ジャッキを使用する場合は、平らな
リフト用プラットフォームとシャシー表面
の損傷を防止するラバーパッドとともに使
用してください。ボディパネルの下はリフ
トしないでください。

警告:車両を作業が可能な高さまでリフト
する前に、車両がジャッキまたは車両リフ
トの上に正しく配置されていることを確認
してください。車両の下で作業する場合は
必ず車両リフト安全ロックをかけるか、適
切なスタンドを使用して安全を確保してく
ださい。
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McLarenアシスタンス

お客様のマクラーレンが動かなくなった場合
は、ご自分で解決しようとしないでください。
サービスおよび保証ガイドを参照してくださ
い。必要なすべての情報が記載されています。

交換用バッテリー

お客様のマクラーレンが車両バッテリーの不具
合で動かなくなった場合、正しい仕様のリチウ
ムイオンバッテリーと交換する必要がありま
す。

故障時

車両が故障した場合は、マクラーレン代理店に
ご連絡ください。近くにマクラーレン代理店が
ない場合は、年中無休、24時間対応のロードサ
イドアシスタンス業者にご連絡ください。

注意:ロードサイドアシスタンス業者の詳
しい連絡先は、サービスおよび保証ガイド
に記載されています。

マクラーレン代理店またはロードサイドアシス
タンス業者は、お客様およびお客様の車両IDを
確認して、お客様の正確な現在地を判断しま
す。
その後に、お客様と問題について話し合い、お
客様の承諾のもとで最良の解決策を決定しま
す。
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回収のためのけん引

お客様のMcLarenは、フロントけん引フックマ
ウントのみが装備されています。

注意:車両をけん引しないでください。け
ん引した場合、ギアボックスを損傷するお
それがあります。けん引フックは回収の目
的で車両をトレーラーまたは輸送車に積載
する場合以外には使用してはなりません。
リジッドバーを使用して車両をけん引して
はなりません。

けん引フックとマウント
1. フロントバンパー内のけん引フックマウン

トのカバーを取り外します。

2. けん引フックを時計方向に回し、ねじ山の
根元まで完全にマウントホールに取り付け
ます。
注意:けん引フックと車両の損傷を防止す
るために、けん引フックがフロント構造の
対応する構造に完全に密着したことを確認
することが重要です。
注意:ウィンチケーブル/ストラップはけん
引フック以外の場所に固定してはなりませ
ん。車両が損傷するおそれがあります。

3. 車両を回収したらすぐにけん引フックを取
り外してラゲッジルームに収納し、けん引
フックマウントにカバーを取り付けます。
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海外での走行

マクラーレン代理店は、海外を旅行する際にも
ご利用いただけます。
海外で走行する際の法的要件は国によって異な
り、また常に変動しています。旅行先の国の法
律に準拠するためには何が必要となるか、必ず
マクラーレン代理店にお問い合わせください。
一部の国では低オクタン燃料以外は入手できま
せん。燃料グレードについての詳細は「推奨燃
料」 (2.46ページ)を参照してください。

注意:ヘッドランプの非対称ロービームは、
路肩に近い側を明るく照らすように設計さ
れています。お客様のマクラーレンは、道
路の左側または右側のどちらを走行しても
同一のロービームヘッドランプ設定が適用
されます。
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概要

マクラーレンはマクラーレンの純正交換部品お
よびアクセサリー以外は使用しないことを推奨
します。非純正部品を使用した場合、車両の動
作や安全に悪影響を及ぼす可能性があります。
McLarenは交換部品およびアクセサリーの信頼
性、安全性および適合性をテストしています。
McLaren車における非純正部品の使用について
は、たとえ当該部品が単独では認定品であった
としても、McLarenは責任を負いません。
多くの国では、交換部品およびアクセサリー
は、当該製品が法的要件に適合している場合に
のみ取り付けることが公式に認められていま
す。McLarenのすべての純正交換部品およびア
クセサリーは、これらの要件に適合していま
す。
McLarenの純正部品およびアクセサリーは、専
門技師が部品を取り付けるマクラーレン代理店
から入手できます。
アクセサリーを使用する際は、お客様の
McLarenに適合したものであることを確認して
ください。車両の改造に当たるアクセサリーを
使用した場合、車両の保証が無効になることが
あります。以下の場合がこれに該当します:
• 保証書で承認されている車種に変更が生じ

る場合。
• 道路使用者に危険を及ぼす可能性がある場

合。

• 車両の排出ガスおよび騒音レベルが悪化す
る場合。

必ず車両識別番号を提示してください。この番
号は、車両の識別プレートおよびフロントウィ
ンドウの左下隅に記載されています。
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車両識別番号（VIN）

車両識別番号はフロントウィンドウの左下隅に
記載されています。
また、この番号は右側シート下のボディに刻印
され、運転席側ドア開口部下部のプレートに表
示されており、ドライバーディスプレイの「車
両ステータス」セクションにも表示されます。
「VIN」 (4.17ページ)を参照してください。

VINプレート

車両識別番号プレートには以下の情報も記載さ
れています:
• 最大許容積載量
• トレーラーを含めた最大許容積載量
• 最大許容フロントアクスル荷重
• 最大許容リアアクスル荷重
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概要

本節にはお客様の車両に関して必要な技術デー
タをすべて記載します。このデータは車両の標
準装備に適用されます。したがって、オプショ
ン装備を装着した車両ではデータが異なる場合
があります。マクラーレン代理店から詳細な情
報を入手できます。

車両動作温度

-20°C（-4°F）最低動作気温

+50 °C（+122 °F）最高動作気温

注意:最低気温から最高気温までの範囲外
で車両を使用した場合、性能が低下するこ
とがあります。McLarenは車両を標準温
度範囲外で使用した場合、もしくは高地に
おいて使用した場合、表示エンジン出力を
達成できなかったとしても責任を負いませ
ん。

エンジン

エンジン - 750S Coupe

@ 7,500定格出力（kW）@rpm

750 @ 7,500定格出力（PS）@rpm

800 @ 5,500定格トルク（Nm）
@rpm

590 @ 5,500定格トルク（lb-ft）
@rpm

8気筒数

3,994排気量（cm³）

8,500最大回転数（rpm）

540パワーウェイトレシオ
（PS/トン）

エンジン - 750S Spider

@ 7,250定格出力（kW）@rpm

750 @ 7,250定格出力（PS）@rpm
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800 @ 6,500定格トルク（Nm）
@rpm

590 @ 6,500定格トルク（lb-ft）
@rpm

8気筒数

3,994排気量（cm³）

8,500最大回転数（rpm）

522パワーウェイトレシオ
（PS/トン）

各ギアの最大速度

750S CoupeおよびSpider

42 (68)1 速ギア（km/h（mph
））

66 (106)2 速ギア（km/h（mph
））

91 (147)3 速ギア（km/h（mph
））

118 (190)4 速ギア（km/h（mph
））

150 (242)5 速ギア（km/h（mph
））

193 (311)6 速ギア（km/h（mph
））

206 (332)7 速ギア（km/h（mph
））

ギアレシオ

ギア比 - 750S CoupeおよびSpider

3.982:11速ギア

2.612:12速ギア

1.905:13速ギア

1.479:14速ギア

1.160:15速ギア

0.906:16速ギア

0.686:17速ギア

3.727:1ファイナルド
ライブ
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車体寸法

寸法 - 750S CoupeおよびSpider

4,569mm（14フィート
12インチ）

全長A

2,670 mm（8フィート
10インチ）

ホイールベースB

823 mm（2フィート8
インチ）

リアオーバーハ
ング

C

1,074 mm（3フィート
6インチ）

フロントオーバ
ーハング

D

107 mm（4インチ）地上高（通常）E

134 mm（5インチ）地上高（車両リ
フト）

8.3⁰アプローチアン
グル（通常）

F

10.4⁰アプローチアン
グル（車両リフ
ト）

13.3⁰デパーチャーア
ングル（通常）

G

12.6⁰デパーチャーア
ングル（車両リ
フト）

2,161 mm（7フィート
1インチ）

全幅（ドア閉、
ミラーを含む）

H

1,196 mm（3フィート
11インチ）

全高（ドア閉）-
Coupe

I

1,194 mm（3フィート
11インチ）

全高（ドア閉）-
Spider
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2,809 mm（9フィート
3インチ）

全幅（ドア開、
最大幅）

J

1,953 mm（6フィート
5インチ）

全高（ドア開）K

注意:寸法はすべて近似値です。

車両重量

重量 - 750S Coupe

1,277 (2,815)車両重量（燃料、乗
員等含まず）（kg
（lbs））

1,389 (3,062)DIN重量（すべてのフ
ルードと90%の燃料
）（kg（lbs））

1,469 (3,239)車両重量（すべての
油水類および燃料100
%）にドライバーの
75 kgを加えた重量
（kg（lbs））

628 (1,385)車両重量（すべての
油水類および燃料100
%）にドライバーの
75 kgを加えた重量 -
フロントアクスル
（kg（lbs））

841 (1,854)車両重量（すべての
油水類および燃料100
%）にドライバーの
75 kgを加えた重量 -
リアアクスル（kg
（lbs））

1,683 (3,710)最大車両総重量
（GVW）（kg（lbs）
）

782 (1,724)最大車両総重量配分
（GVW） -フロント
アクスル（kg（lbs）
）

901 (1,986)最大車両総重量配分
（GVW） -リアアク
スル（kg（lbs））

50 (110)最大荷物積載量-フロ
ントラゲッジルーム
（kg（lbs））

重量 - 750S Spider

1,326 (2,923)車両重量（燃料、乗
員等含まず）（kg
（lbs））

1,438 (3,170)DIN重量（すべてのフ
ルードと90%の燃料
）（kg（lbs））
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1,518 (3,347)車両重量（すべての
油水類および燃料100
%）にドライバーの
75 kgを加えた重量
（kg（lbs））

631 (1,391)車両重量（すべての
油水類および燃料100
%）にドライバーの
75 kgを加えた重量 -
フロントアクスル
（kg（lbs））

887 (1,956)車両重量（すべての
油水類および燃料100
%）にドライバーの
75 kgを加えた重量 -
リアアクスル（kg
（lbs））

1,729 (3,812)最大車両総重量
（GVW）（kg（lbs）
）

786 (1,733)最大車両総重量配分
（GVW） -フロント
アクスル（kg（lbs）
）

943 (2,079)最大車両総重量配分
（GVW） -リアアク
スル（kg（lbs））

50 (110)最大荷物積載量-フロ
ントラゲッジルーム
（kg（lbs））

ホイールおよびタイヤサイズ

ホイールサイズ

9J x 19フロントホイール

11J x 20リアホイール
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サマータイヤ

フロントタイヤ

245/35 ZR19
（93Y）

Pirelli P Zero™ MC

245/35 ZR19
（93Y）

Pirelli P Zero™ Corsa MC

245/35 ZR19
（93Y）

Pirelli P Zero™ Trofeo R MC1

リアタイヤ

305/30 ZR20
（103Y）

Pirelli P Zero™ MC

305/30 ZR20
（103Y）

Pirelli P Zero™ Corsa MC

305/30 ZR20
（103Y）

Pirelli P Zero™ Trofeo R MC1

ウィンタータイヤ

フロントタイヤ

245/35 R19Pirelli SottoZero™ 2

リアタイヤ

295/30 R20Pirelli SottoZero™ 2

旋回半径

12.2 m（40フィート
）

最小回転直径（タイヤ
外縁）
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冷えたタイヤの空気圧

リアホイー
ル

フロントホ
イール

荷重条件

PsiBarPsiBar通常使用時

322.2322.2Pirelli P Zero™

322.2322.2Pirelli P Zero™ Corsa

322.2322.2Pirelli SottoZero™

292.0292.0Pirelli P Zero™
Trofeo R

リアホイー
ル

フロントホ
イール

荷重条件

PsiBarPsiBar270km/h（165mph
）を超える速度

392.7392.7Pirelli P Zero™

392.7392.7Pirelli P Zero™ Corsa

リアホイー
ル

フロントホ
イール

荷重条件

362.5362.5Pirelli P Zero™
Trofeo R

タイヤ空気圧はフューエルフィラーフラップ内
側のラベルにも記載されています。

注意:一部の市場では、タイヤ空気圧ラベ
ルは運転席側ドア開口部下部に貼付されて
います。
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サービス製品

サービス製品には燃料、エンジンオイル、クー
ラント、ブレーキフルードがあります。マクラ
ーレンはテスト済みのマクラーレン用に認定さ
れた製品のみの使用を推奨します。未認定サー
ビス製品を使用した結果生じた損害は、材料欠
陥に関する保証責任の対象外となります。

警告:サービス製品の取り扱い、保管およ
び処分を行う際は、関連する法規を遵守し
てください。これを怠った場合、人や環境
に危険を生じるおそれがあります。サービ
ス製品が目や傷口に直接触れることがない
ようにしてください。サービス製品を誤飲
した場合はただちに医師の診察を受けてく
ださい。
環境:サービス製品は環境に責任ある方法
で処分してください。

エンジンオイル

8.0 リットルエンジンオイル容量

マクラーレンでは、Gulf Formula Elite 5W-40
（APISP、ACEAC3）の使用を推奨しています。
GulfFormulaEliteは、最先端の完全合成オイル
で、堆積物や摩耗からの高度な保護を実現する
ほか、最新の過給直噴ガソリン（TGDI）エンジ
ンにて起こり得る低速早期着火（LSPI）からの
保護も実現します。
業界標準の試験によると、このオイルを使う
と、最大で、

堆積物を40％多くコントロールできます1

摩耗を37％減らせます2

煤処理能力を90％向上できます3

1 API SPオイルについては、業界標準の試験で
あるシーケンスIIIH試験
2 ACEA C3オイルについては、業界標準の試験
であるOM646LA試験
3 ACEA C3オイルについては、業界標準の試験
であるDV6C試験
マクラーレン代理店から詳細な情報を入手でき
ます。

注意:潤滑油添加剤は使用しないでくださ
い。使用すると機械アセンブリの摩耗や損
傷を増大させるおそれがあります。未認定
添加剤が原因で生じた損害は、McLaren
の保証の対象外となります。
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ガソリンスタンド

警告:燃料は高い引火性があります。燃料
を取り扱う際には火気、裸火、喫煙は厳禁
です。
給油の前にエンジンを停止してください。
警告:燃料が皮膚や衣服に付着しないよう
にしてください。
皮膚が直接燃料に触れたり燃料蒸気を吸い
込むと健康に害を及ぼすことになります。

燃料に関する詳しい情報は「推奨燃料」 (2.46
ページ)を参照してください。
燃料タンク

60リットル
（13.2UKガロ
ン）

総容量

20リットル
（4.4 UKガロ
ン）

燃料警告灯アンバー色点灯時
の燃料残量

11リットル
（2.4 UKガロ
ン）

燃料警告灯赤色点灯時の燃料
残量

クーラント

24.5 リットル
（5.4 UKガロ
ン）

クーリングシステムの容量

12.25リットル
（2.7 UKガロ
ン）

-20°C（-4°F）までの保護用不
凍液容量

クーラントは水、不凍液、防錆剤の混合液で
す。クーラントはクーリングシステム内で以下
の役割を果たします:
• 凍結防止保護
• クーリングシステムの効率改善
• 腐食防止保護

注意:クーラントは、気候にかかわらず年
中使用します。クーラントを使用しなかっ
た場合、クーリングシステムは腐食に対す
る十分な保護が得られず、冷却効率が低下
します。
注意:エンジンの損傷を防ぐために、目標
水準の凍結防止能力を備えた混合済みクー
ラントを使用してください。

不凍液/防錆剤が正しい濃度で入っていれば、ク
ーラントの沸点は約130 °C（266 °F）となりま
す。クーリングシステム内の不凍液と防錆剤の
濃度は、約50%±5%とする必要があります。
それによって、クーリングシステムは-40°C（-
40°F）まで凍結から保護されます。
クーリングシステム内の不凍液と防錆剤の濃度
は、- 45 °C（- 49 °F）まで凍結を防止できる55
%を超えてはなりません。なぜなら、それ以上
の濃度では放熱効果が低下するためです。
車両のクーラントが減っているときは、運転を
止め、マクラーレン代理店にご連絡ください。
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パワーステアリングフルード

必ずPentosinCHF202パワーステアリングフル
ードを使用してください。

ブレーキフルード

必ずPentosin DoT 5.1ブレーキフルードを使用
してください。
ブレーキフルードは時間とともに空気中の水分
を吸収し、その結果沸点が下がります。

警告:ブレーキフルードの沸点が下がり過
ぎると、ブレーキを強くかけたとき（長い
下り坂やサーキット走行時など）にブレー
キシステム内にベーパーポケットができ、
ブレーキ効率が低下します。そのため、推
奨するサービス間隔でブレーキフルードを
交換してください。
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技術用語集

アクティブダイナミクスコントロール
ドライバーが車両のハンドリング特性やパフォ
ーマンス特性を切り替え可能にするシステムで
す。
エアブレーキ
エアブレーキは可動ウイングです。リアのダウ
ンフォースを高めることで、車両の走行安定性
とブレーキング性能を向上させます。
アンチロックブレーキシステム（ABS）
ABSは、ブレーキングによるホイールのロック
を防止します。これによって、ブレーキをかけ
ながら車両を操舵することが可能になります。
ドライバー自動認証カード
車両に乗車する人が所持している必要があるカ
ード、または車両が許可無く動かされているこ
とを知らせるトラッカーシステム信号です。
ブレーキアシストシステム
ブレーキアシストシステムは、急ブレーキを踏
んだ状況で作動します。急ブレーキを踏むと、
ブレーキアシストシステムによりブレーキの踏
力が自動的に増大し、停止距離が短縮されま
す。

ブレーキディスクワイピング
ブレーキディスクワイピングは、フロントウィ
ンドウワイパーのスイッチをオンにすると作動
します。パッドがディスクに触れるように瞬間
的にブレーキをかけることによって、強雨時に
ブレーキディスクに水分が付着するのを防止し
ます。
ブレーキステア
ブレーキステアはトルクベクトリングディファ
レンシャル効果を実現しますが、軽量化と反応
速度の改善のためにブレーキシステムに組み込
まれています。
コーナリング時に車両がアンダーステアになり
つつあることを検知すると、システムはリアの
内輪に軽くブレーキをかけます。これによって
車両のヨーレートが増大し、車両のアンダース
テアに対する抵抗力が増します。横方向のGも
増大し、ハンドリング特性が向上します。
ドライバーがコーナーからの立ち上がりでスロ
ットルを開け過ぎると、リアの内輪の速度が増
し、ブレーキステアが作動しなければ車両が不
安定になるおそれがあります。この状況でも、
ブレーキステアが再びリアホイール内側に軽く
ブレーキをかけることによって、トラクション
と走行安定性を回復します。

シリンダーカット
シリンダーカットは、スポーツおよびトラック
パワートレインモードのオートマチックアップ
シフトおよびコンフォートパワートレインモー
ドのマニュアルアップシフトで作動します。
急加速時にシフトアップが必要なときに、指定
された数のエンジンシリンダーで燃料供給が中
断（カット）されます。こうすることで、エン
ジントルクおよびエンジン回転数が急速に減少
して、よりすばやくアップシフトを達成できま
す。この結果、通常のシフトアップより、シフ
トアップ時の音が明確になります。
電子制御ブレーキ予備充填
アクセルペダルを急に離すと電子制御ブレーキ
予備充填機能が即座にブレーキパッドをディス
クに接触させ、より素早いブレーキの作動を可
能にします。
エレクトロニックスタビリティコントロール
（ESC）
ESCは走行安定性と、タイヤと路面間のトラク
ションを監視します。
グローバルポジショニングシステム（GPS）
適切なレシーバにより、衛星信号から車両の地
理的位置情報を取得します。これらの信号をデ
ジタルマップと照合し、車両の位置判定とルー
ト案内に利用します。
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ハンドリングコントロール
ハンドリングコントロールスイッチは、プロア
クティブシャシーコントロール IIシステムに影
響を与えます。
ヒルホールドコントロール
ヒルホールドコントロールは、坂道発進時に車
両が後退するのを防ぎます。アクセルペダルが
踏まれるまで、ブレーキシステムが自動的にブ
レーキをかけます。
イグニッションカット
イグニションカットは、パワートレインモード
でのマニュアルシフトアップ中に動作します。
急加速時にシフトアップが必要なときに、指定
された数のエンジンシリンダーでイグニッショ
ンが中断（カット）されます。こうすること
で、エンジントルクおよびエンジン回転数が急
速に減少して、よりすばやくアップシフトを達
成できます。

慣性プッシュ
「Non-Active（ノンアクティブ）」を選択して
いる際、または「Track（トラック）」パワー
トレインモードで急加速時に、エンジン回転数
が高い状態でシフトアップ操作を行うと、慣性
プッシュによって加速力が上がります。通常の
走行条件で、最大のパフォーマンスを必要とし
ない慣性プッシュの範囲外であれば、エンジン
とトランスミッションの回転数を合わせてスム
ーズでシームレスなシフトアップを行います。
一方、慣性プッシュの場合は、次のギアを保持
しているクラッチがより強い力でつながり、エ
ンジン回転数が完全には落ちないので、内部回
転マスの慣性を利用できます。この場合、ギア
がつながるときにトルク衝撃が発生しますが、
加速性能が向上し、最大のパフォーマンスが得
られます。
キーレスエントリー
キーレスエントリーを使用すると、リモコンキ
ーがドアセンサーから1.2 m（3フィート11イ
ンチ）以内にあれば、ドアを開けるだけでロッ
クを解除し、アラームシステムを停止させるこ
とができます。
発進コントロール
発進コントロールは、スタンディングスタート
時に最大加速が得られるように設計されていま
す。

マクラーレン・コントロール・ランチャー
（MCL）
パワートレインモード、ハンドリングモード、
トランスミッションモード、エアロモードの構
成は、マクラーレン・コントロール・ランチャ
ー（MCL）機能を使用して保存および復元でき
ます。
高速道路ファンクションライティング
高速道路ファンクションライティングは、車速
が事前設定したしきい値を超える場合に、ヘッ
ドランプ照明を強くします。
パーキングセンサー
パーキングセンサーシステムは、フロントバン
パー内の4個の超音波センサー、リアバンパー
内の4個の超音波センサー、2個の音響器で構
成されています。運転操作時にパーキングセン
サーが障害物を検知すると、音響器が警告音を
鳴らします。
ギアシフトモード（PSC）
PSCは音が鳴るシフトインジケーターで、最適
な性能を維持するためにシフトアップが必要に
なると音を鳴らして知らせます。
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リアビューカメラ（RVC）
RVCは、リアバンパーの中央に取り付けられて
います。この機能をアクティブにすると、ライ
ブビデオ画像がドライバーディスプレイまたは
センターインフォテイメントタッチスクリーン
に表示されます。
シームレスシフトギアボックス
シームレスシフトギアボックスは、7速のデュ
アルクラッチギアボックスです。ギアチェンジ
をフルオートマチックで行ったり、ドライバー
が操作したりすることができます。ギアチェン
ジはほとんど一瞬で行われます。切れ目の無い
加速を提供するエンジンからの連続したトルク
供給と組み合わせられています。
スタティックアダプティブヘッドランプ
スタティックアダプティブヘッドランプは、ヘ
ッドランプを点灯しながら旋回するとき、進行
方向を強く照らします。
補助拘束装置（SRS）
SRSは、事故の際に自動的に展開して付加的な
乗員保護を提供する多数のエアバッグで構成さ
れています。

360パーキングアシスト
このシステムは、リアバンパーの中央、フロン
トバンパーおよびそれぞれのドアミラーに取り
付けられた4台のカメラを使用します。この機
能をオンにすると、それぞれのカメラのライブ
ビデオフィードからセンターインフォテイメン
トタッチスクリーンにサラウンドビューが表示
されます。
タイヤ空気圧監視システム（TPMS）
TPMSは常に4本のタイヤの空気圧と温度を監
視しています。1本または複数のタイヤの空気
圧が下がったり温度が上昇したりすると警告を
行います。
車両識別番号（VIN）
VINは一意の17桁の数字で、車両に関する情報
や製造日、製造場所を示します。
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マクラーレンインフォテイメントシステム
（MIS）

すべての地域/市場
製品:ADI GEN 2.0
モデル:ICU
日本

電波について
本機は、電波法に基づく小電力データ通信シス
テム無線局設備として技術基準適合証明を受け
ています（受けた部品を使用しています）。し
たがって、本機を使用するときに無線局の免許
は必要ありません。日本国内のみで使用してく
ださい。日本国内以外で使用すると各国の電波
法に抵触する可能性があります。また、本機
は、電気通信事業法に基づく技術基準適合証明
を受けていますので、以下の事項を行うと、法
律で罰せられることがあります。
• 分解 /改造すること
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと

●本機は2.4GHz帯の周波数を使用しますが、他
の無線機器も同じ周波数を使っていることがあ
ります。ほかの無線機器との電波干渉を防止す
るため、下記事項に注意してご使用ください。
使用上のご注意
本機の使用周波数帯（2.4GHz）では、電子レン
ジ等の産業・科学・医療機器のほか工場の製造
ライン等で使用されている移動体識別用の構内
無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力
無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチ
ュア無線局（免許を要する無線局）が運用され
ています。
1. 本機を使用する前に、近くで移動体識別用

の構内無線局および特定小電力無線局、並
びにアマチュア無線局が運用されていない
ことを確認してください。

2. 万一、本機から移動体識別用の構内無線局
に対して有害な電波干渉の事例が発生した
場合には、速やかに使用周波数を変更する
か、または電波の発射を停止した上、当社
カスタマーサポートセンターにご連絡頂
き、混信回避の処置等についてご相談くだ
さい。

3. その他、本機から移動体識別用の特定小電
力無線局あるいはアマチュア無線局に対し
て、有害な電波干渉の事例が発生した場合
など、何かお困りのことが起きたときは、
当社カスタマーサポートセンターへお問い
合わせください。

製品に表示している周波数表示の意味は下記の
通りです。
• Bluetooth

2.4：2.4GHz帯を使用する無線機器です。
FH：FH-SS変調方式を表します。
1：電波与干渉距離は10mです。

：全帯域を使用し、移動体識別装置の
帯域回避可能です。

• Wi-Fi

2.4：2.4GHz帯を使用する無線機器です。
DS/OF：DS-SS、OFDM変調方式を表します。
4：電波与干渉距離は40mです。

:全帯域を使用し、移動体識別装置の帯
域回避可能です。
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●使用可能距離は見通し距離約10m（Bluetooth
）、約40m（Wi-Fi）です。鉄筋コンクリート
や金属の壁等をはさんでトランスミッターとレ
シーバーを設置すると電波を遮ってしまい、音
楽が途切れたり、出なくなったりする場合があ
ります。本機を使用する環境により伝送距離が
短くなります。
●下記の電子機器と本機との距離が近いと電波
干渉により、正常に動作しない、雑音が発生す
るなどの不具合が生じることがあります。
• 2.4GHzの周波数帯域を利用する無線LAN、

電子レンジ、デジタルコードレス電話など
の機器の近く。電波が干渉して音が途切れ
ることがあります。

• ラジオ、テレビ、ビデオ、BS/CSチューナ
ー、VICSなどのアンテナ入力

端子を持つAV機器の近く。音声や映像にノイズ
がのることがあります。
●本機は電波を使用しているため、第３者が故
意または偶然に傍受することが考えられます。
重要な通信や人命にかかわる通信には使用しな
いでください。

スマートリモコンキー

モデル
日本:A-0775G39（315 MHz）
日本
マクラーレンスマートキー認定データ。
日本のみ。

マクラーレンスマートキー認定情報はリアカバ
ーの中にあります。認定情報へのアクセス方法
およびバッテリーの交換に関する詳しい情報
は、「マクラーレンスマートリモコンキーの電
池交換」 (8.03ページ)を参照してください。
この補足には、バッテリー交換手順およびマク
ラーレンスマートキーの認定情報が含まれてい
ます。必ずオーナーズハンドブックと一緒に保
管してください。

マクラーレンスマートリモコンキーの電池交換

1. 親指でインデントを押してリモコンキーか
らバックカバーをスライドさせます。

8.03

適合性に関する情報
法令遵守



2. バッテリーカバーのネジを外し、放電した
バッテリーを取り出します。

3. 極性が正しいことを確認し、新しいバッテ
リーを取り付けます。
注意:電池にはできるだけ触れないでくだ
さい。指の水分と油分によって電池の寿命
が縮んだり、接点が腐食したりするおそれ
があります。電池を持つ場合は、端のみを
持ってください。

4. しっかりと密封されていることを確認し
て、バッテリーカバーを取り付けます。

5. リモコンキーにバックカバーを取り付けま
す。

マクラーレンスマートリモコンキーの廃棄
マクラーレンスマートキーに使用されているコ
イン電池は、現地政府により廃棄方法（資源の
リサイクル、不燃ゴミ、有害ゴミまたは危険ゴ
ミなど）の分類が異なることがあります。その
ため、廃棄方法が異なる場合があります。これ
らの電池を廃棄する際は、お住まいの市区町村
における規制に従ってください。
日本
マクラーレンスマートキー承認データ。
日本のみ

ミクラーレンスマートキーの承認情報は、背面
カバーの下にあります。承認情ア報クへセのス
とバッテリーの交換の詳細については、「マク
ラーレンスマートキーのバッテリー交換」のセ
クションを参照してください。
このサプリメントには、バッテリー交換手順と
マクラーレンスマートキーの承認情報が含まれ
ています。オーナーズハンドブックに保管する
必要があります。

リモコンキーの電池の交換

1. 親指でインデントを押してリモコンキーか
らバックカバーをスライドさせます。
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2. バッテリーカバーのネジを外し、放電した
バッテリーを取り出します。

3. 極性が正しいことを確認し、新しいバッテ
リーを取り付けます。
注意:注意:電池にはできるだけ触れないで
ください。指の水分と油分によって電池の
寿命が縮んだり、接点が腐食したりするお
それがあります。電池を持つ場合は、端の
みを持ってください。

4. しっかりと密封されていることを確認し
て、バッテリーカバーを取り付けます。

5. リモコンキーにバックカバーを取り付けま
す。

マクラーレンスマートキーフォブの処分
McLaren Smart Key Fob内で使用されるコイン
セルは、廃棄目的（リサイクル可能な廃棄物、
不燃性廃棄物、または有害または有害な廃棄物
など）のために、地方自治体ごとに分類される
場合があります。このため、廃棄方法も異なる
場合があります。これらのバッテリーを廃棄す
るときは、市または町の規制に従ってくださ
い。

HomeLink

すべての地域/市場
モデル:UAHL5B
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